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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユーザによって操作可能とすることが可能なス
キンヘルスの判定と監視を行うため、皮膚の画像を撮像
するための装置及び方法を提供する。
【解決手段】非侵襲性の撮像装置のシステム及び方法に
は、皮膚上に光を導く入射光源を含む照明源と、該皮膚
から反射された光の偏向の度合いを検出するための検出
器とを含む。肌状態を判定するためのシステム及び方法
は、前記反射された光の前記偏向の一態様に基づく。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非侵襲性の撮像装置であって、
　　皮膚上にか又は他の材料表面上に光を導くための入射光源を含む照明源と、
　　前記皮膚か又は前記他の材料表面からの反射光及び屈折光を検出するための光学的な
設備と、
　　前記皮膚か又は前記他の材料表面からの反射光の偏向の特性を検出するための検出器
と、
　　前記検出器に結合されたホストシステムであって、前記偏向の特性に少なくとも部分
的に基づいて、個人専用の肌状況評価を生成することが可能なホストシステム
とを備え、
　前記入射光が、非偏向の光を含むことからなる、撮像装置。
【請求項２】
　ある選択された角度アルファにおいて光を導くよう前記照明源が配置されている、請求
項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記アルファを変更することが、前記皮膚か又は前記他の材料表面の内部の層の測定の
深さを変化させることからなる、請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有している、請求項３に記
載の撮像装置。
【請求項５】
　偏向された光の光源を、前記照明源が更に含む、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項６】
　物理インターフェースと相互作用して、前記検出した光と、前記検出した偏向の特性と
のうちの少なくとも１つに関する情報をダウンロードして、施術者、スパ、サロン、化粧
品販売、化粧品の製造業者、臨床試験のデータベース、及びサードパーティのデータベー
スのうちの少なくとも１つにおける記録を更新するよう前記撮像装置が構成されているこ
とからなる、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記検出した光と、前記検出した偏向の特性とのうちの少なくとも１つを伝達する通信
設備を前記撮像装置が更に備え、
　前記伝達することが、ネットワーク上にわたって実施されることからなる、請求項５に
記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記偏向の特性は、前記光の偏向状態、前記偏向の配向、振幅、位相、角度、形状、度
合い、及び量のうちの少なくとも１つから成るグループから選択される、請求項１に記載
の撮像装置。
【請求項９】
　ある個体の前記皮膚か又は他の材料表面の状態に関する情報を、他の個体か又は個体ク
ループの状態と比較して、前記個体に最も近い状態である対等者を識別して、及び、前記
個体にとって有効なスキンケア製品とスキンケア処方計画とのうちの少なくとも一方を表
示するよう前記ホストシステムが動作可能であることからなる、請求項１に記載の撮像装
置。
【請求項１０】
　前記ホストシステムは、ルールベースのアルゴリズム、人工神経回路網、ファジー論理
、単一フラクタル解析、及び多重フラクタル解析から成るグループから選択されたアルゴ
リズムを使用して、前記皮膚か又は他の材料の少なくとも画像に関する前記情報と前記偏
向の特性とを分析して、前記個体のスキンヘルスに適合した構成要素、薬剤、及び製品の
うちの少なくとも１つを推薦することからなる、請求項９に記載の撮像装置。
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【請求項１１】
　前記アルゴリズムが、少なくとも２つの異なる角度から前記皮膚か又は他の材料から反
射された光の前記偏向に基づいて、前記皮膚か又は他の材料の状態に関する情報を分析す
ることからなる、請求項１０に記載の撮像装置。
【請求項１２】
　撮像システムによって第１の個体の肌状態を判定する方法であって、
　　前記撮像システムの撮像装置の入射光源によって皮膚を照らし、
　　フィルタの出力によって画定される波長の偏向光を得るために、前記撮像システム内
の該フィルタによって前記皮膚からの反射光をフィルタリングし、
　　前記撮像装置内の検出器によって、前記皮膚からの反射光の偏向の特性を検出し、
　　前記反射光の前記偏向の特性に基づいて、前記撮像システム内のホストシステムによ
って肌状態を判定し、
　　前記ホストシステムを用いて、前記第１の個体の前記肌状態のデータを、他の個体か
又は個体グループの前記肌状態と比較して、前記第１の個体に最も近い肌状態である対等
者を識別し、及び、
　　前記第１の個体にとって有効なスキンケア製品とスキンケア処方計画とのうちの少な
くとも一方をディスプレイ表示する
ことを含み、
　前記入射光が、非偏向の光を含むことからなる、方法。
【請求項１３】
　ある選択された角度アルファにおいて、前記入射光が導かれることからなる、請求項１
２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記アルファを変更することが、前記皮膚内の層の測定の深さを変化させることからな
る、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有していることからなる、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記撮像システムにおける追加的な光源によって皮膚を照らすことを更に含み、
　前記追加的な入射光が、偏向された光であることからなる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記偏向の特性が、配向、振幅、位相、角度、形状、度合い、及び量のうちの少なくと
も１つを含むことからなる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　前記データを分析するための、及び、前記第１の個体のスキンヘルスに適合可能な構成
要素、薬剤、及び製品のうちの少なくとも１つを推薦するためのアルゴリズムを用いて、
前記判定することが実施されることからなる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１９】
　前記アルゴリズムが、人工神経回路網、ファジー論理、単一フラクタル解析、及び多重
フラクタル解析のうちの少なくとも１つを含むことからなる、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記アルゴリズムが、少なくとも２つの異なる角度から前記皮膚から反射された光の前
記偏向の特性に基づいて、前記皮膚か又は他の材料の状態に関する前記データを比較する
ことからなる、請求項１８に記載の方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　分野：
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　本発明は、非侵襲性の撮像装置を用いた、皮膚の及び非皮膚の画像の収集と、そのよう
な画像の分析に少なくとも部分的に基づく肌状態１５８の進展と、少なくとも、後続する
画像の収集と分析とによる、該肌状態１５８の監視とを、可能にするための方法及び装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
関連特許出願の相互参照
　本出願は、以下の仮出願に対する優先権を請求し、該仮出願の各々は、その全体が参照
により本明細書内に組み込まれる。該仮出願とはすなわち、2007年1月5日にファイリング
された米国特許出願シリアル番号第60／883,769号の「ALGORITHMTO ASSIST SKIN EXAMINA
TION」、2007年1月5日にファイリングされた米国特許出願シリアル番号第60／883,764号
の「REMOTESKIN EXAMINATION」、及び2007年1月5日にファイリングされた米国特許出願シ
リアル番号第60／883,768号の「HOME USER DEVICE FOR SKINEXAMINATION」である。
【０００３】
　本出願は、以下の出願に対する優先権を請求し、該出願は、その全体が参照により本明
細書内に組み込まれる。該出願とはすなわち、2008年1月7日にファイリングされた米国特
許出願シリアル番号第11／970,448号である。
【０００４】
背景
　関連技術の説明：
　肌（皮膚）は、外皮系の最大の器官であり、該外皮系は、毛（ヘア）、爪、かさぶた、
羽毛、汗腺、及びそれらの生成物などの、肌の付属組織を更に含む。下部の筋肉及び組織
をガードする上皮組織の複数の層を、皮膚は含む。様々な外部的な及び内部的な要因によ
る一定の攻撃を肌が受けるので、皮膚は、多くの病気（疾患）により悩まされる可能性が
ある。従って、肌の健康（以下、スキンヘルスと記載）と、該肌に対して提供される任意
のトリートメント（治療）か、スキンケア製品か、又は化粧品の効果とを監視することは
重要な意味をもつ。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　スキンヘルスを判定するための及び監視するための様々な方法が存在するが、それらは
大抵、皮膚科医か又は皮膚科機関にアクセスすることを要求する。皮膚科学におけるキャ
パシティ不足により、必要なリソース（援助）にアクセスすることにおいて、困難さ、不
便さが存在する可能性があり、及び、極めて高いコストがかかる可能性がある。訓練され
ていないか又は訓練されたユーザによって、及び、直接相談する人がいない場合に、操作
可能とすることが可能な、スキンヘルスの判定と監視を行うための簡単な解決法の必要性
があり、該解決法において、皮膚の画像を、自動化された分析のために提示（サブミット
）することができるか、又は専門家か、又は分析機関に対して提示（サブミット）するこ
とができる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
概要
　本発明の複数の態様において、撮像装置によって、ユーザが、関心のある領域の周辺に
おける肌の高倍率の画像を撮ることが可能になり、これらの画像を、オプションでテキス
トの及びデータの応答と共に、医療、非医療、及び美容の分析、診断、及びトリートメン
トの推薦情報（助言）、及びフォローアップのために提示する（サブミットする）ことが
可能になる。
【０００７】
　本発明の一態様において、非侵襲性の撮像装置の方法及びシステムには、肌上へ光を導
くための入射光源を含む照明源と、該肌から反射された光の偏向の度合いを検出するため
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の検出器とを、含めることができる。該方法及びシステムにおいて、該照明源を、ある選
択された角度アルファにおいて光を導くよう配置することができる。アルファを変更する
ことによって、該肌内の層の測定の深さを変更することが可能になる。それぞれの深さに
は、全偏向の反射を生じさせる特定の角度をもたせることができる。前記方法及びシステ
ムにおいて、前記入射光源を、非偏向の光源とすることができる。該非偏向の光は、白色
光か、複数の選択された波長か、又は単一波長とすることができる。該方法及びシステム
には、反射光の画像を取り込むためのセンサを更に含めることができる。該方法及びシス
テムには、肌からの反射光を検出するための光学的な設備（機関）を更に含めることがで
きる。該方法及びシステムには、検出した情報を伝達するための通信設備を更に含めるこ
とができる。該方法及びシステムには、撮像装置によって収集された情報を格納するため
の記憶設備を更に含めることができる。
【０００８】
　本発明の一態様において、肌の状態を判定するための方法及びシステムには、入射光源
によって肌を照らすことと、該肌からの反射光の偏向の度合いを検出することと、該反射
光の該偏向の一態様に基づいて肌の状態を判定することとを含めることができる。該方法
及びシステムにおいて、該入射光を、選択された角度アルファに向けることができる。ア
ルファを変更することによって、該肌内の層の測定の深さを変更することが可能になる。
それぞれの深さには、全偏向の反射を生じさせる特定の角度をもたせることができる。該
方法及びシステムにおいて、前記入射光源は、非偏向の光の光源とすることができる。該
非偏向の光は、白色光か、複数の選択された波長か、又は単一波長とすることができる。
特許請求の範囲内の方法において、偏光の態様は、配向、振幅、位相、角度、形状、度合
い、量、及びこれらに類するもののうちの少なくとも１つとすることができる。該方法及
びシステムにおいて、アルゴリズムを用いて、判定を行うことができる。該アルゴリズム
には、人工神経回路網、ファジー論理、単一及び多重のフラクタル解析、及びこれらに類
するものを含めることができる。該方法及びシステムには、反射光をフィルタリングして
、そのフィルタ出力によって画定される少なくとも１つの波長において偏向された光を得
ることを更に含めることができる。該フィルタリングされた画像に対してアルゴリズム的
分析を実施することができる。該方法及びシステムにおいて、判定することには、反射さ
れた拡散光と、反射された偏向光との間の差分から、画像を作成することを含めることが
できる。該方法及びシステムにおいて、判定することには、反射光の偏光の態様を、ある
較正信号と比較することを含めることができる。該方法及びシステムにおいて、判定する
ことには、ユーザ入力とビジュアル分析とのうちの少なくとも１つを考慮することを更に
含めることができる。
【０００９】
　本発明の一態様において、非侵襲性の撮像装置には、関心のある領域上に光を導くため
の入射光源を含む照明源と、該関心のある領域からの反射光の偏向の度合いを検出するた
めの検出器とを、含めることができる。前記方法及びシステムにおいて、該照明源を、あ
る選択された角度アルファに光を導くように配置することができる。アルファを変更する
ことによって、該肌内の層の測定の深さを変更することが可能となる。それぞれの深さに
は、全偏向の反射を生じさせる特定の角度をもたせることができる。該方法及びシステム
において、前記入射光源を、非偏向の光の光源とすることができる。該非偏向の光は、白
色光か、複数の選択された波長か、又は単一波長とすることができる。該方法及びシステ
ムには、反射光の画像を取り込むためのセンサを更に含めることができる。該方法及びシ
ステムには、肌からの反射光を検出するための光学的な設備を更に含めることができる。
該方法及びシステムには、検出した情報を伝達するための通信設備を更に含めることがで
きる。該方法及びシステムには、撮像装置によって収集された情報を格納するための記憶
設備を更に含めることができる。
【００１０】
　本発明の一態様において、肌（皮膚）内の水分レベルを判定する方法には、肌組織に向
けて入射光を放射することと、該肌組織によって反射された光の偏向及び拡散の度合いを
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検出することと、反射光の偏向された及び拡散された量に基づいて水分レベルを判定する
ことと、を含めることができる。前記方法及びシステムには、水分レベルの評価を肌色の
測定値と組み合わせて明度を判定することを、更に含めることができる。該方法及びシス
テムにおいて、前記入射光は、非偏向の光とすることができる。該非偏向の光は、白色光
か、複数の選択された波長か、又は単一波長とすることができる。該方法及びシステムに
おいて、判定することには、アルゴリズムの使用を含めることができる。該方法及びシス
テムにおいて、水分レベルを判定することは、偏向された光と拡散光との比率に基づくも
のとすることができる。
【００１１】
　本発明の一態様において、肌の弾力性を判定する方法及びシステムには、肌組織に向け
て入射光を放射することと、該肌組織によって反射された光の偏向の一態様を検出するこ
とと、偏光の該態様をエラスチンの濃度に相互に関連付けることと、該エラスチンの濃度
に基づいて弾力性レベルを判定することと、を含めることができる。該方法及びシステム
において、判定することには、アルゴリズムの使用を含めることができる。該方法及びシ
ステムにおいて、前記入射光は、非偏向の光とすることができる。該非偏向の光は、白色
光か、複数の選択された波長の光か、又は単一波長の光とすることができる。
【００１２】
　本発明の一態様において、肌（皮膚）の堅さを判定する方法及びシステムには、肌組織
に向けて入射光を放射することと、該肌組織によって反射された光の偏向の一態様を検出
することと、偏向の該態様を、エラスチンとコラーゲンと皮脂腺の活性度とのうちの少な
くとも１つの濃度に相互に関連付けることと、エラスチン、コラーゲン、及び皮脂腺の活
性度のうちの少なくとも１つの濃度に基づいて堅さを判定することとを、含めることがで
きる。該方法及びシステムにおいて、該皮脂腺の活性度を、腺の数、開かれた／閉じられ
た腺の割合、及び詰まり／充填のレベルのうちの少なくとも１つによって示すことができ
る。該方法及びシステムにおいて、相互に関連付けることには、アルゴリズムの使用を含
めることができる。
【００１３】
　本発明の一態様において、皮膚の生物物理的特性を得るための方法及びシステムには、
肌組織からの入射光の反射の偏向の度合いから取得された画像データのスペクトル分析を
実施することを含めることができる。該特性は、メラニン細胞、メラニン、ヘモグロビン
、ポルフィリン、ケラチン、カロチン、コラーゲン、エラスチン、皮脂、皮脂腺の活性度
、（汗及び脂肪分泌の）毛穴、水分レベル、弾力性、明度、堅さ、ファインライン、しわ
の数及び段階、毛穴サイズ、開いている毛穴の割合、肌の弾力性、肌引張線、しみ、肌色
、乾癬、アレルギー、赤色部位、一般的な皮膚疾患又は感染症、腫瘍、日焼け、発疹、擦
り傷、吹き出物、にきび、虫さされ、そう痒、出血、負傷、炎症、光損傷、色素沈着、色
調、入れ墨、火傷の割合／火傷等級、ほくろ（母斑）、皮膚損傷の態様（構造、色、寸法
／非対称性）、黒色腫、皮膚に認められる障害、皮膚病変、セルライト、腫れ物、水疱形
成疾患、皮膚の先天性の症候群、（副）皮膚真菌症、肝斑、血管の状態、酒さ、クモ状静
脈、テクスチャ、皮膚潰瘍、創傷治癒、術後跡、メラニン損傷、非メラニン損傷、基底細
胞癌、脂漏性角化症、皮脂（油性）、爪及び／又はヘアに関連した問題、及びこれらに類
するものうちの少なくとも１つにおける構造、形状、濃度、数、大きさ、状態、及び段階
のうちの少なくとも１つである。
【００１４】
　本発明の一態様において、肌の状態を判定するための方法及びシステムには、該肌に関
する一連の主観的な質問に対する回答を取得することと、皮膚撮像デバイスを用いて客観
的な肌分析を取得することと、該主観的な結果と該客観的な結果とをアルゴリズム的に組
み合わせて、肌状態を取得することとを、含めることができる。
【００１５】
　本発明の一態様において、肌状態と、スキンケア目標とに基づいて、スキンケアのため
の推薦情報（助言、アドバイス）を提供するためのシステム及び方法には、ある個体（又
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は個人）の肌状態を得ることと、肌状態によって該個体を分類することと、該スキンケア
目標を達成させることにおいて、該分類の他の個体にとって効果的な製品と処方計画とを
推薦（助言）することとを、含めることができる。該方法及びシステムにおいて、該シス
テムは、ネットワーク上において動作可能とすることができる。該方法及びシステムにお
いて、肌状態を、前記個体の肌から反射された光の偏向の度合いの分析に基づいて判定す
ることができる。
【００１６】
　本発明の一態様において、スキンケア製品か又は処方計画（管理）の有効性を追跡する
ための方法には、ベースラインの肌状態評価を得ることと、スキンケアの目標、製品、及
び処方計画のうちの少なくとも１つに基づいてある監視間隔を薦めることと、第２の肌状
態評価を得ることと、該第２の評価を該ベースラインの評価と比較して、スキンケア目標
に向けての進捗状況を判断することと、肌状態を改善させるために、該処方計画か又は製
品を、オプションで最適化することとを、含めることができる。該方法及びシステムにお
いて、該肌評価は、個体の肌から反射された光の偏向の度合いの分析に基づくものとする
ことができる。
【００１７】
　本発明の一態様において、個人専用の肌条件分析システム及び関連方法には、撮像装置
と、該装置を制御するためのユーザインターフェースとを含めることができ、該撮像装置
は、肌上に光を導くための入射光源を含む照明源と、該肌から反射された光の偏向の度合
いを検出するための検出器とを含む。該方法及びシステムにおいて、前記装置を、物理イ
ンターフェースと相互作用して、画像データをダウンロードして、施術者（開業医）、ス
パ、サロン、化粧品販売、化粧品製造業者、臨床試験のデータベース、及びサードパーテ
ィのデータベースのうちの少なくとも１つの記録を更新するよう構成することができる。
該方法及びシステムにおいて、該照明源を、選択された角度アルファに光を導くよう配置
することができる。アルファを変更することによって、該肌内の層の測定の深さを変更す
ることが可能になる。それぞれの深さには、全偏向の反射を生じさせる特定の角度をもた
せることができる。該方法及びシステムにおいて、前記入射光源は、非偏向の光の光源と
することができる。該非偏向の光は、白色光か、複数の選択された波長か、又は単一波長
とすることができる。該方法及びシステムには、反射光の画像を取り込むためのセンサを
更に含めることができる。該方法及びシステムには、肌からの反射光を検出するための光
学的な設備（機関）を更に含めることができる。該方法及びシステムには、検出した情報
を伝達するための通信設備を更に含めることができる。該方法及びシステムには、前記装
置によって収集された情報を格納するための記憶設備を更に含めることができる。
【００１８】
　本発明の一態様において、非侵襲性の撮像装置には、肌上へ光を導くための入射光源を
含む照明源と、該肌から反射された光の特性を検出するための検出器とを、含めることが
できる。該装置において、該照明源を、選択された角度アルファに光を導くよう配置する
ことができる。アルファを変更することによって、該肌内の層の測定の深さを変更するこ
とが可能になる。それぞれの深さには、全偏向の反射を生じさせる特定の角度をもたせる
ことができる。該装置において、前記入射光源は、偏向された光の光源か、又は非偏向の
光の光源とすることができる。該非偏向の光は、白色光、単一波長の光、及び複数の単一
波長の光のうちの少なくとも１つとすることができる。該装置には、反射光の画像を取り
込むためのセンサを更に含めることができる。該装置には、肌からの反射光を検出するた
めの光学的な設備（機関）を更に含めることができる。該装置には、検出した情報を伝達
するための通信設備を更に含めることができる。該装置には、装置によって収集された情
報を格納するための記憶設備を更に含めることができる。該装置において、該反射光は、
偏向された光と、非偏向の光とのうちの少なくとも１つとすることができる。
【００１９】
　本発明の一態様において、肌の状態を判定するための方法及びシステムには、入射光源
によって肌を照らすことと、該肌からの反射光の特性を検出することと、該反射光の特性
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のうちの少なくとも１つに基づいて肌の状態を判定することとを含めることができる。該
方法及びシステムにおいて、該入射光を、選択された角度アルファに向けることができる
。アルファを変更することによって、該肌内の層の測定の深さを変更することが可能にな
る。それぞれの深さには、全偏向の反射を生じさせる特定の角度をもたせることができる
。該方法及びシステムにおいて、前記入射光は、非偏向の光か又は偏向された光とするこ
とができる。該非偏向の光は、白色光、単一波長の光、及び複数の単一波長の光のうちの
少なくとも１つとすることができる。該方法及びシステムにおいて、該反射光は、偏向さ
れた光と、非偏向の光とのうちの少なくとも１つとすることができる。該方法及びシステ
ムにおいて、前記特性は、光源、光強度、光の波長、光の角度、光の電気的及び磁気的特
性、及び光の偏向状態のうちの少なくとも１つとすることができる。偏光の態様は、配向
、振幅、位相、角度、形状、度合い、及び量のうちの少なくとも１つとすることができる
。該方法及びシステムにおいて、アルゴリズムを用いて、判定を行うことができる。該ア
ルゴリズムには、人工神経回路網か、ファジー論理か、又は単一及び多重のフラクタル解
析を含めることができる。該方法及びシステムには、反射光をフィルタリングして、その
フィルタ出力によって画定された波長の光を得ることを更に含めることができる。該フィ
ルタリングされた画像に対してアルゴリズム的分析を実施することができる。該方法及び
システムにおいて、判定することには、反射された拡散光と、反射された偏向光との間の
差分の画像を作成することを含めることができる。該方法及びシステムにおいて、判定す
ることには、反射光の偏向の態様を、較正信号と比較することを含めることができる。該
方法及びシステムにおいて、判定することには、ユーザ入力とビジュアル分析とのうちの
少なくとも１つを考慮することを更に含めることができる。
【００２０】
　本発明の一態様において、非侵襲性の撮像装置には、関心のある領域上に光を導くため
の入射光源を含む照明源と、該関心のある領域から反射された光の特性を検出するための
検出器と、を含めることができる。該装置において、該照明源を、選択された角度アルフ
ァに光を導くよう配置することができる。アルファを変更することによって、該肌内の層
の測定の深さを変更することが可能となる。それぞれの深さには、全偏向の反射を生じさ
せる特定の角度をもたせることができる。該装置において、前記入射光源は、偏向された
光の光源か又は非偏向の光の光源とすることができる。該非偏向の光は、白色光、単一波
長の光、及び複数の単一波長の光のうちの少なくとも１つとすることができる。該装置に
は、反射光の画像を取り込むためのセンサを更に含めることができる。該装置には、肌か
らの反射光を検出するための光学的な設備を更に含めることができる。該装置には、検出
した情報を伝達するための通信設備を更に含めることができる。該装置には、該装置によ
って収集された情報を格納するための記憶設備を更に含めることができる。該装置におい
て、該反射光は、偏向された光と、非偏向の光とのうちの少なくとも１つとすることがで
きる。
【００２１】
　本発明における、これらの及び他のシステム、方法、目的、特徴、及び利点が、好適実
施形態及び図面の以下の詳細な説明から当業者にとって明らかになってくるであろう。本
明細書内において言及される全ての文献は、その全体が参照により本明細書内に組み込ま
れる。
【００２２】
　本発明と、そのある実施形態の以下の詳細な説明とを、以下の図面を参照することによ
って理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】スキンヘルスの分析及び監視、並びにスキンケアの評価及び推薦（助言）のため
のスキンケアシステムを示す図である。
【図２】肌組織による光の偏向についてのメカニズムを示す図である。
【図３】スキンケア調査のための処理を示す図である。
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【図４Ａ】皮膚撮像装置の前方図を示す図である。
【図４Ｂ】皮膚撮像装置の後方図を示す図である。
【図５】スキンケアシステムにおけるスキンヘルス監視ページを示す図である。
【図６】スキンケアシステムの対話型モデリングツールを示す図である。
【図７】スキンケアシステムの推薦情報のページを示す図である。
【図８】スキンケアシステムのユーザインターフェースを示す図である。
【図９】スキンケアシステムの受け入れページ（ウェルカムページ）を示す図である。
【図１０】スキンケアシステムのアンケート調査ページを示す図である。
【図１１】スキンケアシステムの肌画像取り込みページを示す図である。
【図１２】スキンケアシステムにおける棒グラフによる結果ページを示す図である。
【図１３】スキンケアシステムにおける線グラフによる結果ページを示す図である。
【図１４】スキンケアシステムにおける集計画面を示す図である。
【図１５】スキンケアシステムにおける弾力性の集計画面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
詳細な説明
　本明細書内において提供されるのは、皮膚及び非皮膚を撮像するための方法、システム
、及び装置とすることができる。本開示全体にわたって、「～のような（～など）」の語
句は、「～のような（～など）、但しこれに限定されない」を意味する。本開示全体にわ
たって、「例えば～」の語句は、「例えば～、但しこれに限定されない」を意味する。本
開示全体にわたって、「ある例において～」の語句は、「ある例において～、但しこれに
限定されない」を意味する。本開示全体にわたって、「製品」の用語は、任意の医療用の
か、非医療用のか、化粧用のか、肌のか、毛（ヘア）のか、又は爪のケア製品を指す。概
して、任意の及び全ての例示は、限定のためでなく、説明を目的とするために提供されて
いる可能性がある。
【００２５】
　図１を参照すると、スキンヘルス分析、監視、及び推薦情報（助言）のためのシステム
には、ホストハードウェア１０８と、ユーザインターフェース１０２と、ホストシステム
１０４と、該ホストシステム１０４に対する他の入力１１２と、データ記憶装置１１０と
を、含めることができる。前記ホストハードウェア１０８とは、スキンヘルス試験１６０
などにおいて、生物物理的肌特性を取り込んで、事前診断１６２を実施して、及びリモー
ト監視１６４を実施するための撮像装置１０８のようなものである。前記ユーザインター
フェース１０２は、人口学的情報、スキンヘルスに関する追加的な事例情報、現在のスキ
ンケア処方計画１１８、現在のスキンケア製品及び処方計画のランキング及び格付け１３
８を取り込んで、スキンケア棚１１４への格納（ポピュレーティング）を行って、及び、
スキンサイクルモニタ１４０、ヘルス及び／又はウェルネス情報１４２、ゲーム１４８、
ギフト案内１４４、希望リスト（ウィッシュリスト）１１９、日報１３４、シミュレーシ
ョンツール１３２、タイプ判定エンジン１３０、ショッピングカート１１３、及びこれら
に類するものにアクセスするために、前記ホストハードウェア１０８か、オンラインプラ
ットフォーム１２０か、又はモバイルプラットフォーム１２４とインターフェースする。
前記ホストシステム１０４とは、アルゴリズム１５０を用いて、専門家相談情報１２８、
データ統合部情報１５２を取得して、及び分析ツール／ＡＰＩ’ｓ１５４を用いて、肌状
態１５８を画定すること、などによって、取り込んだ情報を処理及び分析するためのもの
である。装着可能モニタ１８２、モバイル通信装置１８４、ソーシャルネットワーク１８
８、製品情報１９０、ウェルネス情報１９２、プラグイン（ウェブ取り込み）１９４、バ
ーコード走査１９８、従来情報／アンケート回答１０１、クエリ／検索１０３、サードパ
ーティの専門家１０５、サードパーティのハードウェア１０９、サードパーティのサービ
スプロバイダ１１１、及びこれらに類するもののような、前記他の入力部１１２は、肌状
態１５８を識別すること、監視すること、及び調整することにおける追加的な精度を提供
するために、ランキング／格付けのフィードバック１３８を受け取ることができる。ハー
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ドウェア１６８、脱着可能メモリ１７０、無線通信装置１７４、コンピュータ１７８、（
皮膚科医、一般の医師、美容師、スパの従業員、サロンの従業員、化粧品の販売員、及び
これらに類するもののような）施術者の記録１８０、個人専用の生成記録１７２、及びこ
れらに類するものなどの、前記データ記憶装置１１０は、ホストハードウェア１０８、ホ
ストシステム１０４、ユーザインターフェース１０２、及び他の入力部１１２からのデー
タを格納するためのものである。本開示全体にわたって、皮膚に関する実施形態が意図さ
れているが、コンテキストが禁じている場合を除いて、該実施形態は、それらに加えて、
任意の毛（ヘア）、爪、農業の、家畜の、及び体内の実施形態のような（但しこれらに限
定されない）、非皮膚の実施形態も含むことが理解されるべきである。
【００２６】
　スキンヘルス試験１６０、事前診断１６２、リモート監視１６４、及びこれらに類する
ものなどにおいて、撮像装置１０８を用いて、肌組織の画像を取り込んで、生物物理学的
肌特性を得ることができる。撮像装置１０８を、毛、爪、歯、目、体内器官及び組織、及
びこれらに類するものなどの非皮膚の組織の画像を取り込むよう構成することもできる。
肌組織上のデータを得るために、撮像装置１０８は、内部か又は外部の光源を使用して、
拡散光、白色光、単色光、複数の単一波長の光、及びこれらに類するものなどの非偏向の
光を用いて、更には偏向された光を用いて、ある特定の一連の放射を提供することができ
る。複数の実施形態において、入射光は、偏向されたものとすることができるか、又は非
偏向のものとすることができ、及び、その反射光が、偏向されたものとすることができる
か、又は非偏向のものとすることができる。該偏向された光は、皮膚上の反射の結果生じ
ることが可能であり、その光源により偏向させられない。該反射の取り込みと格納によっ
て、皮膚の損傷、並びに、全てのタイプの皮膚病、肌の問題、及び、美容問題及び指示（
兆候）の撮像と分析とが可能となる。偏向された反射の分析は、撮像した皮膚領域の熱的
、電気的、及び磁気的な特性を取得することを可能にすることができる。その画像を、分
析機関（設備）１５４、分析者、開業医（施術者）、及びこれらに類するものに伝達する
ことができ、これには、スキンヘルスの最終的な分析を決定するための、患者のアンケー
ト調査による評価を含めることもできる。重要な特徴を識別するために、該装置１０８は
また、皮膚の損傷の分光分析及び定量分析に基づいて、赤色、緑色、及び青色領域内のよ
うな特定の目標波長を用いることができる。実施形態において、該装置１０８を、偏向さ
れた光を放射するよう構成することができる。該装置１０８を、複数のタイプの光を放射
するよう構成することができ、該複数のタイプの光を、様々な光源の間で切り替えること
ができるか、又は様々な光源と組み合わせることができる。スキンヘルス分析を、以前の
ユーザのスキンヘルス分析、他のユーザのスキンヘルス分析、他のユーザの経験データ、
構成要素（要因、成分）、製品、処方計画特性と比較して、推薦情報を提供することがで
き、及び、製品か又は処方計画１１８の有効性を追跡することができる。
【００２７】
　次に図２を参照すると、一実施形態において、撮像装置１０８には、非偏向の光、拡散
光、白色光、単色光、複数の単一波長の光、偏向された光、及びこれらに類する光を、角
度アルファにおいて肌上に導くための照明源と、肌組織からの反射光を検出するためのセ
ンサと、取り込んだ画像を格納して伝達するための画像記憶装置とを、含めることができ
る。肌組織は、皮膚内において存在する、細胞、分子、細胞グループ、分子グループ、表
皮及び副層（サブレイヤ）、基底膜、真皮、皮下組織、腺、層、小胞、毛穴、血管構成要
素、及びこれらに類するもののうちの少なくとも１つとすることができる。一実施形態に
おいて、光源は、肌における電気的な及び磁気的な構成要素を測定するための、（反射さ
れた偏向光及び／又は拡散光のような）反射光を生成するための白色光とすることができ
る。白色光を、可視光のスペクトラムにわたる光の波長の組み合わせとして放射すること
ができる。入射非偏向光を、垂線からの画定された角度「アルファ」において、その目標
（ターゲット）に導くことができる。垂線から４５度～６５度の範囲にわたるように（但
し、これらに限定されない）、アルファの値が変化すると、入射角を変更させることが侵
入の深さに影響を及ぼすので、入射非偏向光は、皮膚における異なる組織上の要素と相互
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作用する可能性がある。手動によるか、リモート制御を介してか、ユーザインターフェー
ス１０２を介してか、及びこれらに類するものによってか、のいずれかにより、光源の位
置を変化させることによって、角度アルファを変更することができる。侵入の深さと、ア
ルファとの間の関係を、式すなわち、深さ＝ｆ（アルファ）によって画定することができ
る。皮膚内におけるある特定の既知の深さに対応する可能性のある各肌組織ごとに、全偏
向の反射を生じさせる特定の入射角が存在する可能性がある。偏向された及び／又は拡散
のいずれかの反射光を分析することにより、その反射の原因である、根底にある肌組織の
情報を得ることができる。偏光は、水分と相互作用する肌組織の古典物理学的な／量子力
学的な効果に起因する可能性がある。すなわち、光が肌組織に当った時には光の偏向を変
化させることが可能となるような、並びに、光が肌組織に当った時には光の波長に影響を
及ぼすような十分な磁界及び電界を、肌組織が有する。配向、振幅、位相、角度、形状、
度合い、量、及びこれらに類するものなどの、反射光の偏向の一態様は、目標にされた特
定の肌組織に関連した様々な測定に相互に関連付けることができ、そして究極的には肌状
態１５８に相互に関連付けることができる。例えば、ある特定の肌組織内に存在する損傷
が、反射光の一部に拡散を生じさせる可能性があり、その結果、部分的に偏向され且つ部
分的に拡散された反射光が生じる。例えば、コラーゲン組織は、良性のメラニン肌損傷と
、悪性のメラニン肌損傷との間の生物学的な差異の１つの指標である。コラーゲンの差異
は、反射光の偏向状態に影響を及ぼすことができ、その結果として生じた画像は、腫瘍（
腫れ）の中心の位置と腫瘍の周辺の位置とを示すことが可能である。そのような画像は、
切除マージンを可視化することにおいて、施術者（開業医）を助けることができる。表皮
のより下側の部分にメラニンは位置付けられるため、この深さに対する、並びに、様々な
タイプの母斑内における発色団に対する、適切な波長を、選択することができる。
【００２８】
　入射光が偏向されている場合、肌の電気的な特性のみが、明らかになることとなるだけ
でなく、非偏向の入射光が、肌の電気的特性と磁気的特性との両方を露呈させることがで
きる。偏向された光を用いることによって、光学的な活動の改善された誘発（誘導）を生
じさせることができるが、生成されたデータセットは、白色光、単色光、複数の単一波長
の光、及びこれらに類するもののような入射非偏向光を用いて取り込まれたデータセット
と比較すると、値がより低いものとなる可能性がある。１０－３４Ｊｓと１０－３０Ｊｓ
との間の影響を測定することによって、肌上の量子力学的及び古典物理学的効果の境界領
域において、及び、肌の生体分子の価電子における電気的な及び磁気的な力の活動の差異
として、測定を実施することができる。
【００２９】
　一実施形態において、コラーゲン、エラスチン、カドヘリン、ヘモグロビン、及びこれ
らに類するもののような特定の分子の存在を測定するために、入射光の波長及び／又は強
度を、変更することができる。ある分子は、内在蛍光の特性を有する。例えば、入射光が
、３２５ｎｍのような特定の波長に制限されている場合には、４００ｎｍ及び４０５ｎｍ
の放射（発光）波長においてコラーゲンを検出することができる。表１は、アミノ酸、構
造タンパク質、酵素及びコエンザイム、ビタミン及びビタミン誘導体、脂質、ポルフィリ
ン、及びこれらに類するもののような、内在蛍光を示す生物学的分子の最大励起及び最大
放射の説明のための特定例を列挙している。肌（皮膚）内の特定の分子の存在を検出する
ために、ユーザは、最大励起の欄内に示されている波長のような（但しこれらに限定され
ない）、ある特定の波長の光を、肌上に照らすことができ、及び、反射光を収集して、そ
の反射内における特定の放射波長の存在を識別することができる。当業者であれば、多く
の異なる単一波長と、光の波長の組み合わせとを用いて、肌を照らすことができることが
理解されよう。
【００３０】



(12) JP 2014-64949 A 2014.4.17

10

20

30

40

50

【表１】

　一実施形態において、光を、２８０ｎｍ～３８００ｎｍの範囲にわたるような任意の波
長において放射することができる。入射光は、青色か、黄色か、オレンジ色か、赤色か、
又は幾つかの他の光とすることができる。
【００３１】
　引き続き図１を参照すると、一実施形態において、光源は、装置１０８に統合されたも
のとすることができるか、又は関連付けられたソースから提供されることが可能である。
該光源は、２８０ｎｍか、３４０ｎｍか、３６０ｎｍか、３８５ｎｍか、４０５ｎｍか、
又は４８０ｎｍの入射励起波長のような（但し、これらに限定されない）任意の波長の発
光又はレーザダイオード（ＬＥＤ）とすることができる。紫外線領域内及び赤外線領域内
における波長を、該装置１０８によって放射することもできる。該光源は、拡散光、白色
光、単色光、複数の単一波長の光、白熱灯の光、エレクトロルミネセント光、蛍光灯の光
、ハロゲン光、紫外線の光、偏向された光、コリメート光、無線通信装置によって提供さ
れる光、光ファイバーケーブルによって提供される光、及びこれらに類するものとするこ
とができる。一実施形態において、光源には、拡散入射光を提供するためのディフューザ
を含めることができる。
【００３２】
　一実施形態において、肌からの反射光を検出するためのセンサを、ＣＣＤカメラ、ＣＭ
ＯＳベースの撮像システム、ディジタルカメラ、ウェブカメラ、（携帯電話か又はiPhone
のような）通信装置内に組み込まれたカメラ、ＰＤＡ（個人情報端末）、腕時計か又は（
スポーツタイプの指示などで肌を連続的に監視するための）他の着用可能な装置、サード
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パーティの装置１０９、スキャナ、及びこれらに類するものの中に存在する光学部品内に
おいて、具現化することができる。該センサを、ＩＲ波長又は可視波長の付近などの、任
意の波長の光を吸収するよう構成することができる。該センサを、自動的に特定の波長を
フィルタリングして取り除くように構成することができる。該センサを、（肌の小規模の
部分、フルフェイス、完全な皮膚検査、及びこれらに類するもののように）任意のサイズ
の領域を撮像するよう構成することができる。該センサを、装置１０８と、関心のある領
域との間に介在する任意の液体が無くても動作するよう構成することができるか、或いは
、油のようなアプリケーションと共にか又は関心のある領域に対する他の反射媒体と共に
用いることができる。該領域からの任意の距離からの反射光か、又は関心のある領域に接
触した時の反射光を、検出するよう該センサを構成することができ、該センサを、後続の
ビジュアル及び／又はアルゴリズム的分析のために使用することができる。この反射光か
ら生成された画像は、ビジュアルな並びに分光の画像か又は電磁気皮膚マップの両方に考
慮されることが可能である。該センサは、撮像されている領域のサイズ並びにその撮像領
域からの距離の測定を可能にする内部較正スケールを有することができる。一実施形態に
おいて、レンズが、検出光学部品からの反射光を、可視ＮＩＲ感光ＣＣＤか、ＣＭＯＳか
、又は他の検知デバイス上へと合焦させることができる。一実施形態において、該センサ
を、高フレームレートにおいて画像を取得するよう構成することができる。一実施形態に
おいて、前記装置１０８は、高倍率レンズを有することができる。
【００３３】
　一実施形態において、装置１０８は、分析のために、及び／又は、分析機関（設備）１
５４への伝達のために、取り込んだ画像を格納することができる。該分析機関１５４は、
施術者（開業医）、自動分析ツール、分析ツールを用いている施術者、及びこれらに類す
るものとすることができる。データの記憶１１０は、画像の取り込みが開始された時に手
動で行われることが可能であり、肌との接触時に自動的に行われることが可能であり、リ
モートに制御されることが可能であり、及びこれらに類するように実施されることが可能
である。データを、内部のデバイスメモリ１６８内に格納することができるか、或いは、
ＵＳＢメモリ、外部ハードドライブ、大容量記憶装置、及びこれらに類するもののような
記憶媒体１７０内に外部的に格納することもできる。前記装置１０８を、ワイヤ接続を介
してか又は無線によってのいずれかで、ラップトップコンピュータ、キオスクのコンピュ
ータ、デスクトップコンピュータ、中央サーバ、及びこれらに類するもののようなコンピ
ュータに対して、外部的に接続することができる。例えば、その接続は、直接的なＵＳＢ
接続とすることができる。装置１０８が、コンピュータに接続される時には、取り込まれ
たデータを、自動的にか又は手動による操作（イニシエーション）のいずれかによって、
該装置１０８から該コンピュータへと、ダウンロードするか又は伝達することができる。
例えば、装置１０８は、コンピュータとの接続においてクレードルを有することができる
。装置１０８が、該クレードル内に配置された時には、データは、該装置１０８から伝達
されるか又はダウンロードされることが可能である。追加的には、前記コンピュータに接
続された時に、装置１０８は、グレードルを介してなどによって、ソフトウェア更新を受
け取ることができる。複数の実施形態において、装置１０８は、内部記憶装置を持たず、
持続性の配線接続か又は無線接続を通じて外部的にデータを伝達するか又は格納すること
を可能にすることのみが可能である。データの伝達及び格納は、完全に自動化されたプロ
セスとすることができるか、又は手動による操作とすることができる。無線ネットワーク
接続、セルラー接続、ワイヤード接続、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ接続、及びこれらに類する接
続にわたって、データを伝達することができる。装置１０８からのデータ伝達は、遠隔評
価技法を可能にすることができる。一実施形態において、音声（ヴォイス）応答、テキス
ト応答、ビデオデータ、及びこれらに類するもののような非画像データを、本明細書内に
おいて記載されているような装置１０８によって格納すること及び／又は伝達することも
また可能である。装置１０８は、音声（オーディオ）を記録する内部マイクロホンと、映
像（ビデオ）を記録するビデオカメラと、テキスト応答を記録するキーボード入力部と、
これらに類するものとを、有することができる。一実施形態において、装置１０８は、外
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部的に利用可能な音声（オーディオ）及び映像（ビデオ）を使用することができる。
【００３４】
　一実施形態において、データの格納は、スキンヘルス記録１２１内とすることができる
。該スキンヘルス記録１２１は、ユーザの肌に関係した重要な医療用の、非医療用の、及
び美容用の指示に関する情報を含む、個別のオブジェクトか又はデータベースか又は収納
場所とすることができる。これには、画像か、グラフィックスか、アイコンか、書き込み
履歴か、個人に関する人口統計学上の情報か、（水分、弾力性、堅さ、質感（テクスチャ
）、色レベルのような）美容状態のレベルか、又は（炎症のような）非医療条件、及びこ
れらに類するものを含めることができる。ユーザは、任意の装置１０８か、１０９か、又
は入力部１１２からのデータを、記録１２１に、自分で入れることができる。記録１２１
には、肌問題の履歴、コメント、ユーザｂｌｏｇ、及びこれらに類するものを含めること
ができる。一実施形態において、スキンヘルスの記録１２１は、画像の取得時に自動的に
データが入れられることが可能である。例えば、分析のために、第１の画像をあるユーザ
が提示（サブミット）した時には、記録１２１が、自動的に生成されて、情報が入れられ
ることが可能であり、該情報は、編集されることが可能であり、その画像から及びその分
析から導き出されることが可能である。
【００３５】
　一実施形態において、データ記憶装置１１０を、ある施術者の記録１８０内とすること
ができる。ある施術者の記録１８０は、（背景の人口統計学上のデータ、個人情報、ダイ
エットに関する情報、スキンヘルス記録１２１、及びこれらに類するものを含む）重要な
ヘルス特徴の収納場所とすることができる。それには、画像と、他の画像データファイル
へのリンクと、（個人用の肌製品、医療製品、及びＯＴＣ製品、及びこれらに類するもの
の）追跡の有効性と、重要なパラメータに関するそれらの履歴的な影響（効果）とを組み
込むことができる。それにはまた、コミュニティデータか、或いは、患者か又はユーザに
類似している可能性のある選択された個人別のデータもまた取り込むことができ、ランキ
ング及びコメント、及びそれらに類するものを含めることもできる。
【００３６】
　一実施形態において、データ記憶装置１１０は、個人専用の生成記録１７２内とするこ
とができる。スキンヘルスの測定１６０に基づき、所望の効果を得て肌を健康にさせるた
めのための生成構成要素を、選択することができる。この構成要素の選択を、装置１０８
の使用と、個人専用化された生成記録１７２による、ある期間にわたるスキンヘルスの変
化の追跡とを通じて、様々な製品及び構成要素（成分）の提供による様々なスキンヘルス
パラメータの変化を分析して追跡することによって達成することができる。選択される生
成構成要素は、特定されると、それらが混合されて、個々の肌特性及び／又は（改善され
た湿潤などの）所望の目標に最も適合した製品が生成されることが可能である。従って、
個人専用の製品を、ユーザのためにつくり出すことができる。追加的には、この同じプロ
レスが、医療用の及び非医療用の目的及び要件のために、特定のカスタマイズされた肌製
品及び構成要素を生成するために用いられることが可能である。
【００３７】
　一実施形態において、取り込んだデータの形態は、任意の標準的な画像処理及び操作ソ
フトウェア及び技法、ワードプロセッサのソフトウェア、スライドショーのプレゼンテー
ションのアプリケーション、表計算ソフトのアプリケーション、及びこれらに類するもの
と、互換性を有するものとすることができる。例えば、取り込んだデータは、ｊｐｅｇ、
ｔｉｆｆ、ｐｉｃｔ、ｐｎｇ、ｂｍｐ、ｇｉｆ、ｐｄｆ、及びこれらに類するもののよう
な任意の適合可能な画像フォーマットとすることができる。一実施形態において、複数の
画像を、動画として取り込むことができるか、或いは、複数の画像を組み合わせることに
よって動画を構築することができる。
【００３８】
　一実施形態において、電力プラグ、バッテリ、ソーラー電力、ＵＳＢ電力、及びこれら
に類するものなどの任意の適合可能な電源により、装置１０８を、電力供給することがで
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きる。画像の取得を開始するために、ユーザは、装置１０８に対して電力供給を開始する
ことができる。取得は、自動的に開始することができ、肌に対して装置１０８が置かれた
時に開始することができ、ボタンのようなトリガが、ユーザによって動作させられた時に
開始することができ、及びこれらに類するように開始することができる。
【００３９】
　装置１０８は、撮像化されることとなる領域を視るためのディスプレイを有することが
できる。例えば、異なる日にわたって撮られる一連の画像などの、ある期間にわたる正確
な画像を取得するために、ユーザは、位置決めツールと共にディスプレイを使用すること
ができる。該ディスプレイは、装置１０８と統合したものとすることができるか、或いは
、別個のディスプレイとすることができる。例えば、有線（ワイヤード）接続か又は無線
接続を用いて、装置１０８を、コンピュータのモニタのようなモニタに接続することがで
きる。一実施形態において、装置１０８に対するユーザインターフェース１０２は、撮像
化のリアルタイムビューを表示させることができる。
【００４０】
　一実施形態において、装置１０８は、ユーザデータのプライバシーを保護するためのセ
キュリティ機能を有することができる。例えば、装置１０８は、暗号化技術による固有の
マックＩＤを有することができる。
【００４１】
　一実施形態において、装置１０８を、周辺装置か又は機能的なアタッチメントに関連付
けることができる。例えば、装置１０８を、血圧モニタ又はセンサ、心拍数モニタ又はセ
ンサ、及びこれらに類するものに関連付けることができる。例えば、装置１０８を使用し
て、皮膚損傷の事前診断１６２を実施することができる一方で、スキンヘルスに加えて健
康の他の側面を評価するために、血圧、心拍数、及びこれらに類するものなどの他の評価
項目の監視も行うことができる。
【００４２】
　一実施形態において、装置１０８を、ハンドヘルド式に装置１０８をユーザが操作する
ことを可能にするための大きさにすることができる。装置１０８を、携帯用のサイズにす
ることもできる。装置１０８を、片手操作用に構成することもできる。例えば、該装置を
、図４Ａ及び図４Ｂとして具現化することができる。しかしながら、該装置は、（鏡、広
範囲の領域を撮像するために構成された大規模装置、ＰＤＡ、スキャナ、モバイル通信装
置、及びこれらに類するものなどの）任意の形状及び／又はサイズにおける複数の他の実
施形態を有することもできる。図４Ａ内において、その照明源は、中央検出エリアの周囲
における複数ＬＥＤの環としてみることができる。両方の画像内において、サイズ、ハン
ドヘルド特質、及び携帯性が、明確に示されている。動作の容易性が、ラップトップに接
続されたホームユーザのような未経験のユーザでさえ、装置１０８を用いることを可能に
する。装置１０８は、より大きなカメラシステムの一部ではなく、自己完結型ユニットと
することができる。一実施形態において、装置１０８を、片手用の人間工学的な保持（ホ
ールティング）用に設計することができる。一実施形態において、反射媒体の提供を伴っ
てか、或いは反射媒体の提供を伴わずに、装置１０８を使用することができる。一実施形
態において、装置１０８を用いて、距離を隔てて、近寄って、直接接触して、及びこれら
に類するやり方で画像を取り込むことができる。例えば、装置１０８とインターフェース
するコンピュータ上にロードされたソフトウェアが、近距離の画像取り込みと、遠距離の
画像取り込みとを促すことができる。
【００４３】
　一実施形態において、装置１０８は、スタンドアロン型のもの、非ハンドヘルド・バー
ジョンのものとすることもでき、その装置を用いて、画像を、すなわち特定の身体の構成
要素か又は物質を、撮ることができる。
【００４４】
　一実施形態において、腹腔鏡検査、細胞検査、尿管鏡検査、関節鏡検査、内視鏡検査、
ダーモスコピー（悪性黒色腫の顕微画像診断）、婦人科、泌尿器科、歯科、（耳、口、肛
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門、鼻などを通した）自然オリフィス挿入分析、皮膚を通じた乳癌分析、及びこれらに類
するものに関連付けられた最小限に侵襲的な医療用装置の構成要素として使用するために
、装置１０８を構成することができる。例えば、システムは、データを処理して、外科に
適したか又は他の医療的なセッティングにおいてビデオモニタ上にか又は他のディスプレ
イ上に映し出すことを可能にすることができる。医療の専門家が、静止画像の取り込みか
、又はビデオの取り込みのようなビューイングモード（表示モード）を選択することを可
能にすることができ、光源、センサ、及びディスプレイのパラメータを手動で調整して、
装置１０８による観察、識別、及び監視において支援することを可能にすることができる
。一実施形態において、システムを、様々なタイプの医療手順と、医療の専門家が遭遇す
る可能性のある組織タイプとについて、様々なプロトコルで事前にプログラミングするこ
とができ、これにより、手順及び検査されている組織のタイプにおける医療の専門家の指
示に基づいて、該システムが、装置１０８を自動的に処理することが可能になることとな
る。
【００４５】
　一実施形態において、装置１０８は、スキンヘルス試験１６０を可能にすることができ
る。撮像装置１０８を用いて、スキンヘルス試験１６０を実施して、肌の特性を知って、
診断を得ることができる。このハードウェア装置は、画像を取り込むことができ、該画像
の分析を可能にする。装置１０８内における撮像構成要素は、色、年齢、ダメージ、コラ
ーゲン、エラスチン、毛穴及びタイプ、ケラチン、及びこれらに類するもののような様々
なスキンヘルス特性を測定することを可能にすることができる。スキンヘルス試験１６０
を、家庭内において、スパ内、クリニック内、病院内において、任意の位置における携帯
電話から、及びこれに類するものから実施することができる。スキンヘルス試験１６０を
、アンケート調査を通じた特定の背景情報、画像アップロード、遺伝的な試験、ＤＮＡサ
ンプル、及びライフスタイルの習慣情報と組み合わせて用いて、肌状態１５８を判断する
ことができる。該試験１６０は、肌の生物物理学的な健康に関連した特定の情報に応答す
ることとなり、該肌の一部が、ある医療的か又は非医療的か又は美容的な問題又は状態に
対して、物理的な及び遺伝的な傾向になることとなる。
【００４６】
　一実施形態において、装置１０８は、事前診断１６２を可能にすることができる。これ
は、（ユーザ、皮膚科医、医療の実践者、美容師（エステティシャン）、及びこれらに類
する者のような）施術者が、関心のある肌か又はこれに類するものの画像及び／又はアン
ケートを入手するために、ユーザからのリクエストを受け取ることが可能な、及び、既存
状況のアルゴリズム的分析に基づく事前診断を受け取ることが可能な、事前診断のシステ
ムである。ユーザは、施術者に会うことになる前に、状況の事前診断と共に、アンケート
と画像とを提示（サブミット）することができ、これによって、フォローアップを可能に
することができる。装置によって取り込まれた画像を提示して、予備の診断を得ることが
でき、最良の施術者に対して、そのケースを効果的に参照させることを可能にすることが
できる。事前診断１６２を、画像、手動分析、それらの組み合わせ、及びこれらに類する
ものにおけるソフトウェアアルゴリズムによって実施することができる。事前診断１６２
には、予備評価を含めることができ、並びに、事前診断１６２は、最終的な診断又は評価
のために必要とされる時間と、必要とされるステップとを指示することができる。この事
前診断１６２の機能は、施術者の効果的なスケジューリングを可能にすることができる。
事前診断１６２は、特定の肌の問題を表示することを助けることもでき、並びに、ある問
題を有するユーザを識別することもできる。
【００４７】
　一実施形態において、装置１０８は、リモート監視１６４を可能にすることができる。
ユーザは、該装置を、該ユーザの自宅内で個人的にか、仕事にか、又は任意の他の場所に
おいて使用して、リモート監視１６４を実施することができ、及び、画像を提示して該ユ
ーザの肌の健康か又は医療的な状態の進展を追跡することができる。施術者が、トリート
メントにおける変更を遠隔的にガイドすることか、又は予防要因について遠隔的にガイド
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することを可能にすることができる。ユーザが医師をその提供者（プロバイダ）に訪問さ
せることの必要が無くなることとなり、該提供者は、患者の変化を観察するために日中の
時間を都合良く選択することができるため、リモート診断は、進展を監視することの効率
性を大幅に向上させることができる。監視されたデータを、記録としてか又はリアルタイ
ムに視ることができる。
【００４８】
　本発明の一態様において、撮像装置１０８は、非偏向の光による既知の入射角で、関心
のある領域を照射することができる。該領域の磁気特性の分光画像を得るために、（関心
のある該領域の電気的な特性を有した）その反射された偏向光だけを、（関心のある該領
域の電磁気的な特性を有した）任意の反射された拡散光から取り去ることができる。該拡
散光及び反射された偏向光に対応する画像内のピクセルの分布を、任意の従来の手段によ
って判定及び指示することができる。既知の画像センサの場合には、電磁気信号に対応す
る拡散光画像と、電気信号画像に対応する反射された偏向光との間におけるピクセル画像
分布の一対一マッピングを、同じ領域についての分光データの強度の分布によって生成す
ることができる。前記領域の磁気的な勾配の画像を、ＡＦＭ－ＭＭＲ（磁気モードレジー
ムにおける原子間力顕微鏡）のような装置によって、生成することができ、前記一対一の
対応から、肌状態１５８は、勾配画像、拡散光画像、及び反射された偏向光の画像に基づ
くものとすることができる。
【００４９】
　一実施形態において、装置１０８は、肌のディジタル分光撮像を実施するための撮像装
置１０８とすることができる。入射非偏向光を、白色光、拡散光、単色光、複数の単一波
長の光、及びこれらに類する光などの、装置１０８に関連付けられた非偏向光源から、目
標の肌組織へと、垂直方向にか又は垂直方向からの角度アルファにのいずれかにおいて配
送することができる。電気的特性と磁気的特性との両方を有した白色光が、ある特定の角
度で肌組織上へと入射した時には、その組織の構成要素と相互作用して、偏光成分を有す
る反射光が生じる結果となる。複数の実施形態において、前記入射光を偏向させることが
できる。肌組織によって反射された非偏向の光は、少なくとも部分的に偏向されたものと
なる可能性がある。その偏向された光か又は拡散光のうちのいずれかの反射光を、装置１
０８によって取り込むことができる。そのような複数波長の（マルチスペクトルの）肌の
撮像化を用いて、電磁気肌トポグラフィーに展開することができる。配向、振幅、位相、
角度、形状、度合い、及び量、などの、反射光の偏向の態様と、反射光の波長とを測定す
ることによって、肌組織の生物物理学的な特性を取得することができる。１つか又は複数
の肌組織から取得された総計の生物物理学的データから、並びに、取り込んだ画像のビジ
ュアル分析から、及び、ついでに言えば、ユーザから得られた任意の追加的なデータから
、肌状態１５８を判定することができる。例えば、肌状態１５８には、水分、しわ、毛穴
、弾力性、明るさ、及び本明細書内において記載されているような任意の多くの測定に関
するデータを、含めることができる。白色光の入射角のアルファを変更することにより、
肌組織に対する光の侵入の深さを、変更することができる。肌内における各々の深さは、
異なる肌組織に対応する。各々の肌組織又は深さごとに、全偏向光の反射を生じさせる特
定の角度が存在する可能性がある。例えば、ある入射角を用いて、表皮内における肌組織
についてのデータを取得することができる。しかしながら、肌内における異なる深さにお
いて存在する皮下組織内における肌組織上のデータを取得するためには、該入射角を、変
更する必要がある可能性がある。該入射角を、数ミクロンから最大で数センチメートルま
での肌の任意の場所に侵入するよう変更することができ、従って、他の非皮膚の組織から
の反射の取り込みを可能にすることができる。例えば、腫瘍、乳癌、黒色腫、及びこれら
に類するものを撮像するためなどの、非侵襲性の撮像ツールとして、装置１０８を用いる
ことができる。一実施形態において、撮像されることになる領域は、その組織内において
標準的か又は病理学的な変異（組織の複屈折特性内の変異など）を有する可能性のある任
意の生物学的組織とすることができる。例えば、傷跡、ケロイド、異常肥大瘢痕、及び条
痕は、全て、正常な皮膚とは異なるコラーゲン繊維の組織を有する。コラーゲンは、皮膚
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の傷の修復における主要な決定要因であるため、コラーゲン組織及び濃度における変化を
監視することに関心を示すことができる。例えば、治癒が進行するにつれて増加する可能
性のあるコラーゲン塊の大きさによって、及び、治癒が進行するにつれて増加する可能性
のある分子又は小原繊維レベルにおけるコラーゲン組織の組成によって、及び、複屈折の
戻りか又は増加によって、及びこれらに類するものによって、治癒の段階を判定すること
ができる。コラーゲン組織は、偏向された光に敏感なので、本明細書内においてこれまで
説明してきたように、及び、更にこれから説明されることとなるように、偏光ベースの技
法を用いて、傷の編成中、治癒プロセス中、及び傷のトリートメント中に、その組織内に
生じた変化を監視することができる。
【００５０】
　様々な肌組織の電気的及び磁気的特性を測定することができることは、健康な肌組織と
、健康でない肌組織との間の差別化を可能にすることができる。正常なすなわち健康な肌
組織は、不健康なすなわち異常な時の等価な組織によって示される構造とは異なるある特
有の構造を示す。これらの構造上の変化を、反射光の偏向の一態様などの、皮膚から反射
された光の一態様における差異によって検出することができる。偏向の該態様は、光の波
長、配向、振幅、位相、角度、形状、度合い、光の偏向の量、及びこれらに類するものと
することができる。マクスウェルの方程式によれば、波として振舞う２つのベクトル、す
なわちＥ及びＢとして記載することが可能な電界と磁界とを含むものとして、光を説明す
ることができる。これらのベクトルは、光の伝搬方向に対して垂直であり、互いに直交し
ている。更には、電界Ｅが与えられると、マクスウェルの方程式によってＢを決定するこ
とができ、その逆の場合もまた同様である。従って、肌組織によって反射された光の電気
的な成分を測定することによって、磁気的な成分か、又は偏光の度合い／偏向状態を、決
定することができる。反射光及び非偏向の白色光における偏向成分からのこれらの電気的
及び磁気的な読み取り値を、同じか又は類似の角度における光による正常なすなわち健康
な肌組織の入射における読み取り値と比較することによって、肌組織内における、及びそ
の組織の分子内か又は組織の構造内における、変化を検出することができる。測定値の各
範囲は、ある特定の問題のある構造に対応する可能性があるので、電気的決定と磁気的決
定との両方の量か又は他の態様に基づいて、癌、皮膚病、美容のための指示、及びこれら
に類するものなどの特定の問題（異常）を検出することができる。任意の他の分子か、細
胞か、又は組織が、次に、同じ角度での同じタイプの光で入射した場合には、反射成分に
おけるある波長の強さは、測定された成分の構造状態内における差異の強度の測定を可能
にすることができる。反射光の偏向状態を、多くのパラメータによって説明することがで
きる。偏向楕円の観点から、具体的には偏向楕円の配向及び伸長から、偏光状態を説明す
ることができる。偏光状態を説明するために使用されることが可能なパラメータには、（
楕円の半・長軸とｘ軸との間の角度である）方位角（ψ）、（２つの半・軸の比率である
）楕円率（ε）、（楕円率のアークタンジェントである）楕円率角、偏心、振幅、偏向面
内の電界ベクトルにおける２つの成分の振動の位相、及びこれらに類するものを含めるこ
とができる。例えば、零の楕円率は、直線偏光に対応し、１の楕円率は、円偏光に対応す
る。反射光の偏向は、楕円偏光、直線偏光、円偏光、左円偏光、右円偏光、及びそれらの
可能性のある任意の組み合わせ、のうちの少なくとも１つとすることができる。
【００５１】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定することには、ビジュアル分析及び分光分析
のための画像を得るために、反射光を処理すること及び分析すること（１５４）を含める
ことができる。反射光の波長と他の特性とを調査することによって、分析１５４を容易に
することができる。例えば、入射光が白色光である場合には、その反射光を、フィルタリ
ングして、複数波長の集まり（コレクション）か又は単一波長、及び最終的には特定の肌
組織蛍光を調査することができる。別の例では、ＬＥＤによって提供されるような単色光
か又は半単色光を用いて、目標の蛍光色素分子（フルオロフォア）及び発色団を励起させ
ることができる。この例では、より深い層の蛍光を、抽出することができる。この例にお
ける反射光もまた、フィルタリングして、ある特定の蛍光を分離させることができる。別



(19) JP 2014-64949 A 2014.4.17

10

20

30

40

50

の例では、照明光の波長を変更することによって、皮膚内における様々な深さからの生物
物理学的特性の検出を可能にすることができる。追加的には、血液内にみられるヘモグロ
ビンの様々な形態のような、ある発色団は、特定の吸収帯を有しており、従って、異なる
色の光によって生成されたデータを処理することは、偏向光に敏感な可能性のある発色団
分布についての情報をもたらすことができる。波長の依存性（依存関係）を、幾つかのや
り方で取得することができる。すなわち、１）単一波長の光か又は複数の単一波長の光を
連続的に照射して、結果として生じたそれぞれの画像を別々に収集するか、或いは、２）
白色光を照射して、検出中か又は処理中のいずれかにおいて、個々の波長についてか又は
個々の波長の集まり（コレクション）について反射光を調査する。分光、偏光ベースの画
像を形成するために１つか又は複数の波長の光を処理すること及び分析することによるい
ずれかの方法によって取得されたデータからの情報を、アルゴリズム１５０を用いて得る
ことができる。一実施形態において、両方の技法の組み合わせは、肌の表面からの反射の
排除を可能にすることができる。
【００５２】
　一実施形態において、フィルタリングを用いて、紫外線、赤外線、赤外線付近、可視光
、及びこれらに類するものに属している範囲の波長のようなある範囲の波長を取り除くこ
とができる。該フィルタは、ディジタルフィルタか又はアナログフィルタとすることがで
きる。例えば、取り込んだ画像を、ソフトウェアによって処理することができ、該ソフト
ウェアは、ディジタルフィルタ技法を用いて、分析のために、画像を処理することを可能
にすることができる。例えば、ソフトウェアを用いて、特定のカットオフ波長、１セット
の単一波長、サンプリング間隔、及びこれらに類するもののような任意のディジタルフィ
ルタパラメータを選択することができる。例えば、ディジタルフィルタを用いて、４０５
ｎｍ、４５８ｎｍ、４８８ｎｍ、５３２ｎｍ、５８０ｎｍ、及び６３３ｎｍの波長の反射
を分離することができる（但し、これらに限定されない）。他の例では、（装置１０８の
光学部品に一体化されたフィルタなどの）アナログフィルタを用いて、画像を、それら画
像が取り込まれるようにフィルタリングすることができるか、或いは、それら画像が格納
され、伝達され、操作され、処理され、及びこれらに類することを実施されるように（外
部のアナログフィルタなどによって）フィルタリングすることができる。画像をフィルタ
リングすることは、結果として、下部組織の画像、及び／又は、特定パターンの偏向光の
画像を取得することができる。画像をフィルタリングすることは、結果として、反射光の
電気的成分と磁気的成分との分離を生じさせることができる。フィルタリングされた画像
に対して、アルゴリズム的分析を実施することができる。特定波長の光を分離させること
によって、フィルタリングは、皮膚表面の反射に起因した反射を削減することができる。
例えば、分析のために、ある波長の光だけが分離される時には、画像内において、皮脂腺
が、明るいスポットとして現われることができる一方で、異なる波長の光の分離は、撮像
された領域内の全ての毛穴の可視化を可能にする。従って、より深い層からの蛍光を分離
させることができる。
【００５３】
　本発明の一態様において、ホストシステム１０４には、アルゴリズム１５０、データ統
合部１５２、分析ツール／ＡＰＩ’ｓ１５４、肌状態１５８、専門家相談部１２８、及び
これらに類するものを含めることができる。肌状態１５８は、装置１０８、ユーザ入力、
専門家相談部１２８、他の入力部１１２、分析１５４、アルゴリズム１５０、及びこれら
に類するものによって実施された試験１６０、事前診断１６２、及び監視１６４に基づく
、データオブジェクトか又は肌の特徴付けとすることができる。肌状態１５８を、全ての
下部データ及びユーザ情報と共に、スキンヘルス記録１２１内に格納することができる。
一実施形態において、ホストシステム１０４には、サーバのアーキテクチャを含めること
ができる。ホストシステムは、技術にとらわれないもの（技術的に不可知論）とすること
ができる。ホストシステム１０４には、１つか又は複数のクラウドコンピューティング、
サービス指向型アーキテクチャ、分散オブジェクト、及びこれらに類するものを含めるこ
とができる。
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【００５４】
　一実施形態において、専門家相談部１２８は、分析、推薦情報、評価アドバイス、及び
これらに類するものを提供することができる。事前診断と同様に収集された肌画像データ
は、医師の診断、保険、血液分析、及びこれらに類するもののような任意の他の同類のデ
ータも加えて、ユーザか又は施術者によってか、或いは、他のユーザによってのいずれか
によって、専門家に参照されて、分析か推薦情報か又は評価アドバイスを得ることが可能
である。複数専門家が、地理的に遠く離れた場所に配置されることが可能であり、非常に
様々なスキルを有することができる。例えば、肌画像データ及び分析を、他のユーザの要
求に応じて、インド内のハーブの専門家と共有することができるか、或いは、ユーザは、
フランス内の老齢化の専門家と、画像データが共有されることとなるように要求して、該
専門家の経験から、最も適したスキンケアトリートメントを学ぶことができる。該専門家
の相談分析情報を、肌の履歴記録１２１の一部として、ホストシステム１０４上において
保持することができ、該専門家の相談分析情報を、ユーザの都合の良い時に、該ユーザに
よってアクセスすることができるか、或いは、他のユーザと共有することができる。
【００５５】
　一実施形態において、システム１０４は、肌分析を不連続に及び正確に及び低コストで
、素早く、及び安全なやり方で実施するための、自宅ベースのもの、臨床のか又は医療の
セッティングにおけるもの、スパ及びサロンにおけるもの、化粧品カウンタにおけるもの
、化粧品セールにおけるもの、及びこれらに類するものにおけるものとすることができる
。複数の実施形態において、装置１０８は、ユーザインターフェース１０２、オンライン
プラットフォーム１２０、モバイルプラットフォーム１２４、及びこれらに類するものと
統合させて、分析１５４、肌状態１５８の記録保持を実施することができ、遠隔施術者か
又はアルゴリズム１５０からの推薦／分析情報を取得することができ、及びこれらに類す
ることを実施することができる。自宅ベースのシステム１０４によって、（アドバイスを
提供するための任意の資格が与えられたか又は与えられていない者とすることができる）
施術者が、（撮像装置１０８か又はサードパーティ装置１０９によって捕捉されることが
可能な）美容か又は非美容の状況を分析して、（アンケート調査、アップロードされた画
像、及びこれらに類するものからの）入力に基づき、（製品、処方計画、ダイエット、ラ
イフスタイル、及びこれらに類するものに関する）アドバイスと推薦情報とを提供するこ
とを、可能にすることができる。該システムは、個人のビジネス用にカスタマイズ可能な
、開始者（スターター）のウェブサイトから成るものとすることができる。該ウェブサイ
トにおいて、施術者は、クライアントの美容スキンヘルスを、編成することができ、彼ら
の処方計画を追跡することができ、製品を推薦することができ、彼らのオンラインアドバ
イザーとなることができ、及びこれらに類することを実施することができる。このことは
、分析と装置プラットフォームとを利用することによって、施術者が、コメント、画像、
質問、及び／又は、関心事及びこれらに類することを分析して、アドバイス、ライフスタ
イル改善に関する相談、及び追跡を提供することが可能になることとなる。スパ／サロン
ベースのシステムは、個人専用の（個人別の）肌の資産化を可能にすることができる。例
えば、スパは、該装置を所有することができ、該装置は、画像を取り込んで、肌状態を提
示するよう構成された大規模ディスプレイに提供することができ、次いで、施術者が、ト
リートメントの効果をシミュレートすることを可能にすることができる。ユーザは、肌状
態１５８を、対等者か又は他のスパ常連客と比較することができ、何が彼等にとって効き
目があったか又は彼らが何を購入したかに基づいて、推薦情報を生成することができる。
所望の改善を、構成要素（要因）と、ユーザの肌にとって最も効果のある製品／処方計画
１１８とに相互に関連付けることができる。スパ／サロンベースのシステム１０４は、肌
状態１５８に基づき、製品／サービスの推薦情報を生成することができ、推薦情報に基づ
き、ワンクリックのショッピングを提供することができ、ｓｋｕ追跡を可能にすることが
でき、契約上の関係などを通じてウェルネス・パッケージを提供することができ、スパか
らスパへと、自宅からスパへと、及びこれらに類するように、処方計画を移植させる能力
を提供することができ、手続き（又は医療手当）の長さを施術者が調整するのを助けるな
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どの処方計画／アドバイスの最適化を可能にすることができ、目標とする治療（セラピー
）の発展を可能にすることができ、クライアントに対する明確なビジュアル伝達を可能に
することができ、製品／サービスのレポートの有効性を生成することができ、及びこれら
に類することを実施することができる。レポートは、他のユーザとの相関関係、処方計画
１１８のフィードバック、処方計画１１８の変更、スキンサイクルの監視、及びこれらに
類するものに基づくものとすることができるか、又は、レポートには、他のユーザとの相
関関係、処方計画１１８のフィードバック、処方計画１１８の変更、スキンサイクルの監
視、及びこれらに類するものを含めることができる。皮膚科医、一般の医師、メタボリス
ト、及びこれらに類するものなどの医療的な施術者（開業医）ベースのシステムは、事前
診断を可能にすることができ、施術者のスケジューリングシステムにリンクすることがで
き、サービスの事前・価格付けを可能にすることができ、追跡をフォローアップすること
を可能にすることができ、及びこれらに類することを実施することができる。化粧品セー
ルか又は小売りベースのシステム１０４は、製品の在庫表を組み込むことを可能にするこ
とができ、これにより、在庫を明確にすることができる。ハンドヘルド型の／携帯型の装
置１０８を、化粧カウンタにおいて、ドラッグストア内において、自宅か又は顧客の化粧
ショー／パーティにおいて、及びこれらに類するところで、使用することができる。ユー
ザは、ホルスター、充電器、及びこれらに類するものなどの、装置のための周辺機器／ア
クセサリを購入することができる。ユーザは、スキャンされるごとに支払を行うことがで
きるか、或いは、スキャンニングサービス及びこれに類するものに申し込むことができる
。システム１０４は、ヘルスクラブ内、ジム内、リゾート内、及びこれらに類するものに
基づくものとすることができる。化粧品の製造／試験ベースのシステムは、肌状態ベース
の製品設計を可能にすることができ、スキンケアサンプルを特定の消費者に目標付けるこ
とができ、及びこれに類することを可能にすることができる。獣医学的な皮膚の及び非皮
膚の問題を監視するために、システム１０４は、獣医学ベースとすることができる。医療
的な状態の評価を繰り返すこと、緊急のスキンケアの順序をトリアージ方式で決めること
、及びこれらに類することを可能にするために、システム１０４は、病院内、ＥＲ内、軍
事セッティング、及びこれらに類するものをベースとすることができる。果物、野菜、及
び他のそのような農産物に対するアプリケーションを可能にするために、システム１０４
は、農業ベースとすることができる。外傷の管理、戦場診断及びトリアージ、及びこれら
に類することを可能にするために、システム１０４を、宇宙戦内、空中戦内、水中内、潜
水艦内、及びこれらに類するものなどの、戦場の状況（シナリオ）内においてか又は厳し
い環境内において、用いることができる。システム１０４は、任意の材料と、それらの特
定組成とを比較可能にすることに基づいて、調査を行うことができる。光の電気的な特性
の読み出しを利用することに基づいて、ユーザは、撮像された材料間の類似性か又は差異
を判別することを可能にすることができる。
【００５６】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定することには、分析１５４を用いることを含
めることができる。一実施形態において、取得したデータを、医師、皮膚科医、スパ従業
員、臨床試験実践者、エステティシャン、美容師、栄養士、化粧品販売員、及びこれらに
類する者のような施術者によって、分析することができる。該施術者は、取得に関するデ
ータを、アルゴリズム１５０、専門家相談部１２８、データベース１１５、及びこれらに
類するものの支援によって、視覚的に分析することができる。一実施形態において、施術
者は、データを取得する場所から遠く離れることが可能である。一実施形態において、ア
ルゴリズム１５０を用いて、自動的にか、或いはユーザ、施術者、及びこれらに類するも
のの制御下におけるかのいずれかにおいて分光画像を得るために、反射光の処理及び分析
１５４を行うことができる。例えば、領域の磁気特性の分光画像を得るために、アルゴリ
ズム１５０のみを使用して、関心のある領域の電気的特性を有する反射された偏向光と、
関心のある該領域の電磁気的特性を有する反射された拡散光との間の差分を用いて、関心
のある該領域の画像を生成することができる。アルゴリズム１５０は、１）画像証拠を分
析してスキンヘルスを取得するための、２）決定されたスキンヘルスにとって最適である
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可能性がある構成要素（要因）、薬剤、及び／又は製品に、スキンヘルスを相互に関連付
けるための、３）スキンヘルスを、スキンヘルス・コミュニティ内の対等者に相互に関連
付けるための、及び、４）スキンヘルス及び／又は他の類似のユーザの利用経験に基づい
て個人専用の製品を推薦し且つ設計するための、５）スキンヘルスにおける、及びこれに
類するものにおける測定可能な変化を観察するための、ルールベースのソフトウェア及び
プロセスとすることができる。アルゴリズム１５０は、自動化されたものとすることがで
きる。アルゴリズム１５０を用いて、癌の疑いの程度、発疹の分析、及びこれらに類する
ものなどの医療問題を分析すること（１５４）ができる。アルゴリズム１５０を用いて、
医療的か、非医療的か、又は美容の処方計画１１８、ニキビを回避する処方計画１１８の
有効性、日焼け防止の有効性、かゆみ防止クリームの有効性、及びこれらに類するものな
どの非医療問題を分析すること（１５４）ができる。ユーザのスキンヘルスを改善するた
めか又は維持するために、アルゴリズム１５０は、所望の改善を、構成要素及び最も効果
的な製品に相互に関連付けるのに有効なものとすることができる。アルゴリズム１５０は
、入射角、波長、光源の強度、反射光の一態様、フィルタのパラメータ、及びこれらに類
するものに基づいて、撮像された肌組織を判別するために較正スケールを利用することが
できる。アルゴリズム１５０は、皮膚検査の効果、ルミネッセンス効果、分光効果、及び
これらに類するものを判定するのに役立つものとすることができる。全てのアルゴリズム
１５０に関して、アルゴリズム１５０を調整するための、入力、出力、及び機能パラメー
タが存在することが可能である。一実施形態において、分析１５４には、拡散白色光を用
いて、材料の物理データ及び／又は画像を調べることと、単一波長か又は複数の単一波長
の光を用いて、材料の物理データ及び／又は画像を調べることと、偏向されある角度で反
射された光を用いて、材料の物理データ及び／又は画像を調べることと、拡散白色光と、
偏向されある角度で反射された光との間の差分を用いて生成された材料の物理データ及び
／又は画像を調べることと、単一か又は複数の波長の光と、偏向されある角度で反射され
た光との間の差分を用いて生成された材料の物理データ及び／又は画像を調べることと、
及びこれらに類することと、のうちの少なくとも１つを含めることができる。アルゴリズ
ム１５０を、装置１０８か又はサードパーティのハードウェア１０９によって生成された
データ及び画像と共に使用することができる。アルゴリズム１５０を、任意の画像取り込
み装置か又は技法を用いて、（非偏向の光、偏向された光、単色光、拡散光、白色光、複
数の単一波長光、及びこれらに類するものなどの）任意の種類の入射光を用いて、取り込
まれたデータ及び画像と共に使用することができる。複数の実施形態において、任意の取
り込んだデータか又は画像に対して、本明細書内において説明されるような、アルゴリズ
ム的分析を実施することができる。
【００５７】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、人工神経回路網、及びファジー論理に基
づくものとすることができる。例えば、アルゴリズム１５０を、分類のための確率論的枠
組みに基づいて、皮膚損傷診断において使用することができる。２種類のデータは、いず
れも神経回路網に対する入力とすることができ、すなわち、（強度、サイズ、数、及びこ
れらに類するものなどの）数値データと、（白色、灰色、暗い、及びこれらに類するもの
などの）記述データである。ファジー論理は、確率論的枠組み内において、構造化された
記述データを、直接的にエンコードすることができる。関連した記憶（メモリ）、学習ア
ルゴリズム１５０、及び適応制御システムの挙動に基づいて、神経及びファジーマシンの
インテリジェンスは、収集した画像から取得した入力データと、生物物理学的な肌状態１
５８との間の対応付けを可能にすることができる。
【００５８】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、生物物理学的及び時空間的なデータに基
づく画像の単一及び多重のフラクタル解析に基づくものとすることができる。肌における
ディジタル画像データと分光データとの両方を、ハウスドルフ次元（フラクタル特性）と
、コルモゴロフのエントロピー（Ｋ－エントロピー）とを用いて分析することができる。
従って、分光データを、時空間セルへと分割することができ、多重フラクタル・オブジェ
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クトとして分析することができ、（表皮の及び皮膚の）肌組織の機能的な不調和のレベル
に関する情報がもたらされる。これらの２つの分析における構造上のデータを、相互に関
連付けて、それらの間の一対一対応を確かめることができる。肌のディジタル画像データ
と分光データとの間におけるフラクタルの相関性が確立されると、ディジタル画像データ
の多重フラクタル解析を介して、肌組織の機能的な状態についての情報を得ることを可能
にすることができる。
【００５９】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、データの完全性の分析１５４のためのも
のとすることができる。例えば、アルゴリズム１５０は、後続する分析を信頼可能にレン
ダリングするのに十分なほど高詳細に画像が取り込まれたか否かを判定することを、可能
にすることができる。
【００６０】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、肌特性を分析するのに有効なものとする
ことができ、肌の生物物理学的な特性を取得して、肌状態１５８を判定することができる
。肌状態１５８は、時間ベースの変動による、下部の肌組織の組み合わせを取り込む。あ
る変動は予測可能である可能性があるが、ある変動は、（感染症、日焼け、ホルモンの失
調、及びこれらに類するもののような）過渡的な状態に基づくものである可能性がある。
アルゴリズム１５０は、メラニン細胞／メラニン、ヘモグロビン、ポルフィリン、ケラチ
ン、カロチン、コラーゲン、エラスチン、皮脂、皮脂腺の活性度、（汗及び脂肪分泌の）
毛穴、しわ、水分、弾力性、明度、（誘導体、塩、合成物、及びこれらに類するものなど
の）上述の全ての形態における構造、形態、濃度、数、サイズ、状態、段階、及びこれら
に類するもののような態様を測定することを可能にすることができる。アルゴリズム１５
０を用いて、水分レベルか、堅さか、ファインライン、しわの数及び段階か、毛穴サイズ
か、開いている毛穴の割合か、肌の弾力性か、肌引張線か、しみか、肌色か、乾癬か、ア
レルギーか、赤色部位か、一般的な皮膚疾患又は感染症か、或いは、（腫瘍、日焼け、発
疹、擦り傷、吹き出物、にきび、虫さされ、そう痒、出血、負傷、炎症、光損傷、色素沈
着、色調、入れ墨、火傷の割合／火傷等級、ほくろ（母斑）、皮膚損傷の態様（構造、色
、寸法／非対称性）、黒色腫、皮膚に認められる障害、皮膚病変、セルライト、腫れ物、
水疱形成疾患、皮膚の先天性の症候群の管理、（副）皮膚真菌症、肝斑、血管の状態、酒
さ、クモ状静脈、テクスチャ、皮膚潰瘍、創傷治癒、術後跡、メラニン損傷、非メラニン
損傷、基底細胞癌、脂漏性角化症、皮脂（油性）、爪及び／又はヘアに関連した問題、及
びこれらに類するものなどの）ユーザにとっての他の皮膚関連の問題などの、臨床的な、
医療的な、非医療的な、及び美容的な指示の定量的な評価を実施することができる。手動
でか、或いは、アルゴリズム１５０によって決定されたものとしてかのいずれかで、目標
とされる１つか又は複数の波長を、特定の評価項目（エンドポイント）の測定のために用
いることができる。本明細書内において説明されているように、特定の１つか又は複数の
波長のいずれかを入射光について選択することができるか、或いは、特定の１つか又は複
数の波長を、フィルタリングによって分離させることができる。アルゴリズム１５０は、
反射光の特性に基づいて、特定の肌組織の存在、不在、構造、形態、及びこれらに類する
ものを判別することができる。例えば、アルゴリズム１５０は、どの座標軸／角度で光が
偏向されるのかを検出することができ、これを、個々のタンパク質／下部の皮膚組織のシ
グニチャ発光スペクトルと比較することができる。各々の肌組織は、肌組織内に存在する
分子（複数可）の電気的及び磁気的な寄与に基づいて、固有のシグニチャパターンを有す
るものとすることができる。本明細書内において説明されるように、アルゴリズム１５０
は、固有の偏光信号の電気的及び磁気的成分を識別し、分析し、及び分離することができ
る。該信号は、肌組織内における分子の集まった構造状態と相互に関連付けられることが
可能である。この信号を、標準の較正信号と比較することによって、下部の肌組織の態様
を、判別することができる。該標準の較正信号を、観測結果における肌組織／分子及びそ
れらの特定の波長のカタログ（目録）によって提供することができる。該カタログを、本
明細書内に記載された技法によってか又は任意の他の分光技法によって、発展させること
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ができる。例えば、皮膚内の水分レベルを判別するために、アルゴリズム１５０は、反射
された偏向光と、反射された拡散光との比率を判別することができ、該比率を、水分レベ
ルと相互に関連付けることができる。理想的には、１００％に近い偏向光を、反射から生
成することができるが、９５％の偏光、５％の拡散のように、反射光の一部分が拡散光で
ある場合には、拡散光の量を、水分のレベルと相互に関連付けることができる。入射非偏
向の光は、肌組織と相互作用する可能性があり、反射光か又は屈折光の偏向の量が変化さ
せられる結果となる。この偏向された反射光か又は屈折光の強度を、測定することができ
る。この偏向光は、１００パーセントと同程度となる可能性があるが、反射された偏向光
の強度は、幾つかのケースでは１００％未満となる可能性がある。入射角と、撮像した材
料とが、反射光の偏向について実現可能な最大強度を決定することを助けることとなる。
ある特定の入射角の場合に、最大１００％での偏向光の最大量があり得るが、０から１０
０％の偏向までの範囲における任意の量の偏向光を、任意の肌組織によって反射された光
から期待することができることを理解すべきである。反射における差異の原因となる下部
は、皮膚内において取り込まれた且つ自由な水分の比率に起因する可能性がある。弾力性
を判定するために、アルゴリズム１５０は、関心のある領域に対する、エラスチンの濃度
を判定することができる。明度を判定するために、アルゴリズム１５０は、水分レベルと
肌色とを組み合わせて、単一の目標の評価にすることができる。目標のメジャー（評価基
準）を、専門家の等級スケールか又は他の外部のメジャー（評価基準）に相互に関連付け
ることができる。堅さ／張り具合を判別するために、アルゴリズム１５０は、関心のある
領域内のコラーゲンとエラスチンの濃度の評価を、（腺の数、開かれたもの／閉じられた
ものの割合、詰まり／充填のレベルによって測定されるものとしての）皮脂腺の活性度と
共に組み合わせることができる。アルゴリズム１５０は、変動する波長及び強度、及び（
反射率、励起／発光などの）分光技法、及びこれらに類するものを重ね合わせること（オ
ーバーレイ）を可能にすることができる。アルゴリズム１５０は、非偏向の光か、偏向さ
れた光か、又はこれらの組み合わせを用いて、装置１０８か又は任意の他の撮像装置によ
って収集された画像を処理及び分析１５４することを可能にすることができる。アルゴリ
ズム１５０は、熱電磁気（ＴＥＭ）画像か又は電磁気（ＥＭ）画像、入射偏向光によって
収集された画像、伝統的な皮膚検査画像、分光画像、従来型の画像、整合化した（ハーモ
ナイズド）光画像、及びこれらに類する画像などの多くの様々なタイプの画像を処理及び
分析１５４することを可能にすることができる。アルゴリズム１５０は、ある期間にわた
って肌状態１５８の分散測定値を計算することを可能にすることができる。肌状態１５８
を判定することにはまた、本明細書内に記載されているような様々なメジャー（評価基準
）及び評価項目に関する肌の画像を処理及び分析することに加えて、画像のビジュアル分
析、（ライフスタイル、喫煙歴、運動する習慣、ダイエット、アレルギー、及びこれらに
類するものなどの）ユーザが入力した情報及びサードパーティの情報もまた含めることが
できる。例えば、ユーザは、ユーザが摂取している可能性のある薬物、最近あった日光の
当たり過ぎ、月経周期の段階、及びこれらに類するものなどの事例情報を入力することが
できる。
【００６１】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定するためのアルゴリズム１５０は、肌状態１
５８を、並びに、処方計画１１８、局所の及び／又は全身のセラピー、回避ルーチン、ダ
イエット、及びこれらに類するものの有効性を、測定すること、追跡すること、及び監視
することを容易にすることができる。例えば、肌状態１５８を、間隔をおいて測定するこ
とができ、及び、現在の測定値を、以前の測定値と比較して、スキンヘルスの変化を判別
することができる。本明細書内において更に説明されることとなるように、アルゴリズム
１５０によって生じる結果は、処方計画１１８の態様に対して、フィードバックと変更と
を提供するために、推薦エンジンに提供されることが可能である。
【００６２】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定するためのアルゴリズム１５０は、診断を可
能にすることができる。該診断は、重大な兆候と、重大ではない兆候とを見分けることに
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より、早期診断とすることができる。例えば、アルゴリズム１５０は、軽微な日焼けと、
医療的な注意を要する３度の日焼けとを区別することを可能にすることができる。画像を
取り込む装置１０８を使用することによって、ユーザが、該画像を、遠隔評価のために任
意の施術者に容易に伝達して、肌の状況の進行を追跡して、迅速に画像を、（皮膚検査の
データベース１１５内及びこれに類似のものにおける画像などの）以前の画像か、他のユ
ーザ画像か、又はサードパーティの画像と比較して、過去の知識、及びそれに類するもの
を必要とせずに、即座の評価を行うことが可能となる。過去のデータ及びモデリングツー
ル１３２の結果を、アルゴリズム１５０によってか、施術者によってか、又はアルゴリズ
ムを用いている施術者によってか、のいずれかで、分析における支援のために、画像と比
較することができる。更にまた、撮像することに加えて、音声か、映像か、又は（痛みの
レベル、暑さの感覚、かゆみ、及びこれらに類するもののような）由来を説明するテキス
トの逸話の形態におけるユーザ入力が、診断を決定するために画像を分析することにおい
て役立つものとすることができる。アルゴリズム１５０は、主成分分析（ＰＣＡ）を可能
にすることができる。該主成分分析（ＰＣＡ）は、医療的な及び健康の状況を分析するた
めの、分光分析と共に用いられる生物医学的な分析とすることができる。アルゴリズム１
５０は、診断のための単純（シンプル）パターン分析を可能にすることができる。アルゴ
リズム１５０は、皮膚損傷における熱の及び導電率の状況を判定することを可能にするこ
とができる。ポルフィリンでなくコラーゲンにおける変化が、通常の損傷から異形損傷へ
の変化を指示することが可能であるため、一実施形態において、アルゴリズム１５０は、
コラーゲン及びポルフィリンにおける変化の関係についての画像を調査することによって
、メラニン細胞損傷を診断することを可能にすることができる。様々なタイプの損傷を指
示する表によって、肌状態１５８を、比較することができる。一実施形態において、アル
ゴリズム１５０は、ＵＶ損傷を診断することを可能にすることができる。ＵＶ損傷は、し
わの無い肌でさえ存在する可能性があるので、従来の表面的な眺めから、ＵＶ損傷を評価
することは困難である可能性がある。しかしながら、メラニン生成物が増加する場合の肌
組織と、表面の血管の広範囲な（グローバルな）分散、ダメージ、及び数と、ヘモグロビ
ンの数における変化、すなわち、表皮の厚みにおける変化と、コラーゲンの量及び広範囲
（グローバル）な分散における変化と、及びこれらに類似のものと、を調査することによ
って、ＵＶ損傷を評価することができる。一実施形態において、診断は、損傷の境界の処
理を必要としない場合がある。何故ならば、肌損傷の最終的な分析において、それが重要
な要因にはならない場合があるからである。一実施形態において、アルゴリズム１５０は
、口腔の癌を診断することを可能にすることができる。
【００６３】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定するためのアルゴリズム１５０は、化粧品の
製造の検証か又は皮膚の臨床的な試行（トライアル）を可能にすることができる。例えば
、肌状態１５８を、医療的か、非医療的か、スキンケアの製品又は化粧品の適用（プリケ
ーション）の前に、判定することができ、時間が経過した一連の画像を取得して、医療的
な、非医療的な、スキンケアの製品及び化粧品の有効性を追跡することができる。
【００６４】
　一実施形態において、肌状態１５８を、格納し、処理し、統合し、及び分析するための
方法が有り得る。肌状態１５８を、装置１０８自体の中に、ＰＣ上に、中央サーバ内に、
サロン記録内に、電子医薬記録内に、医療的な収納場所の中に、美容的な臨床知識データ
ベース１１５内に、モバイル装置内に、及びこれらに類するものの中に、格納することが
できる。画像、分析１５４、肌状態１５８、ユーザプロフィール、及びこれらに類するも
のをアップロードする、配信する、共有する、及び／又は移植するために、装置１０８は
、ユーザインターフェース１０２、オンラインプラットフォーム１２０、モバイルプラッ
トフォーム１２４、及びこれらに類するものと伝達し合うことができる。例えば、ユーザ
は、肌の画像を取り込んで、分析１５４のためにモバイルプラットフォーム１２４にそれ
をアップロードして、肌状態１５８を判定するために、携帯電話内に組み込まれた装置１
０８を使用することができる。それに応答して、ユーザは、該ユーザの肌状態１５８に鑑
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みて、日焼け防止のための個人専用の処方計画１１８を受け取ることができる。処方計画
１１８を決定するために用いられることが可能な他の要因（ファクター）は、現在のＵＶ
指数、時刻、位置、ユーザ好みの日焼け防止製品のようなもの、及びこれらに類するもの
とすることができる。同じ例において、ユーザは、肌状態１５８の判定を既に取得してし
まっており、ユーザは、既に判定されて格納された肌状態１５８に鑑みて、モバイルプラ
ットフォーム１２４から処方計画１１８の推薦情報を単にリクエストするだけで、新たな
画像をアップロードする必要がない。肌状態１５８が判定されると、ユーザインターフェ
ース１０２、オンラインプラットフォーム１２０、モバイルプラットフォーム１２４、及
びこれらに類するものの任意の要素によってそれをアクセスすることができる、及び／又
は、それをユーザインターフェース１０２、オンラインプラットフォーム１２０、モバイ
ルプラットフォーム１２４、及びこれらに類するものの任意の要素と統合させることがで
きる。ユーザは、施術者の記録１８０の一部として肌状態１５８を共有することを選択す
ることができる。
【００６５】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定するためのアルゴリズム１５０は、対等者と
の間の差異及び類似点の分析を可能にすることができる。アルゴリズム１５０は、肌状態
１５８か又は（性別、年齢、民族のような）他の基準、（喫煙、屋外の仕事、及びこれら
に類するもののような）習性、ダイエット、処方計画１１８、及び任意の他の識別要素の
観点で、最もユーザに似かよっているユーザの対等者を判別することができる。アルゴリ
ズム１５０は、オンラインプラットフォーム１２０か、サードパーティのデータベース１
１５か、又はサードパーティのサービスプロバイダ１１１とインターフェースして、比較
のために、肌状態１５８及びデモグラフィック情報にアクセスすることを可能にすること
ができる。例えば、同じ肌の色の３０代半ばにおける、他のどの女性が、ファンデーショ
ンについて使用しているのかを、知ることを、ユーザが望むことができる。アルゴリズム
１５０を用いることによって、ユーザ自身の肌色を判定して、検索基準に従って対等者を
識別して、該ユーザの対等者の処方計画１１８の詳細事項を見るか又は特定検索クエリー
１０３の結果を見ることをユーザは可能にすることができる。アルゴリズム１５０は、対
等者グループと比較して肌の格付けを行うことを可能にすることができる。アルゴリズム
１５０を用いて、ある期間にわたって肌状態１５８を監視するために、ユーザの肌状態１
５８を、以前に画定した肌状態１５８と比較することができる。ユーザの肌状態１５８を
また、他の個体（個別）のか又は個体（個別）のグループの肌状態１５８と比較して、肌
状態１５８がユーザに最も近い対等者を識別することもできる。類似の個体か又はグルー
プのような対等者が識別されると、システムは、該対等者にとって効果的なスキンケア製
品及び／又はスキンケア処方計画を表示することができる。同様に、（年齢、性別、位置
、環境、肌色、民族性、及びこれらに類するもののうちの少なくとも１つの比較のような
）ユーザ間の任意の比較を、システムによって実施して、対等者を識別することができる
。一実施形態において、装置１０８がユーザからのデータを取り込んで、肌状態１５８を
判定すると、その情報を、アルゴリズム１５０内へとフィードバックして、対等者識別処
理と、製品推薦処理とを更に高めることができる。
【００６６】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定するためのアルゴリズム１５０は、予測／シ
ミュレーションツール１３２を可能にすることができる。判定された肌状態１５８を有す
ることによって、アルゴリズム１５０は、老化の進行をシミュレートすることと、スキン
ケア・トリートメント効果、スキンケア及び化粧品の処方計画１１８をシミュレートする
ことと、肌状況の進行をシミュレートすることと、及びこれらに類するものをシミュレー
トすることとを可能にすることができる。図６を参照すると、ユーザは、ユーザインター
フェース１０２を用いて、シミュレーションツール１３２にアクセスすることができる。
この例では、顔全体の画像を使用することができるが、シミュレーションツール１３２を
用いて、任意のサイズの関心のある領域についてのシミュレーション情報を生成すること
ができることを理解すべきである。開始画像を選択するか又は取り込んだ後に、ユーザが
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実施したいと思うようなシミュレーションを、該ユーザは指示することができる。例えば
、ユーザは、老化（加齢）だけのシミュレーションか、又は老化（加齢）及びトリートメ
ント効果のシミュレーションを実施することを望むことができる。シミュレーションツー
ル１３２は、全体的な外観（出現）、しわの数、弾力性、明度、水分、製品利用のシミュ
レーション、及びこれらに類するものに関するデータを返すことができる。例えば、出力
には、一方の半分における元の顔と、他方の半分における新規にシミュレートされた出力
とを有した分割画像を含めることもできる。
【００６７】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定するためのアルゴリズム１５０は、スキンサ
イクルの監視（モニタリング）１４０を可能にすることができる。決定された間隔で、肌
を監視することによって、周期的な性質を有する肌状況を、監視すること、予測すること
、及び先手を打つこと、及びこれらに類することを、実施することができる。例えば、季
節、気候、花粉数、ホルモンレベル、環境条件、及びこれらに類するものに関連付けられ
た肌状態を、スキンサイクルモニタ１４０によって識別する及び監視することができる。
【００６８】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０を用いて、画像に関連付けるための検索可能
な及び／又はインデックス付け可能なタグを生成することができ、該アルゴリズム１５０
は、画像のタグ付けを利用することができる。画像を、肌状態、肌条件、性別、民族性、
年齢、処方計画、トリートメント、及びこれらに類するものに関連する情報のような、画
像のコンテンツに関連する情報と共にタグ付けすることができる。該情報を、アルゴリズ
ム的分析、ユーザ入力、画像のビジュアル検査、及びこれらに類するものによって集める
ことができる。アルゴリズム１５０を使用して、検索項目として画像に関連した情報を用
いた検索１０３を実施することができる。複数の実施形態において、情報を、ユーザプロ
フィール内のエントリのように、画像とは別個に格納することができるか、或いは、画像
に関連付けて格納することができる。一実施形態において、検索１０３を、他のユーザの
ものからか又はサードパーティのデータベース１１５からの、情報か又は画像に対して実
施して、画像内か又は情報内における類似性か又は差異を識別することができる。例えば
、進行する条件として期待されるものを決定するために、ユーザは、情報を用いて、類似
した肌条件を有した対等者を検索することができる。別の実施形態において、専門家から
のアドバイスか又は推薦情報のための検索１０３か又はクレリー（問い合わせ）を、製品
情報１９０、ウェルネス情報１９２、スキンケア処方計画１１８、サードパーティの専門
家１０５、及びこれらに類するものに対して実施することができる。例えば、ユーザは、
情報を使用して、ユーザの肌状況に対する製品の有効性を示す製品情報１９０を検索する
ことができる。一実施形態において、検索１０３を実施して、製品の利用可能性、製品の
在庫、製品の価格、及びこれらに類するものを決定することができる。例えば、ユーザは
、該情報を使用して、該ユーザに対して効果がある可能性のある特定の製品を求めて、店
のカタログを検索することができる。この例において、該ユーザが、青白い肌である場合
があり、青白い肌用に特別に考案されたセルフ・タンニング製品の在庫を確認することに
興味を持つ可能性がある。一実施形態において、画像自体を、検索クレリー１０３として
用いることができる。例えば、画像自体を用いて、皮膚画像のデータベース１１５を検索
することができる。一実施形態において、システム１０４内へと入力された画像及び情報
を活用して、強化された診断のための新たなアルゴリズム１５０を開発することができる
。例えば、アルゴリズム１５０を、関節リウマチのような、皮膚の症状を有した非皮膚の
特定の病気のために、発展させることができる。
【００６９】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、製品特性を分析するのに役立てることが
できる。例えば、アルゴリズム１５０は、製品構成要素を取り出して、その製品を、ある
特定の肌状態１５８における計画された有効性に一致させることを可能にすることができ
る。
【００７０】
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　一実施形態において、施術者、ユーザ、サービスプロバイダ１１１、及びこれらに類す
るものによる新たなアルゴリズム１５０の開発を、ソフトウェア開発キットによって可能
にすることができ、該ソフトウェア開発キットを、装置１０８のための新たなアルゴリズ
ム１５０及びＡＰＩｓ１５４を開発するために誰でも使用することができる。
【００７１】
　次に図３を参照すると、一実施形態において、画像を収集するための、肌分析を実施す
るための、見出したものを伝達するための、及び、フォローアップをスケジューリングす
るためのプロセスは、もしも必要とされるのあれば、装置１０８を用いているユーザよる
画像取り込みと共に、開始することができる。該ユーザはまた、質問に答えることができ
るか、又は（ユーザが入力した画像、化粧品の処方計画、関心のある領域か、又はこれら
に類するものに関する）追加的な詳細情報を提供することができる。ユーザインターフェ
ース１０２を用いて、（ネットワーク上にわたって、インターネット上にわたって、無線
上にわたって、及びこれらに類するような）任意の伝達方法によって、データを、アナリ
スト３０４か又は分析１５４用のコンピュータに伝達することができる。ある複数の実施
形態において、データが収集されるか又は伝達されると、支払いシステム３０２は、ユー
ザによってアクセスされることが可能である。示された例では、保険会社が、そのデータ
にアクセスすることができるが、支払いは、（ユーザによる一時支払い、ユーザによる定
期支払い、サードパーティのサービスプロバイダ１１１、プラットフォーム１２０、１２
４、施術者、及びこれらに類するものなどの）任意の関与したエンティティによって、達
成されるか又は要求されることが可能である。アナリストによって、リアルタイムにソフ
トウェアによって、ソフトウェア援助によって支援されたアナリストによって、及びこれ
らに類するものによって、入力されたデータを分析することができる。初期の分析は、デ
ータの完全性を判定するためのものとすることができる。データが完全性の試験をパスし
なかった場合の例では、それを、ユーザに戻すように伝達することができる。アナリスト
の評価を、状況、及び／又は推薦されたケア／トリートメントのタイプを判別するアルゴ
リズムを用いるソフトウェアによって支援することができる。履歴的な分析及びデータ、
及びモデリングツールを用いて、アナリストの評価を支援することができる。関連性のあ
る（会社職員、支払いプロバイダ、施術者、医療関係の職員、ユーザ、他のものの中の者
の）パーティが、フォローアップのためか又は他の必要とされる可能性のあるアクション
のために、分析及び／又はユーザの特定の詳細情報を受け取ることができる。分析情報１
５４を、システムによって格納することができ（３０８）、及び／又は、承認３１０のた
めに施術者に提示（サブミット）することができる。複数の実施形態において、記憶装置
３０８は、施術者の承認３１０を要求することができる。重大性３１２の試験は、ユーザ
との伝達の適切な方法の選択を決定することができる。試験３１２の結果が、肯定的なも
のである場合には、ユーザは、（電話、インスタントメッセージ、及びこれらに類するも
のなどの）好適な伝達方法によって即座に通知を受けることができる。試験３１２の結果
が、否定的なものである場合には、ユーザは、同様に通知を受けることができるが、その
通知には、（電子メールによってか又は郵送メールによってなどの）緊急でない手段を取
ることができる。任意のイベントにおいて、ソフトウェアツールは、評価に基づいて、適
切な伝達方法及び媒体を薦めることができ、伝達されることとなる情報／メッセージを有
したプリセットテンプレートをポピュレートする（データを読み込む）ことができる。追
加的には、任意の手段による通知には、施術者の利用可能性の通知もまた含めることがで
きる。分析１５４が、施術者の利用可能性／スケジューリングツールを誘発させることが
できる。例えば、重大性３１２の結果をユーザに対して伝達する前に、施術者の利用可能
性を評価して、同時に伝達することができる。ユーザは、予約時間を取得するため及び確
認するために、利用可能性及びスケジューリングツールにアクセスすることができる。
【００７２】
　一実施形態において、肌分析システム１０４のためのユーザインターフェース１０２を
用いて、装置１０８とインターフェースすることができ、画像を格納することができ、ア
ルゴリズム１５０を展開することができ、任意の数の関心のある領域からの画像と、画像
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取り込み間の間隔（インターバル）と、計画された次の画像取り込み日付とを追跡するこ
とを維持することによって、肌状態１５８を追跡することができ、見出したものを施術者
に伝達することができ、シミュレーションツール１３２、肌タイプ判定ツール１３０、ス
キンサイクルモニタ１４０、施術者の利用可能性／スケジューリングツール、及びこれら
に類するものと相互作用することができる。
【００７３】
　複数の実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、装置１０８上、コンピュ
ータ上、サーバ上、キオスク上、及びこれらに類するものにおいて動作しているアプリケ
ーションとして、オンラインプラットフォーム１２０上において、モバイルプラットフォ
ーム１２４上において、及びこれらに類するもの上において、動作可能とすることができ
る。本明細書内において説明されるユーザインターフェース１０２の任意の及び全ての態
様は、任意の環境内において動作しているユーザインターフェース１０２に対して適用可
能とすることができる。
【００７４】
　一実施形態において、本明細書内において更に説明されることとなるような、装置のた
めのユーザインターフェース１０２は、（通信装置のキーパッドか又は一連のボタン、ス
イッチ、キー、及び装置１０８上に配置されたこれらに類するものの中に組み込まれるよ
うに）装置１０８と一体化されることが可能であるか、或いは、（コンピュータ上、イン
ターネット上、イントラネット上、モバイル通信装置上、オンラインプラットフォーム１
０２上、モバイルプラットフォーム１２４上、及びこれらに類するものの上で動作してい
るソフトウェアのように）装置１０８の外部とすることができる。ユーザインターフェー
ス１０２を用いて、装置１０８の設定（倍率、光源、光強度、光の波長、光の角度、光の
電気的及び磁気的特性、センサの配置、画像取り込みの継続期間、画像サイズ、データ記
憶装置、データ伝送、及びこれらに類するものなど）を変更することができる。
【００７５】
　次に図５を参照すると、ユーザインターフェース１０２は、日付、関心のある領域、肌
状態、及びこれらに類するものによって、取り込んだ画像を編成すること及びインデック
ス付けることができる。例えば、図５内に見られるように、関心のある同じ領域から取り
込まれた４つの画像は、そのシリーズ内におけるそれらの番号によってインデックス付け
られている（但し、これに限定されない）。一実施形態において、ユーザインターフェー
ス１０２は、撮像されている肌上の視界をリアルタイムに表示することができ、並びに、
一度取り込まれたか又は一度ユーザによって提示（サブミット）された画像を、該ユーザ
インターフェース１０２にポピュレートする（データを読み込む）ことができる。ユーザ
インターフェース１０２は、最初の画像、最新画像、次の画像、及びこれらに類する画像
を、追跡し続けることができる。本明細書内において説明されるように、ユーザインター
フェース１０２によって、ユーザが、画像をシャッフルすることと、シミュレーション１
３２に基づくように画像を使用することとを可能にすることができる。ユーザインターフ
ェース１０２を用いて、次の画像取り込みに対するリマインダを設定することができる。
ユーザインターフェース１０２を用いて、画像及び肌状態１５８のレポートを作成するこ
とができる。ユーザインターフェース１０２を用いて、該レポートを施術者に伝達するこ
とができる。一実施形態において、ユーザインターフェース１０２を用いて、肌タイプの
試験を起動（ランチ）することができる。一実施形態において、ユーザインターフェース
１０２は、身体の形状を描写することができる。ユーザが、指示デバイスなどによって、
身体の描写に作用すると、撮像された該身体の一部分が、その画像にリンクされることが
可能である。これにより、該画像が、ポップアップすることが可能になることとなるか、
或いは別様にはアクセスされることが可能になることとなる。ユーザインターフェース１
０２を、プロンプトに応答してユーザからデータを収集するよう構成することができる。
ユーザインターフェース１０２は、アルゴリズム１５０を用いて、取り込んだ画像の完全
性をチェックすることができる。ユーザインターフェース１０２は、画像を取り込むこと
において、及び、該画像に関連してユーザ入力を提供することにおいて、ユーザをガイド
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することができる。
【００７６】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、ホストハードウェア１０８か
又はサードパーティのハードウェア１０９とインターフェースすることができる。ハード
ウェア１０８、１０９には、ユーザインターフェース１０２を介して、コンピュータ、オ
ンラインプラットフォーム１２０、モバイルプラットフォーム１２４、及びこれらに類す
るものに結合させることが可能な撮像装置を含めることができ、様々なスキンヘルス、状
態、及びタイプパラメータの測定を可能にする画像を、ユーザインターフェース１０２に
よって、ユーザが取り込むことが可能になる。ハードウェア装置１０８、１０９は、スタ
ンドアロンの装置とすることができるか、又は、医療用か又は非医療用のいずれかのコン
ピューティングデバイスを介して結合されることが可能であるか、又は、医療用か又は非
医療用のいずれかのコンピューティングデバイス内に組み込まれることが可能である。ユ
ーザインターフェース１０２は、ハードウェア１０８、１０９に対する接続処理を導くこ
とができる。該ハードウェア１０８、１０９は、画像、レポート、及び生成された推薦情
報を格納することができ、該画像の保存場所を全て、スキンヘルス記録１２１の一部とし
て保持することができる。スキンヘルス記録１２１の体系的な格納を可能にすることがで
きる。サードパーティのハードウェア１０９には、水分センサ、美容分析マシン、皮膚ス
コープ、カメラ、ｘ線マシン、ＭＲＩｓ、医療的な記録プロバイダ及びソフトウェア、ウ
ェブカメラ、通信装置、及びこれらに類するもののような装置を含めることができる。サ
ードパーティのハードウェア１０９は、ユーザがより良い分析を得ることを可能にするよ
うシームレスにシステム１０４に対して結合することが可能であり、そのようなデータの
セットを、他の専門家か又はユーザと共有することができる。
【００７７】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、タイプ判定１３０を可能にす
ることができる。特徴を取り込んで、ユーザの肌の肌特性と肌状態１５８とを判定するこ
とができる。民族性、肌色、位置要因、（花粉数、気候、などの）環境要因、及びライフ
スタイル要因のような、広範囲の遺伝パラメータを、画像及びスキンヘルスデータに加え
て収集して、ユーザの肌状態１５８を決定することができる。この肌状態１５８を、製品
体験ランキング及び格付け１３８と相互に関連付けて、最も効果的な製品についての推薦
情報を提供することを可能にすることができる。
【００７８】
　ユーザインターフェース１０２は、処方計画１１８を表示することができる。該処方計
画１１８は、スキンケア評価１６０、及び／又は、タイプ判定１３０、及び、ランキング
及び格付け１３８により共有する製品体験、及び／又は、製品の有効性及び（におい、味
、感覚、触感、色、及びこれらに類するものなどの）経験に関するコメントに基づいて、
どの製品と製品利用パターンとが、該ユーザの肌にとって最良に働くことになるかを、ユ
ーザが学ぶことを可能にする機能とすることができる。処方計画１１８は、ユーザの収集
入力に基づく、並びに、ユーザの個々のニーズに最も適合するであろう製品に関する専門
家の入力に基づく、動的な推薦情報とすることができる。
【００７９】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、シミュレーションツール１３
２を可能にすることができる。ユーザは、画像をアップロードして、様々な肌パラメータ
（皮膚内の水分レベル、コラーゲンレベル、年齢、及びこれらに類するものなど）をモデ
ル化して、該画像における変化を観察することを可能にすることができる。追加的には、
ユーザは、様々な製品の影響と、画像上の処方計画１１８（スキンケア、美容のケア、医
療的なケア、爪のケア、毛髪ケア、及びこれらに類するもの）とをモデル化することを可
能にすることができる。シミュレーションツール１３２は、ユーザが、全体画像か又は分
割した半分の画像における変化を見て、モデル化した変化と現在の画像との比較を表示す
ることを可能にすることができる。ユーザの画像を、最良の容貌（眺め、観察）のために
、自動的にか又は手動で最適化することもでき、その容貌を得るための製品か又は処方計
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画１１８を提供することができる。シミュレーションツール１３２はまた、消費者が、有
名人、著名人、平均ユーザ、及びこれらに類する者などの、他の選択したユーザ又は非ユ
ーザの肌特性か又は肌状態１５８をモデル化することを可能にすることもできる。
【００８０】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、日報（デイリーレポート）１
３４を可能にすることができる。日報１３４は、ユーザの肌状態１５８に基づいて、大部
分がカスタマイズされた、且つ、ユーザに最も関連性のあるユーザ情報を、提供するレポ
ートとすることができる。日報１３４は、ユーザに関連する環境及びライフスタイル要因
に基づいて、継続されることになるスキンケア処方計画１１８をリスト表示することがで
き、新製品情報１９０を指示することができ、現在のスキンケア棚１１４及びランキング
１３８か又はランキング１３８における変化、ユーザに最も関連性のある製品に関するユ
ーザか又は専門家１０５からのフィードバック、及びこれらに類するものを示すことがで
きる。日報１３４には、臨床的な試行（トライアル）及び次回の結果、新製品リリース及
びステータス、イベント、（日中の天気予報、ＵＶ指数、温度、花粉数、及びこれらに類
するもののような）肌に影響を及ぼす様々な要因、及び、ユーザに対して値を提供する他
のデータについての情報を含めることができる。日報１３４は、推薦された利用プロトコ
ルに基づいて、製品が、その在庫製品の有効期限に近づいているか否かを伝えることがで
きるか、或いは補充を要求することができる。日報１３４を、ユーザインターフェース１
０２か、紙か、電子メールか、ＳＭＳか、ＲＳＳか、映像か、又は任意の他の伝達媒体に
よって、ユーザに提供することができる。
【００８１】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、希望リスト（ウィッシュリス
ト）１３４を可能にすることができる。希望リスト１３４は、他の人々がその希望リスト
１３４を見ることができるように、ユーザが製品を選択して及び追加する機能とすること
ができる。従って、他のユーザは、該製品を選択して希望リスト１３４からはずして、購
入して、該製品を該ユーザに送ることができる。
【００８２】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、ランキング及び格付け１３８
を可能にすることができる。ランキング及び格付け１３８を、様々な製品特徴について、
並びに、様々な評価者及びランク付け者において、実施することができる。製品体験を、
単純なランキング及び格付け１３８フォーマット内のユーザから、並びに、データベース
内に格納されることとなるテキストのコメントデータから収集することができる。このラ
ンキング及び格付け１３８は、リアルタイムとすることができ、ユーザに似たものか又は
対等者に基づいて、ユーザにとって最も関連のあるものを示すために総合的に扱われるこ
とが可能である。一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、スキンサイク
ルモニタ１４０を可能にすることができる。スキンサイクルモニタ１４０は、最後の画像
が収集された時を指示することができ、並びに、（肌に活気を与える必要がある時間か、
又は任意の他のインターバルなどの）時間間隔に基づいて、次のスキャンに対するカウン
トダウンを指示することができる。現在、肌は、２８日毎に、肌自身に活気を与える（補
給を行う）ことが信じられている。スキンサイクルモニタ１４０は、年齢、環境的な変化
、及び他の要因を考慮に入れて、次回のスキャンスケジュールを指示することができる。
【００８３】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、ウェルネス／ヘルス１４２を
可能にすることができる。ユーザインターフェース１０２は、ライフスタイルデータを収
集することができ、ユーザの特定の肌状態１５８及び肌特性に基づいて、（睡眠、休息、
運動、及びこれらに類するものなどの）ライフスタイル及び（ビタミン、食物、製品利用
、及びこれらに類するものなどの）ヘルスの推薦情報を提供することもできる。ウェルネ
ス及びヘルスモジュール１４２は、ユーザが、個人専用の最適なヘルス及びウェルネスス
ケジュール及び処方計画１１８を得ることを可能にすることができる。
【００８４】
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　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、ゲーム１４８を可能にするこ
とができる。ユーザが、ゲーム１４８を楽しむことを可能にすることができる。ゲーム１
４８は、ユーザが、様々な製品をモデル化することを、様々な髪型を試してみることを、
様々な髪型及び服装をモデル化することを、及びこれらに類することを、可能にすること
ができる。ユーザは、他のユーザか又はコンピュータと相互作用して、製品選択を、楽し
みのプロセスにさせることができる。このプロセスをまた用いて、ユーザの好み及びルッ
クスに関する情報を収集することもできる。
【００８５】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、ギフト案内１４４を可能にす
ることができる。ユーザの肌状態１５８に基づいて、個人専用のギフトのアドバイスを、
ユーザに対して提供することができる。
【００８６】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２を、タッチスクリーンのユーザナ
ビゲーションにおいて具現化することができる。タッチスクリーンのシステムを用いて、
ユーザが、ビジュアルな容貌と、ユーザインターフェース１０２の様々な部分に対するナ
ビゲート（シミュレーションツール１３２、図の配向の変更、ドラッグアンドドロップ、
及びこれらに類するものに対するナビゲートなど）とを得ることを可能にすることができ
る。タッチスクリーンのナビゲーションは、ハードウェア装置１８０がコンピューティン
グプラットフォームに結合されている時には、具体的に役立つものとすることができる。
ユーザインターフェース１０２はまた、皮膚スコープ、血液レポート、生体検査レポート
、及びこれらに類するものなどの、他の装置１０９及び／又は評価からの情報を、収集し
及び調整して、スキン記録１２１のための追加的な情報を提供することを可能にすること
ができる。
【００８７】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、購入／サンプルポータルを可
能にすることができる。ユーザインターフェース１０２には、ユーザが、製品を選択して
購入を完了するか、又は予め入力したアドレスにサンプルが配送されることになるよう要
求することを可能にすることができる、購入／サンプルポータルを含めることができる。
様々なソーシャルネットワーキングプラットフォーム１８８内において、並びに、（オン
ラインプラットフォーム１２０、モバイルプラットフォーム１２４、コンピュータ、ラッ
プトップ、携帯電話、及び他のモバイル装置、医療用の装置、及びこれらに類するものな
どの）様々なコンピューティングプラットフォーム上にわたって、該ポータルは利用可能
とすることができる。
【００８８】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、スケジューリングとデータ共
有の機能を可能にすることができる。ユーザは、オンラインで、特定の専門家か又は施術
者とのミーティングをスケジューリングすること可能にすることができ、及び、その気が
あるのであれば、肌状態１５８か又はスキン記録１２１の特定部分と、履歴の一部分か又
はその全体とを、該専門家か又は施術者と共有することができる。格付けされた専門家及
び施術者、利用可能性、及び選択とスケジューリング処理とを助けるための他の基準を、
ユーザに対して指示することができる。専門家は、（施術者間、医師と、別の医師との間
、医師とスパとの間、スパとスパとの間、及びこれらに類するもののように）かれら自身
の間においてデータの特定セットを、共有することを可能にすることもできる。
【００８９】
　装置、機能、及びデータなどの他の入力部１１２を用いて、ユーザによって送られたか
又は主要データとしてのデータを、増大させて、ユーザの美しさか、美容か、或いは（肌
、毛、爪、及びこれらに類するものに関連した）医療的な問題に関する個人専用の評価を
得ることができる。例えば、ある装置は、商業的に容易に入手して、購入して、所有して
、及びこれらに類することを実施して、利用可能とすることができる。
【００９０】
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　一実施形態において、装着可能モニタ１８２を、システム１０４及びユーザインターフ
ェース１０２に対する入力１１２とすることができる。装着可能なスキンヘルスモニタ１
８２は、環境内における及びスキンヘルスにおける変化をリアルタイムに追跡することを
可能にすることができる。これらの装置を、身体上に直接着用することができるか、或い
は、装身具内に、衣服内に、及び／又はユーザによって持ち運ばれるアクセサリ内に統合
させることができる。一例は、ＵＶレベルを監視して、ユーザにより使用される製品によ
って提供される日焼け防止レベルが、設定した目標レベル未満に下がった場合に警告を与
える装置を有するユーザであろう。これらの装着可能モニタ１８２は、独立したユーザイ
ンターフェース１０２を有することができるか、又は、他の入力装置を用いて個人専用の
パラメータについてプログラムされることが可能である。装着可能モニタ１８２はまた、
心拍数、血圧、運動の割合、水の消費量、ファットカウンタ、カロリーメータ、及びこれ
らに類するものなどの様々な物理的なパラメータを取り込むこともできる。
【００９１】
　一実施形態において、製品情報１９０を、システム１０４及びユーザインターフェース
１０２に対する入力１１２とすることができる。製品情報１９０のデータベースには、製
品情報、名称情報、クレーム情報、製造業者情報、ランキング及び格付け１３８情報、パ
ッケージング情報、画像、使用パラメータ、製品開発履歴又は見通し情報、特別な取り扱
い情報、次回の変更情報、安全情報、有効性情報、におい情報、味情報、色情報、触感（
テクスチャ）情報、価格情報、製造の地理情報、銘柄（ブランド）情報、消費者フィード
バック情報、及び経験情報、及び、（ユーザの個々の好みか又は状態に適合する最良の製
品の選択を支援するために得られ及び／又は保持されて、最良の美しさ（ビユーティ）か
又はユーザの肌、毛、爪、及びこれらに類するもののための医療的な成果を得ることが可
能な）他のそのようなパラメータを含めることができる。追加的には、マッサージ、美顔
術、毛染め、及びこれらに類するものなどのサービス中心の製品に関する同様の情報を、
取り込むこともでき、並びに、脂肪吸引術、ボトックス療法、レーザ除毛、及び、（ユー
ザの容貌を良好にすることを助けること、肌状態１５８を改善するか又は維持すること、
及びこれらに類することに関する）他のビューティ、美容、及び／又は医療処置、などの
処置に関する情報も取り込むことができる。製造業者は、製品情報１９０を記録すること
ができ、手続き（処置）、流通ルート（パイプライン）内の製品、臨床的な試行（トライ
アル）における製品、及びこれらに類するものに関する情報を提供することができる。ユ
ーザは、製品をランク付け及び格付けることができる（１３８）。データベース更新ユー
ティリティが、新製品情報１９０、店の在庫リスト、及びこれらに類するものと共に、デ
ータベースを更新することができる。
【００９２】
　一実施形態において、ウェルネス情報１９２を、システム１０４及びユーザインターフ
ェース１０２に対する入力１１２とすることができる。様々な製品の影響、主として（但
し、これらに限定されないが）非処方薬、サプリメント、及び、ヘルスとウェルネスとを
支援し且つ維持する（ビタミン、プロテインシェイク、サプリメント、及びこれらに類す
るものなどの）他の消耗品の影響などのヘルス及びウェルネス情報１９２を取り込むこと
ができる。追加的には、（特定の年齢のグループ／民族のための睡眠、休息、ダイエット
、及び運動の推薦情報などのような）ライフスタイル推薦情報に関する情報を、収集して
、ユーザの好み及び特徴に相互に関連付けて、総体的なヘルス、ウェルネス、及びビュー
ティ／美容の最適な個人専用の解決策及びサービスを可能にすることができ且つ提供する
ことができる。
【００９３】
　一実施形態において、プラグイン・ウェブ取り込み１９４を、システム１０４及びユー
ザインターフェース１０２に対する入力１１２とすることができる。インターネットウェ
ブブラウザ及びバスケットか又は保存場所のためのソフトウェア構成要素のプラグインは
、任意のブラウジングされたウェブページ上のグラフィックオブジェクトを認識すること
ができ、ユーザが、該グラフィックオブジェクトを選択して、バスケット上にか、或いは
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（スキンケア棚１１４を含むページなどの）ウェブブラウザのページ上への保存場所上に
、ドラッグ・アンド・ドロップすることを可能にすることができる。グラフィックオブジ
ェクトは、標準的な参照テーブルを通じて認識されることとなる。該標準的な参照テーブ
ルは、リモートにアクセスされることとなるか、或いは、プラグインモジュール１９４の
一部としてか、又はコンピューティングプラットフォーム上の常駐ソフトウェアプログラ
ムの一部として、ユーザのＰＣ上に常駐することとなる。グラフィックオブジェクトには
、スキンケア製品又はクリームなどの、商業的な製品のための画像を含めることができる
か、或いは、任意のウェブ電子取引サイトの一部である他のオブジェクトを含めることが
できる。認識されると、プラグイン１９４は、その図を強調させて、それが認識されたこ
とをユーザに通知することができるか、或いは、追加的な情報か又は参照を提供すること
ができる。プラグイン１９４は、銘柄（ブランド）名、商取引上の名称（トレードネーム
）、ジェネリック薬の名称、商標、及びこれらに類するものを認識することもできる。
【００９４】
　一実施形態において、バーコード走査１９８を、システム１０４及びユーザインターフ
ェース１０２に対する入力１１２とすることができる。様々な製品上のバーコード情報を
取り込んで、追跡すること、識別すること、価格を決定すること、及び（他の関連したデ
ータセット間における、類似の代替の製品か、或いは、他の同類の製品情報、利用推薦情
報、他のユーザ体験情報、価格付け情報、及び配送情報を識別するために）他の製品情報
１９０と相互に関連づけることを、支援することができる。バーコードスキャナー１９８
は、ハンドヘルドユーザ装置１０８、スタンドアロンのシステム、手入力機構、及びこれ
らに類するものの、一部とすることができる。
【００９５】
　一実施形態において、従来の情報／アンケート１０１を、システム１０４及びユーザイ
ンターフェース１０２に対する入力１１２とすることができる。ユーザ及び製品に関する
情報１０１を、動的な及び静的な質問を介して取り込むことができる。年齢、性別、位置
、個人のライフスタイルの特徴、喫煙の習慣、睡眠パターン、肌の乾燥度合い／油っぽさ
及び水分レベル、製品の好き嫌い、（におい、味、吸収性、染色の傾向、及びこれらに類
することのなどのパラメータに従った）他の製品による体験、などの情報を、質問及び回
答、ゲーム、及び、（サービス製品かシステム１０４か又はユーザインターフェース１０
２とのユーザの相互作用の様々な点において所々に割り込ませた）他の相互作用ツールを
用いて、楽しむ手法で取り込むことができる。ユーザから直接的にか又は仲介手段を介し
て情報１０１を取り込んで、アルゴリズム１５０の出力としてか、或いは、それらの評価
に基づいて専門家によって、コンピュータデータ母集団（ポピュレーション）を介して自
動的に増大させることができる。情報１０１を、クイズによって、バッジ及びウィジェッ
トベースの形式で、オンザフライ式に、順応可能な調査質問を通じて、及びこれらに類す
ることによって、取得することができる。情報１０１を、あなたはどれくらいの頻度で買
い物に行きますか？、あなたは化粧品をいつ買い求めますか？、あなたは典型的にはどこ
に行きますか？、何故そこの場所なのですか？、あなたは誰と一緒に買い物に行きますか
？、何故ですか？、アドバイスを求める時にあなたの友達に何を尋ねますか？、あなたは
化粧品についての新たな製品／情報を求めてどこに行きますか？、あなたがオンラインで
買い物をすることに対して、あなたがデパートに行く必要があるのはいつですか？、あな
たの友達たちから何かをすぐに知りたいとあなたはいつ思うでしょうか？、あなたはあな
たの友達たちから何を求めますか？、携帯電話をあなたはどのようにして選んでいますか
？、携帯電話上のメニューに関してあなたは何を気にしますか？、新たな携帯電話をあな
たはいつ入手しましたか？、及びこれらに類すること、などのアンケートを通じて取得す
ることができる。
【００９６】
　一実施形態において、サードパーティの専門家１０５を、システム１０４及びユーザイ
ンターフェース１０２に対する入力１１２とすることができる。システム１０４は、施術
者、医師、医療専門家、エステティシャン、スケジューラ、製品構成要素の専門家、美容
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師、ハーブ、アユルベーダ、及びホメオパシー療法の専門家、ヘルス及びウェルネスの専
門家、メディアの専門家、写真強調の専門家、及びこれらに類するものなどの様々な専門
家を、ユーザに接続させることができ、及び互いに接続させることができる。システム全
体にわたって地理的に異なる場所に配置されることが可能なそのような専門家１０５に対
して、ユーザが直接質問して、個人専用のアドバイスを取得することを可能にすることが
できる。専門家１０５には、ユーザのデータと収集された特徴とが提供されることが可能
であり、専門家の評価の記録を、記録１２１内に保持することができる。専門家によって
提供された推薦情報を、購入／サンプル要求のため、及びこれらに類することのために、
ユーザに対して提供することができる。あるケースか、或いは、専門家コミュニティ内に
おけるか又はユーザ達による話し合いか又は推薦のためのデータセットに、専門家はまた
、警告の合図を出すことを可能にすることもできる。
【００９７】
　一実施形態において、サードパーティのハードウェア１０９を、システム１０４及びユ
ーザインターフェース１０２に対する入力１１２とすることができる。システムは、既存
の撮像解決法、カメラ装置、コンピュータ、照明システム、歩数計などのスポーツデバイ
ス、及びこれらに類するものなどの様々なサードパーティのハードウェア１０９と接続す
ることができる。
【００９８】
　一実施形態において、サードパーティのサービスプロバイダ１１１を、システム１０４
及びユーザインターフェース１０２に対する入力１１２とすることができる。サードパー
ティのサービスプロバイダ１１１をシステム１０４内へと統合して、医療的か又は美容／
ビューティのニーズのため、及びこれらに類することのために、ユーザが、該ユーザの毛
、肌、爪、及びこれらに類するものについての最良の個人専用の製品又はサービスの選択
を行うことを可能にすることができる。サードパーティのサービスプロバイダ１１１には
、病院、医師、スパ、サロン、エステティシャン、美容師、化粧品カウンタ、薬局、化粧
品セールの代理人及びウェブサイト、ランキング及び格付けサービス、製品情報データベ
ース、試験研究所、雑誌及び情報提供者、保険会社、ソーシャルネットワーキングサイト
、ヘルス及びウェルネスサービス、写真強調サービス、及びこれらに類するものを含める
ことができる。例えば、皮膚問題に基づいて、医師のためのスケジューリングシステムを
統合することができ、オンラインでユーザに提供されるオプションをスケジューリングす
ることができる一方で、該ユーザによる補償範囲を確認するために、保険プロバイダに接
続することもできる。追加的には、状況の事前評価、店頭（カウンタ）においてか又は医
療処方箋によってのいずれかにおいて処方された、過去に使用された医療的及び／又は美
容的な製品の利用可能性、及び／又は、推薦されたサービスを、取り込んで、ユーザの利
便性のために及び容易に、選択処理を行うことができる。
【００９９】
　図７を参照すると、肌状態１５８、スキンケア目標、及び、肌に影響を及ぼす環境的な
要因に基づいて、スキンケアのための推薦情報を提供するためのシステムには、個体（個
人）の肌状態１５８を取得することと、肌状態１５８ごとに該個体を分類することと、ス
キンケア目標を達成することにおいて効果がある可能性のある製品及び処方計画を推薦す
ることと、を含めることができる。システムは、コンピュータベースの、インターネット
ベースの、ネットワークベースの、及びこれらに類するものとすることができる。一実施
形態において、類似の肌状態を有する他のユーザを識別することと、彼らにとって効果的
な製品及び処方計画を識別することとに基づいて、推薦情報を生成することができる。一
実施形態において、製品情報１９０、ウェルネス情報１９２、サードパーティのデータベ
ース１１５、専門家１０５、サービスプロバイダ１１１、及びこれらに類するものに基づ
いて、推薦情報を生成することができる。図７において見られるように、ユーザは、初期
画像を取得することができ、（このケースでは水分などの）特定の評価項目についての分
析を実施することができる。効果的な所与の水分レベルとすることが可能な水分レベル、
スキン状態１５８、及びこれらに類するものに基づいて、システムは、ある製品を自動的
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に推薦することができる。追加的には、最大ケアか、標準ケアか、又はプア（貧弱な）ケ
アのような様々なスキンケア処方計画１１８に基づいて、システムは、肌状態１５８の予
測を実施することができる。一実施形態において、装置１０８か、又はサードパーティの
ハードウェア１０９を用いて、画像を取り込むことができる。任意の画像取り込み装置か
又は技法を使用して、非偏向光、偏向光、単色光、拡散光、白色光、複数の単一波長光、
及びこれらに類するもののような任意の種類の入射光を用いて、画像を取り込むことがで
きる。任意の取り込んだ画像を用いて、肌状態１５８を取得することができる。
【０１００】
　スキンケアシステムのスキンケア推薦情報ページの一実施形態には、ユーザが現在使用
している製品のレポート、肌状態１５８を取得するためのユーザ入力、推薦情報のリクエ
スト、及びこれらに類するものを含めることができる。ユーザが現在使用している製品に
関するレポートには、ランキングか又は格付け１３８を含めることができる。例えば、ユ
ーザが、ユーザインターフェース１０２にアクセスする時には、彼らは、適応可能な（順
応可能な）アンケートにアクセスして、彼らの現在の処方計画１１８か、使用している現
在の製品又はセラピーか、或いは、過去に使用した任意の製品か又は処方計画１１８によ
る彼らの経験を判定することができる。例えば、その効果のほどはどうですか？、その香
りはどうですか？、吸収はどうですか？、それは吹き出物を生じさせますか？、それをど
のように感じますか？、あなたはこの製品が値打ちがあるものだと思いますか？、及びこ
れらに類する質問などの質問に応答するようユーザが尋ねられることが可能である。勿論
、ランキング及び格付けは、質問によって促される必要がなく、単なる事例とすることも
でき、質問とは言えない（非質問の）フォーマットに展開されることが可能であり、ドロ
ップダウンメニュー内に展開されることが可能であり、及びこれらに類するものとするこ
とができる。肌状態１５８を取得するために、性別、年齢、民族性、位置、肌色、環境要
因、及びこれらに類するものなどの態様に関するデータをユーザは入力することができる
。複数の実施形態において、装置１０８か又はサードパーティのハードウェア１０９から
取得した画像の分析１５４を用いて、肌状態１５８を判定することもできる。ユーザ入力
か、画像の分析か、又はこれらの組み合わせのうちのいずれかから導き出された肌状態１
５８に基づいて、ユーザは、ウェルネス１９２、処方計画１１８、専門家１０５、サービ
スプロバイダ１１１、及び製品情報１９０を含むデータベースに繋がることによって、該
ユーザの肌状態１５８にとって最良に働く可能性がある製品及び処方計画１１８を決定す
ることを可能にすることができる。該製品情報には、製品構成要素、製品クレーム、製品
指示、製品の組み合わせ、製品使用プロトコル、製品の格付け及びランキング１３８、及
びこれらに類する情報を含めることができる。ランキング及び格付け１３８を含めること
によって、推薦情報が、年齢、肌色、位置、民族性、環境要因、及びこれらに類するもの
に合うように調整された肌関連製品について生成されることが可能である。一実施形態に
おいて、ユーザは、推薦情報リクエストを実施することができ、該推薦情報リクエストに
は、潤いを与えること、保護すること、洗浄すること、調整を変えること、美化すること
、若返らせること、しわを防ぐこと、肌を引き締めること、奥深く洗浄すること（ディー
プクレンジング）、毛穴を小さくすること、酒さの処理、肌角質の除去、肌を明るくする
こと、日焼け保護、日光の保護、セルフタンニング、にきび処理、吹き出物の回避、明度
の改善、肌の活性化（若返り）、しみの処理、目尻のしわの処理、除毛、傷跡処理、及び
これらに類することなどの、肌の目標を選択することを含めることができる。複数の実施
形態において、肌の目標を、システム１０４によって自動的に選択することができる。自
動的な選択は、肌状態１５８の一態様に基づくものとすることができる。例えば、肌がひ
どく乾燥していることを分析１５４が明らかにした場合には、システムは、ひどく乾燥し
た肌に対して潤いを与える製品を薦めることができるか、或いは、システムは、製品内に
おいて探し出す構成要素を薦めることができる。電子ショッピングカート１１３内に製品
を置くことなどによって、ユーザは、推薦情報ページから製品を直接購入することを可能
にすることができるか、或いは、ユーザは、購入のための別のサイトに導かれることが可
能である。一実施形態において、ユーザは、推薦されたか又は非推薦の製品のサンプルを
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、推薦情報ページから直接的に取得することを可能にすることができる。ショッピングカ
ート１１３は、スキンケア棚１１４と統合させる機能性のあるものとすることができる。
ユーザは、個人専用の推薦情報を使用することを可能にすることができ、購入のためにか
又はサンプルの配送のためにのいずれかのために製品を選択することを可能にすることが
できる。ユーザを、住所、出荷方法、クレジットカード番号、及びこれらに類するものな
どの個人的な情報について促すことができ、その情報を、ショッピングカート１１３によ
って保持することができる。
【０１０１】
　図８を参照すると、スキンケアシステム１０４のユーザインターフェース１０２のホー
ムページ８００が、図示されている。名前、性別、年齢、職業、ＩＤ、住所、電話番号、
電子メールアドレス、支払い情報、新規の関連ユーザ、及びこれらに類するものなどの人
口統計学上の情報を入力するようにユーザを促すことができ、これらの情報を、ユーザプ
ロフィール内か又はスキン記録１２１の一部として格納することができる。ホームページ
は、スキン記録１２１か、或いは、撮像した領域、撮像した日付、及び分析のステータス
のリストを、示すことができる。スキン履歴／記録１２１内の、あるタスクが完了すると
、そのステータスの付近にアイコンが表示されることが可能である。ユーザは、新規のス
キンヘルス試験を、ホームページ８００から起動（ランチ）させることか、又は、新規の
肌問題を提示（サブミット）することを可能にすることができる。ユーザは、関心を持っ
たパーティに分析１５４を転送することを可能にすることができ、肌の態様、スキン履歴
／記録１２１、画像分析、及びこれらに類するものに関する質問を専門家に尋ねることを
可能にすることができ、支払い情報及び履歴を表示することを可能にすることができ、及
びこれらに類することを可能にすることができる。
【０１０２】
　図９を参照すると、スキンヘルス試験のウェルカムページ９００が、図示されている。
該ウェルカムページは、スキンヘルス試験に関する情報、（弾力性、しわ／ファインライ
ン、日焼けによる損傷、輝き／明度、及びこれらに類するものなどの）どの評価項目が試
験されることとなるかに関する情報を提供することができる。スキンヘルス試験の分析を
用いて、システムは、ユーザの肌の処方計画１１８の個人専用の評価を提供することがで
きる。ユーザは、ウェルカムページ９００からスキンヘルス試験を開始することができる
。
【０１０３】
　図１０を参照すると、スキンケアシステムのアンケート調査ページ１０００が、図示さ
れている。該アンケート調査は、後続の画像分析にとって役立つ可能性のある関連性のあ
るスキン履歴を取り込むことができる。その質問を、複数の選択様式においてか、又は制
約のない質問として、実施することができる。例えば、ある質問は、顔、両手、首、脚、
胴、及びこれらに類するところを含む応答を伴う「あなたの製品をあなたはどこに使用し
ますか？」とすることができる。別の質問は、保護するため、治療するため、潤いを与え
るため、及び任意の他のスキンケア目標のため、ということを含む応答を伴う「何故あな
たは、あなたの製品を使用しているのですか？」とすることができる。別の質問は、しわ
／ファインラインを低減させるため、輝き／明度を増加させるため、柔軟性／弾力性を向
上させるため、及び任意の他のスキンケア目標を達成させるため、ということを含む応答
を伴う「何故あなたは、あなたの製品を使用し続けることに／今後使用することになるの
ですか？」とすることができる。他の質問には、定期的な応答を含む応答を伴った、「あ
なたは、あなたの製品をどのくらい長く使用しているのですか？」、「あなたは、あなた
の製品をどのくらいの頻度で利用しますか？」、「あなたは、あなたの製品をいつ利用し
ますか？」、及びこれらに類する質問を、含めることができる。他の収集情報は、製品が
購入された場合に、ユーザが、季節ごとの製品利用、及びこれに類することを行った場合
には、どの程度ユーザが通知を好むかの情報とすることができる。アンケート調査ページ
１０００から、ユーザは、スキンヘルス試験を起動（ランチ）することができる。
【０１０４】



(38) JP 2014-64949 A 2014.4.17

10

20

30

40

50

　図１１を参照すると、スキンケアシステムの肌画像取り込みページ１１００が、図示さ
れている。この例において、画像を取り込むために、ユーザインターフェース１０２は、
装置１０８にアクセスすることができる。しかしながら、システム内において他の装置１
０９を都合良く利用することもできることを理解すべきである。ページ１１００は、撮像
されている領域のリアルタイムビューを表示することができる。ユーザは、以前に撮像し
た領域の正確な画像を取得することを可能にするために、位置決めツールを使用すること
を可能にすることができる。ある画像が撮像されて提示されると、アルゴリズム１５０は
、その画像の完全性を検証することができる。分析に適合可能な画像が取り込まれると、
ユーザは、分析ページ１２００に進むことができる。
【０１０５】
　図１２を参照すると、スキンケアシステムの結果ページが、棒グラフと共に図示されて
いる。本明細書内において以前に説明したように、アルゴリズム１５０を用いて、画像を
分析して、しわ、弾力性、明度、堅さ、張り具合、及びこれらに類するものの測定値を提
供することができる。一実施形態において、該測定値を、定量的な測定値とすることがで
きる。第１の分析を、追跡することを目的とするためのベースラインと考えることができ
る。各測定ごとに、ユーザは、ユーザの年齢か、肌状態か、性別か、民族性か、又は任意
の他のカテゴリについてのベースラインに対して比較されることが可能である。例えば、
前記グラフは、各グラフにおける第１の棒グラフにおけるユーザと、第２の棒グラフにお
ける同年齢の人々についての平均ベースラインとを、読み取ることを示している。このケ
ースでは、ユーザが、平均よりも良好であることが、視覚による検討から明らかである。
これらの結果を、解釈を容易にするために色分けすることもできる。結果ページ１４００
には、各測定の説明を含めることができる。何故ある状況が生じたのか、及び、肌の状況
をいかに改善するかについてのヒント及び助言というような、より多くの情報を、ユーザ
が、各測定ごとにリクエストすることを可能にすることができる。ユーザには、領域を再
スキャンする時に関する、どの製品を使用するかに関する、どの処方計画１１８を用いる
かに関する、及びこれらに類することに関する命令（指示）が与えられることが可能であ
る。所望の改善を、構成要素に相互に関連付けることができ、ユーザの肌にとって最も効
果的な製品を推薦することができる。ユーザは、スキン記録１２１にアクセスすることが
でき、及び／又は、スキン記録１２１を編集することができる。該スキン記録１２１には
、ユーザ、画像、画像の時系列表、該画像から導き出された情報、推薦情報、製品、処方
計画１１８、及びこれらに類するものについての情報を含めることができる。ユーザは、
レポート機関（施設）にアクセスして、レポートを取得することができる。
【０１０６】
　図１３を参照すると、スキンケアシステムの結果ページが、トレンド分析と共に図示さ
れている。スキンケア製品又は処方計画の有効性を追跡するための方法には、ベースライ
ンのスキンヘルス評価を取得することと、スキンケア目標、製品、及び処方計画のうちの
少なくとも１つに基づいて、ある監視間隔を推薦することと、第２のスキンヘルス評価を
取得することと、該第２の評価を、該ベースライン評価と比較して、スキンケア目標に対
する進展を判定することと、及び、オプションで、スキンヘルス評価を改善するために処
方計画１１８か又は製品を最適化することと、を含めることができる。後続の画像が取得
されてシステム１０４に提示（サブミット）された時には、トレンド分析を実施すること
ができる。後続の画像を用いて、製品及び／又は処方計画１１８の有効性を追跡すること
ができ、最終的には、ユーザの肌の処方計画１１８、製品、及び／又は状況に関して、ユ
ーザにアドバイスすることができ、且つ、ユーザの肌の処方計画１１８、製品、及び／又
は状況を最適化することができる。トレンド分析は、処方計画１１８を実施中の、中間の
肌状態１５８を判定するのに役立つものとすることができる。ある期間にわたって進展を
表示することができる。（２８日のスキンサイクルにわたる、あるトリートメント時間枠
にわたる、季節的な、１年にわたって周期的な、及びこれらに類するもののような）ある
時系列の画像を、肌状態１５８の進展を追跡するために取り込むことができる。そのデー
タを、写真上、グラフィカルな表示上、トレンド表示上、数値表示上、テキスト表示上、
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及びこれらに類するものと共に、絵で表した表示内において提示することができる。進展
を、その関心事／肌ケア目標ごとに、格納することができ、該関心事／肌ケア目標は、試
験の開始時にユーザが指示したものとすることができる。次の画像を撮る時と、処方計画
１１８をどれだけ長く続けるのかと、処方計画１１８をいかにして変更するかと、製品か
又は処方計画１１８の有効性についていかにして再保証されるのかと、役立つ助言の受け
取りと、及びこれらに類するものとを、ユーザは告げられることが可能である。ユーザは
、スキン記録１２１を、表示する及び／又は編集することができる。ユーザは、過去の画
像を表示することを可能にすることができ、未来の進展のシミュレーション１３２を実施
することを可能にすることができる。ユーザは、レポート機関（施設）にアクセスして、
レポートを取得することができる。
【０１０７】
　図１４を参照すると、スキンケアシステムの集計画面が、図示されている。ある期間に
ついての総合的な分析には、現在の測定値、スキンケア目標へ到達することに対する進展
（経過）、製品評価、処方計画１１８の評価、（処方計画１１８か又は製品の利用を継続
することか、変更することか、又は終結することに関する）アドバイス、及びこれらに類
するものが表示されることが可能である。ユーザは、段階的な分析を見ることができるか
又は全レポートを取得することができる。提示された処方計画１１８の終了時などの、あ
るインターバルにおいて、レポートには、ユーザの肌が、ユーザが処方計画１１８を開始
した時よりも、より健康である場合に、ある期間にわたっていかにユーザの肌状態１５８
が変化したかに関する情報と、製品か又は処方計画１１８が、ユーザの初期の目標に到達
した場合における、処方計画１１８／製品の有効性に関するフィードバックと、これらに
類するものとを含めることができる。現在の肌状態１５８を鑑みて、新規の製品又は処方
計画１１８を、薦めることができる。例えば、システムは、現在の肌状態１５８を鑑みて
ユーザの明度を増加させるために探し出す特定の構成要素を薦めることができる。レポー
トは、画面上のもの、印刷されたもの、特注のもの、及びこれらに類するものとすること
ができる。治療（トリートメント）と相談とを進めるために、レポートを施術者と共有す
ることができる。
【０１０８】
　図１５を参照すると、スキンケアシステムにおける弾力性の集計ページ１５００が、図
示されている。各指標の段階的な分析を実施することができる。例えば、弾力性の測定値
の段階的な分析が、図１７に示されている。集計ページ１５００は、個々の集計ページ１
５００上の各指標ごとの棒グラフにおけるように、あるインターバル（間隔）にわたって
取り込んだデータの全てを図示することができる。スキンケア目標に到達することに向け
ての進展を、データ及びその分析によってか又はユーザ入力から、指示することができる
。スキンケア目標に到達することにおける、ユーザの製品又は処方計画１１８の評価を実
施することができる。将来のニーズを満足させることを可能にすることができる製品又は
処方計画１１８を指示することができる。システムはまた、規定されたスキンケア目標に
一致させることにおいて他のユーザによって用いられた処方計画１１８か又は使用された
製品を指示することもできる。
【０１０９】
　複数の実施形態において、肌状態１５８、スキンケア目標、及び肌に影響を及ぼす環境
要因に基づいて、スキンケアのための推薦情報を提供するためのシステムには、製品及び
処方計画の推薦情報を受け取り、且つ、製品及び処方計画１１８の有効性を追跡するため
の、（オンラインプラットフォーム１２０上の、モバイルプラットフォーム１２４上の、
ソーシャルネットワーキングインターフェース上の、及びこれらに類するものの上の）ツ
ール及びアルゴリズム１５０による相互作用を含めることができる。ユーザインターフェ
ース１０２は、オンラインプラットフォーム１２０上にか、モバイルプラットフォーム１
２４上にか、又はソーシャルネットワーキングインターフェース上に常駐することができ
、ユーザをガイドすることができる一方で、スキン記録１２１を保持するためのデータ収
納場所として及び履歴追跡ツールとして機能することもでき、及び、論理的なやり方で、



(40) JP 2014-64949 A 2014.4.17

10

20

30

40

50

ユーザの状態に関連した情報をユーザが編成（整理）することを助けることもできる。
【０１１０】
　以下に、本発明の種々の構成要件の組み合わせからなる例示的な実施態様を示す。
１．皮膚上に光を導くための入射光源を含む照明源と、
前記皮膚からの反射光の偏向の度合いを検出するための検出器
とを備える、非侵襲性の撮像装置。
２．選択された角度アルファにおいて光を導くよう前記照明源が配置されている、上項１
に記載の撮像装置。
３．前記アルファを変更することが、前記皮膚内の層の測定の深さを変化させる、上項２
に記載の撮像装置。
４．全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有している、上項３に記
載の撮像装置。
５．前記入射光源が、非偏向の光の光源である、上項１に記載の撮像装置。
６．前記入射光源が、偏向された光の光源である、上項１に記載の撮像装置。
７．前記非偏向の光が、白色光と、単一波長の光と、複数の単一波長の光とのうちの少な
くとも１つである、上項５に記載の撮像装置。
８．前記反射光の画像を取り込むためのセンサを更に備える、上項１に記載の撮像装置。
９．前記皮膚からの反射光を検出するための光学的な設備を更に備える、上項１に記載の
撮像装置。
１０．前記検出した情報を伝達するための通信設備を更に備える、上項１に記載の撮像装
置。
１１．前記装置によって収集された情報を格納するための記憶設備を更に備える、上項１
に記載の撮像装置。
１２．入射光源によって皮膚を照らし、
前記皮膚からの反射光の偏向の度合いを検出し、及び、
前記反射光の偏向の態様に基づいて、肌状態を判定する
ことを含む、肌状態を判定する方法。
１３．選択された角度アルファにおいて、前記入射光が導かれることからなる、上項１２
に記載の方法。
１４．前記アルファを変更することが、前記皮膚内の層の測定の深さを変化させることか
らなる、上項１３に記載の方法。
１５．全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有していることからな
る、上項１４に記載の方法。
１６．前記入射光が、非偏向の光であることからなる、上項１２に記載の方法。
１７．前記非偏向の光が、白色光と、単一波長の光と、複数の単一波長の光とのうちの少
なくとも１つであることからなる、上項１６に記載の方法。
１８．前記入射光が、偏向された光であることからなる、上項１２に記載の方法。
１９．前記偏向の態様が、配向、振幅、位相、角度、形状、度合い、及び量、のうちの少
なくとも１つであることからなる、上項１２に記載の方法。
２０．前記判定することが、アルゴリズムを用いて実施されることからなる、上項１２に
記載の方法。
２１．前記アルゴリズムが、人工神経回路網を含むことからなる、上項２０に記載の方法
。
２２．前記アルゴリズムが、ファジー論理を用いることからなる、上項２０に記載の方法
。
２３．前記アルゴリズムが、単一の及び多重のフラクタル解析を含むことからなる、上項
２０に記載の方法。
２４．フィルタの出力によって画定される波長の偏向された光を取得するために、前記反
射光をフィルタリングすることを更に含むことからなる、上項１２に記載の方法。
２５．前記フィルタリングされた画像において、アルゴリズム的分析が実施されることか
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らなる、上項２４に記載の方法。
２６．前記判定することが、反射された拡散光と、反射された偏向光との間の差分の画像
を生成することを含むことからなる、上項１２に記載の方法。
２７．前記判定することが、前記反射光の偏向の態様を、ある較正信号と比較することを
含むことからなる、上項１２に記載の方法。
２８．前記判定することが、ユーザ入力と、ビジュアル分析とのうちの少なくとも１つを
考慮することを更に含むことからなる、上項１２に記載の方法。
２９．関心のある領域上に光を導くための入射光源を含む照明源と、
前記関心のある領域からの反射光の偏向の度合いを検出するための検出器
とを備える、非侵襲性の撮像装置。
３０．選択された角度アルファにおいて光を導くよう前記照明源が配置されている、上項
２９に記載の撮像装置。
３１．前記アルファを変更することが、前記関心のある領域の層の測定の深さを変化させ
る、上項２９に記載の撮像装置。
３２．全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有している、上項３１
に記載の撮像装置。
３３．前記入射光源が、非偏向の光の光源である、上項２９に記載の撮像装置。
３４．前記非偏向の光が、白色光である、上項３３に記載の撮像装置。
３５．前記非偏向の光が、単一波長の光である、上項３３に記載の撮像装置。
３６．前記非偏向の光が、複数の波長の光である、上項３３に記載の撮像装置。
３７．前記入射光源が、偏向された光である、上項２９に記載の撮像装置。
３８．前記反射光の画像を取り込むためのセンサを更に備える、上項２９に記載の撮像装
置。
３９．皮膚からの反射光を検出するための光学的な設備を更に備える、上項２９に記載の
撮像装置。
４０．前記検出した情報を伝達するための通信設備を更に備える、上項２９に記載の撮像
装置。
４１．前記装置によって収集された情報を格納するための記憶設備を更に備える、上項２
９に記載の撮像装置。
４２．皮膚内の水分レベルを判定する方法であって、
皮膚組織に向って入射光を放射し、
前記皮膚組織による反射光の偏向及び拡散の度合いを検出し、及び、
偏向された及び拡散された反射光の量に基づいて、水分レベルを判定する
ことを含む、方法。
４３．前記水分レベルの評価を、肌色の測定値と組み合わせて、明度を判定することを更
に含むことからなる、上項４２に記載の方法。
４４．前記入射光が、非偏向の光であることからなる、上項４２に記載の方法。
４５．前記非偏向の光が、白色光であることからなる、上項４４に記載の方法。
４６.前記非偏向の光が、単一波長の光であることからなる、上項４４に記載の方法。
４７．前記非偏向の光が、複数の波長の光であることからなる、上項４４に記載の方法。
４８．前記判定することが、アルゴリズムを用いることを含むことからなる、上項４２に
記載の方法。
４９．前記水分レベルを判定することが、偏向された光と、拡散光との比率に基づくこと
からなる、上項４２に記載の方法。
５０．肌の弾力性を判定する方法であって、
皮膚組織に向って入射光を放射し、
前記皮膚組織によって反射された光の偏向の態様を検出し、
前記偏向の態様を、エラスチンの濃度に相互に関連づけて、及び、
前記エラスチンの濃度に基づいて、弾力性レベルを判定する
ことを含む、方法。
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５１．前記判定することが、アルゴリズムを用いることを含むことからなる、上項５０に
記載の方法。
５２．前記入射光が、非偏向の光であることからなる、上項５０に記載の方法。
５３．前記非偏向の光が、白色光であることからなる、上項５２に記載の方法。
５４．前記非偏向の光が、単一波長の光であることからなる、上項５２に記載の方法。
５５．前記非偏向の光が、複数の波長の光であることからなる、上項５２に記載の方法。
５６．肌の堅さを判定する方法であって、
皮膚組織に向って入射光を放射し、
前記皮膚組織によって反射された光の偏向の態様を検出し、
前記偏向の態様を、エラスチンと、コラーゲンと、皮脂腺の活性度とのうちの少なくとも
１つの濃度に相互に関連づけて、及び、
エラスチンと、コラーゲンと、皮脂腺の活性度とのうちの少なくとも１つの濃度に基づい
て、堅さを判定する
ことを含む、方法。
５７．前記皮脂腺の活性度が、腺の数、開かれた／閉じられた腺の割合、及び詰まり／充
填のレベルのうちの少なくとも１つによって示されることからなる、上項５６に記載の方
法。
５８．前記相互に関連づけることが、アルゴリズムを用いることを含むことからなる、上
項５６に記載の方法。
５９．皮膚の生物物理学的な特性を得るための方法であって、
入射光の皮膚組織からの反射の偏向の度合いから取得した画像データのスペクトル分析を
実施することを含み、
前記特性が、
メラニン細胞、メラニン、ヘモグロビン、ポルフィリン、ケラチン、カロチン、コラーゲ
ン、エラスチン、皮脂、皮脂腺の活性度、（汗及び脂肪分泌の）毛穴、水分レベル、弾力
性、明度、堅さ、ファインライン、しわの数及び段階、毛穴サイズ、開いている毛穴の割
合、肌の弾力性、肌引張線、しみ、肌色、乾癬、アレルギー、赤色部位、一般的な皮膚疾
患又は感染症、腫瘍、日焼け、発疹、擦り傷、吹き出物、にきび、虫さされ、そう痒、出
血、負傷、炎症、光損傷、色素沈着、色調、入れ墨、火傷の割合／火傷等級、ほくろ（母
斑）、皮膚損傷の態様（構造、色、寸法／非対称性）、黒色腫、皮膚に認められる障害、
皮膚病変、セルライト、腫れ物、水疱形成疾患、先天性の皮膚症候群、（副）皮膚真菌症
、肝斑、血管の状態、酒さ、クモ状静脈、テクスチャ、皮膚潰瘍、創傷治癒、術後跡、メ
ラニン損傷、非メラニン損傷、基底細胞癌、脂漏性角化症、皮脂（油性）、爪及び／又は
毛に関連した問題
のうちの少なくとも１つの構成、形状、濃度、数、サイズ、状態、及び段階のうちの少な
くとも１つであることからなる、方法。
６０．肌状態を判定するための方法であって、
前記肌に関する一連の主観的な質問に対する返答を取得し、
皮膚の撮像装置を用いて、客観的な肌分析を取得し、及び、
前記主観的な結果と前記客観的な結果とをアルゴリズム的に組み合わせて、肌状態を取得
する
ことを含む、方法。
６１．肌状態とスキンケア目標とに基づいてスキンケアのための推薦情報を提供するため
のシステムであって、
ある個体の肌状態を取得し、
肌状態によって前記個体を分類し、及び、
前記スキンケア目標を達成することにおいて、前記分類における他の個体にとって効果的
な製品と処方計画とを推薦する
ことを含む、システム。
６２．前記システムが、ネットワーク上にわたって動作可能である、上項６１に記載のシ
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ステム。
６３．前記個体の前記肌から反射された光の偏向の度合いの分析に基づいて、前記肌状態
が判定されることからなる、上項６１に記載のシステム。
６４．前記個体の前記肌から反射された拡散光と、前記個体の前記肌から反射された偏向
光との間の差分の分析に基づいて、前記肌状態が判定されることからなる、上項６１に記
載のシステム。
６５．スキンケア製品か又は処方計画の有効性を追跡するための方法であって、
ベースラインの肌状態評価を取得し、
前記スキンケアの目標、製品、及び処方計画のうちの少なくとも１つに基づいて、監視間
隔を推薦し、
第２の肌状態評価を取得し、
前記第２の評価を、前記ベースラインの評価と比較して、スキンケア目標に対する進展を
判定し、及び、
オプションで、肌状態を改善するために前記処方計画か又は前記製品を最適化する
ことを含む、方法。
６６．前記肌の評価が、個体の前記肌から反射された光の偏向の度合いの分析に基づくこ
とからなる、上項６５に記載の方法。
６７．前記肌の評価が、個体の前記肌から反射された拡散光と、該個体の該肌から反射さ
れた偏向光との間の差分の分析に基づくことからなる、上項６５に記載の方法。
６８．個人専用の肌状況分析システムであって、
撮像装置であって、
光を皮膚上に導くための入射光源を含む照明源と、
前記皮膚から反射された光の偏向の度合いを検出するための検出器
とを含むことからなる、撮像装置と、
前記装置を制御するためのユーザインターフェース
とを備える、肌状況分析システム。
６９．前記装置が、物理的なインターフェースと相互作用して、画像データをダウンロー
ドして、施術者、スパ、サロン、化粧品販売、化粧品の製造業者、臨床試験のデータベー
ス、及びサードパーティのデータベースのうちの少なくとも１つの記録を更新するよう構
成されている、上項６８に記載の肌状況分析システム。
７０．選択された角度アルファにおいて光を導くよう前記照明源が配置されている、上項
６８に記載の肌状況分析システム。
７１．前記アルファを変更することが、前記皮膚内の層の測定の深さを変化させる、上項
７０に記載の肌状況分析システム。
７２．全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有している、上項７１
に記載の肌状況分析システム。
７３．前記入射光源が、非偏向の光の光源である、上項６８に記載の肌状況分析システム
。
７４．前記非偏向の光が、白色光である、上項７３に記載の肌状況分析システム。
７５．前記非偏向の光が、単一波長の光である、上項７３に記載の肌状況分析システム。
７６．前記非偏向の光が、複数の波長の光である、上項７３に記載の肌状況分析システム
。
７７．前記皮膚からの反射光を検出するための光学的な設備を更に備える、上項６８に記
載の肌状況分析システム。
７８．前記反射光の画像を取り込むためのセンサを更に備える、上項６８に記載の肌状況
分析システム。
７９．前記検出した情報を伝達するための通信設備を更に備える、上項６８に記載の肌状
況分析システム。
８０．前記装置によって収集された情報を格納するための記憶設備を更に備える、上項６
８に記載の肌状況分析システム。
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８１．皮膚上に光を導くための入射光源を含む照明源と、
前記皮膚からの反射光の特性を検出するための検出器
とを備える、非侵襲性の撮像装置。
８２．選択された角度アルファにおいて光を導くよう前記照明源が配置されている、上項
８１に記載の撮像装置。
８３．前記アルファを変更することが、前記皮膚内の層の測定の深さを変化させる、上項
８２に記載の撮像装置。
８４．全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有している、上項８３
に記載の撮像装置。
８５．前記入射光源が、偏向された光の光源である、上項８１に記載の撮像装置。
８６．前記入射光源が、非偏向の光の光源である、上項８１に記載の撮像装置。
８７．前記非偏向の光が、白色光と、単一波長の光と、複数の単一波長の光とのうちの少
なくとも１つである、上項８５に記載の撮像装置。
８８．前記反射光の画像を取り込むためのセンサを更に備える、上項８１に記載の撮像装
置。
８９．前記皮膚からの反射光を検出するための光学的な設備を更に備える、上項８１に記
載の撮像装置。
９０．前記検出した情報を伝達するための通信設備を更に備える、上項８１に記載の撮像
装置。
９１．前記装置によって収集された情報を格納するための記憶設備を更に備える、上項８
１に記載の撮像装置。
９２．前記反射光が、偏向された光と、非偏向の光とのうちの少なくとも１つである、上
項８１に記載の撮像装置。
９３．入射光源によって皮膚を照らし、
前記皮膚からの反射光の特性を検出し、及び、
前記反射光における少なくとも１つの特性に基づいて、肌状態を判定する
ことを含む、肌状態を判定する方法。
９４．選択された角度アルファにおいて、前記入射光が導かれることからなる、上項９３
に記載の方法。
９５．前記アルファを変更することが、前記皮膚内の層の測定の深さを変化させることか
らなる、上項９４に記載の方法。
９６．全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有していることからな
る、上項９５に記載の方法。
９７．前記入射光が、非偏向の光であることからなる、上項９３に記載の方法。
９８．前記非偏向の光が、白色光と、単一波長の光と、複数の単一波長の光とのうちの少
なくとも１つであることからなる、上項９７に記載の方法。
９９．前記入射光が、偏向された光であることからなる、上項９３に記載の方法。
１００．前記反射光が、偏向された光と、非偏向の光とのうちの少なくとも１つであるこ
とからなる、上項９３に記載の方法。
１０１．前記特性が、光源、光強度、光の波長、光の角度、光の電気的及び磁気的特性、
及び、光の偏向状態のうちの少なくとも１つである、上項９３に記載の方法。
１０２．前記偏向の態様が、配向、振幅、位相、角度、形状、度合い、及び量、のうちの
少なくとも１つであることからなる、上項１０１に記載の方法。
１０３．前記判定することが、アルゴリズムを用いて実施されることからなる、上項９３
に記載の方法。
１０４．前記アルゴリズムが、人工神経回路網を含むことからなる、上項１０３に記載の
方法。
１０５．前記アルゴリズムが、ファジー論理を用いることからなる、上項１０３に記載の
方法。
１０６．前記アルゴリズムが、単一の及び多重のフラクタル解析を含むことからなる、上
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１０７．フィルタの出力によって画定される波長の光を取得するために、前記反射光をフ
ィルタリングすることを更に含むことからなる、上項９３に記載の方法。
１０８．前記フィルタリングされた画像において、アルゴリズム的分析が実施されること
からなる、上項１０７に記載の方法。
１０９．前記判定することが、反射された拡散光と、反射された偏向光との間の差分の画
像を生成することを含むことからなる、上項９３に記載の方法。
１１０．前記判定することが、前記反射光の偏向の態様を、ある較正信号と比較すること
を含むことからなる、上項９３に記載の方法。
１１１．前記判定することが、ユーザ入力と、ビジュアル分析とのうちの少なくとも１つ
を考慮することを更に含むことからなる、上項９３に記載の方法。
１１２．関心のある領域上に光を導くための入射光源を含む照明源と、
前記関心のある領域からの反射光の特性を検出するための検出器
とを備える、非侵襲性の撮像装置。
１１３．選択された角度アルファにおいて光を導くよう前記照明源が配置されている、上
項１１２に記載の撮像装置。
１１４．前記アルファを変更することが、前記関心のある領域の層の測定の深さを変化さ
せる、上項１１２に記載の撮像装置。
１１５．全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有している、上項１
１４に記載の撮像装置。
１１６．前記入射光源が、非偏向の光の光源である、上項１１２に記載の撮像装置。
１１７．前記非偏向の光が、白色光である、上項１１６に記載の撮像装置。
１１８．前記非偏向の光が、単一波長の光である、上項１１６に記載の撮像装置。
１１９．前記非偏向の光が、複数の波長の光である、上項１１６に記載の撮像装置。
１２０．前記入射光源が、偏向された光である、上項１１２に記載の撮像装置。
１２１．前記反射光が、偏向された光と、非偏向の光とのうちの少なくとも１つである、
上項１１２に記載の撮像装置。
１２２．前記特性が、光源、光強度、光の波長、光の角度、光の電気的及び磁気的特性、
及び、光の偏向状態のうちの少なくとも１つである、上項１１２に記載の撮像装置。
１２３．前記偏向の態様が、配向、振幅、位相、角度、形状、度合い、及び量、のうちの
少なくとも１つであることからなる、上項１２２に記載の撮像装置。
１２４．前記反射光の画像を取り込むためのセンサを更に備える、上項１１２に記載の撮
像装置。
１２５．皮膚からの反射光を検出するための光学的な設備を更に備える、上項１１２に記
載の撮像装置。
１２６．前記検出した情報を伝達するための通信設備を更に備える、上項１１２に記載の
撮像装置。
１２７．前記装置によって収集された情報を格納するための記憶設備を更に備える、上項
１１２に記載の撮像装置。
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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月17日(2013.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　分野：
　本発明は、非侵襲性の撮像装置を用いた、皮膚の及び非皮膚の画像の収集と、そのよう
な画像の分析に少なくとも部分的に基づく肌状態１５８の進展と、少なくとも、後続する
画像の収集と分析とによる、該肌状態１５８の監視とを、可能にするための方法及び装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
関連特許出願の相互参照
　本出願は、以下の仮出願に対する優先権を請求し、該仮出願の各々は、その全体が参照
により本明細書内に組み込まれる。該仮出願とはすなわち、2007年1月5日にファイリング
された米国特許出願シリアル番号第60／883,769号の「ALGORITHMTO ASSIST SKIN EXAMINA
TION」、2007年1月5日にファイリングされた米国特許出願シリアル番号第60／883,764号
の「REMOTESKIN EXAMINATION」、及び2007年1月5日にファイリングされた米国特許出願シ
リアル番号第60／883,768号の「HOME USER DEVICE FOR SKINEXAMINATION」である。
【０００３】
　本出願は、以下の出願に対する優先権を請求し、該出願は、その全体が参照により本明
細書内に組み込まれる。該出願とはすなわち、2008年1月7日にファイリングされた米国特
許出願シリアル番号第11／970,448号である。
【０００４】
背景
　関連技術の説明：
　肌（皮膚）は、外皮系の最大の器官であり、該外皮系は、毛（ヘア）、爪、かさぶた、
羽毛、汗腺、及びそれらの生成物などの、肌の付属組織を更に含む。下部の筋肉及び組織
をガードする上皮組織の複数の層を、皮膚は含む。様々な外部的な及び内部的な要因によ
る一定の攻撃を肌が受けるので、皮膚は、多くの病気（疾患）により悩まされる可能性が
ある。従って、肌の健康（以下、スキンヘルスと記載）と、該肌に対して提供される任意
のトリートメント（治療）か、スキンケア製品か、又は化粧品の効果とを監視することは
重要な意味をもつ。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　スキンヘルスを判定するための及び監視するための様々な方法が存在するが、それらは
大抵、皮膚科医か又は皮膚科機関にアクセスすることを要求する。皮膚科学におけるキャ
パシティ不足により、必要なリソース（援助）にアクセスすることにおいて、困難さ、不
便さが存在する可能性があり、及び、極めて高いコストがかかる可能性がある。訓練され
ていないか又は訓練されたユーザによって、及び、直接相談する人がいない場合に、操作
可能とすることが可能な、スキンヘルスの判定と監視を行うための簡単な解決法の必要性
があり、該解決法において、皮膚の画像を、自動化された分析のために提示（サブミット
）することができるか、又は専門家か、又は分析機関に対して提示（サブミット）するこ
とができる。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
概要
　本発明の複数の態様において、撮像装置によって、ユーザが、関心のある領域の周辺に
おける肌の高倍率の画像を撮ることが可能になり、これらの画像を、オプションでテキス
トの及びデータの応答と共に、医療、非医療、及び美容の分析、診断、及びトリートメン
トの推薦情報（助言）、及びフォローアップのために提示する（サブミットする）ことが
可能になる。
【０００７】
　本発明の一態様において、非侵襲性の撮像装置の方法及びシステムには、肌上へ光を導
くための入射光源を含む照明源と、該肌から反射された光の偏光の度合いを検出するため
の検出器とを、含めることができる。該方法及びシステムにおいて、該照明源を、ある選
択された角度アルファにおいて光を導くよう配置することができる。アルファを変更する
ことによって、該肌内の層の測定の深さを変更することが可能になる。それぞれの深さに
は、全偏光の反射を生じさせる特定の角度をもたせることができる。前記方法及びシステ
ムにおいて、前記入射光源を、非偏光の光源とすることができる。該非偏光の光は、白色
光か、複数の選択された波長か、又は単一波長とすることができる。該方法及びシステム
には、反射光の画像を取り込むためのセンサを更に含めることができる。該方法及びシス
テムには、肌からの反射光を検出するための光学的な設備（機関）を更に含めることがで
きる。該方法及びシステムには、検出した情報を伝達するための通信設備を更に含めるこ
とができる。該方法及びシステムには、撮像装置によって収集された情報を格納するため
の記憶設備を更に含めることができる。
【０００８】
　本発明の一態様において、肌の状態を判定するための方法及びシステムには、入射光源
によって肌を照らすことと、該肌からの反射光の偏光の度合いを検出することと、該反射
光の該偏光の一態様に基づいて肌の状態を判定することとを含めることができる。該方法
及びシステムにおいて、該入射光を、選択された角度アルファに向けることができる。ア
ルファを変更することによって、該肌内の層の測定の深さを変更することが可能になる。
それぞれの深さには、全偏光の反射を生じさせる特定の角度をもたせることができる。該
方法及びシステムにおいて、前記入射光源は、非偏光の光の光源とすることができる。該
非偏光の光は、白色光か、複数の選択された波長か、又は単一波長とすることができる。
特許請求の範囲内の方法において、偏光の態様は、配向、振幅、位相、角度、形状、度合
い、量、及びこれらに類するもののうちの少なくとも１つとすることができる。該方法及
びシステムにおいて、アルゴリズムを用いて、判定を行うことができる。該アルゴリズム
には、人工神経回路網、ファジー論理、単一及び多重のフラクタル解析、及びこれらに類
するものを含めることができる。該方法及びシステムには、反射光をフィルタリングして
、そのフィルタ出力によって画定される少なくとも１つの波長において偏光された光を得
ることを更に含めることができる。該フィルタリングされた画像に対してアルゴリズム的
分析を実施することができる。該方法及びシステムにおいて、判定することには、反射さ
れた拡散光と、反射された偏光光との間の差分から、画像を作成することを含めることが
できる。該方法及びシステムにおいて、判定することには、反射光の偏光の態様を、ある
較正信号と比較することを含めることができる。該方法及びシステムにおいて、判定する
ことには、ユーザ入力とビジュアル分析とのうちの少なくとも１つを考慮することを更に
含めることができる。
【０００９】
　本発明の一態様において、非侵襲性の撮像装置には、関心のある領域上に光を導くため
の入射光源を含む照明源と、該関心のある領域からの反射光の偏光の度合いを検出するた
めの検出器とを、含めることができる。前記方法及びシステムにおいて、該照明源を、あ
る選択された角度アルファに光を導くように配置することができる。アルファを変更する
ことによって、該肌内の層の測定の深さを変更することが可能となる。それぞれの深さに
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は、全偏光の反射を生じさせる特定の角度をもたせることができる。該方法及びシステム
において、前記入射光源を、非偏光の光の光源とすることができる。該非偏光の光は、白
色光か、複数の選択された波長か、又は単一波長とすることができる。該方法及びシステ
ムには、反射光の画像を取り込むためのセンサを更に含めることができる。該方法及びシ
ステムには、肌からの反射光を検出するための光学的な設備を更に含めることができる。
該方法及びシステムには、検出した情報を伝達するための通信設備を更に含めることがで
きる。該方法及びシステムには、撮像装置によって収集された情報を格納するための記憶
設備を更に含めることができる。
【００１０】
　本発明の一態様において、肌（皮膚）内の水分レベルを判定する方法には、肌組織に向
けて入射光を放射することと、該肌組織によって反射された光の偏光及び拡散の度合いを
検出することと、反射光の偏光された及び拡散された量に基づいて水分レベルを判定する
ことと、を含めることができる。前記方法及びシステムには、水分レベルの評価を肌色の
測定値と組み合わせて明度を判定することを、更に含めることができる。該方法及びシス
テムにおいて、前記入射光は、非偏光の光とすることができる。該非偏光の光は、白色光
か、複数の選択された波長か、又は単一波長とすることができる。該方法及びシステムに
おいて、判定することには、アルゴリズムの使用を含めることができる。該方法及びシス
テムにおいて、水分レベルを判定することは、偏光された光と拡散光との比率に基づくも
のとすることができる。
【００１１】
　本発明の一態様において、肌の弾力性を判定する方法及びシステムには、肌組織に向け
て入射光を放射することと、該肌組織によって反射された光の偏光の一態様を検出するこ
とと、偏光の該態様をエラスチンの濃度に相互に関連付けることと、該エラスチンの濃度
に基づいて弾力性レベルを判定することと、を含めることができる。該方法及びシステム
において、判定することには、アルゴリズムの使用を含めることができる。該方法及びシ
ステムにおいて、前記入射光は、非偏光の光とすることができる。該非偏光の光は、白色
光か、複数の選択された波長の光か、又は単一波長の光とすることができる。
【００１２】
　本発明の一態様において、肌（皮膚）の堅さを判定する方法及びシステムには、肌組織
に向けて入射光を放射することと、該肌組織によって反射された光の偏光の一態様を検出
することと、偏光の該態様を、エラスチンとコラーゲンと皮脂腺の活性度とのうちの少な
くとも１つの濃度に相互に関連付けることと、エラスチン、コラーゲン、及び皮脂腺の活
性度のうちの少なくとも１つの濃度に基づいて堅さを判定することとを、含めることがで
きる。該方法及びシステムにおいて、該皮脂腺の活性度を、腺の数、開かれた／閉じられ
た腺の割合、及び詰まり／充填のレベルのうちの少なくとも１つによって示すことができ
る。該方法及びシステムにおいて、相互に関連付けることには、アルゴリズムの使用を含
めることができる。
【００１３】
　本発明の一態様において、皮膚の生物物理的特性を得るための方法及びシステムには、
肌組織からの入射光の反射の偏光の度合いから取得された画像データのスペクトル分析を
実施することを含めることができる。該特性は、メラニン細胞、メラニン、ヘモグロビン
、ポルフィリン、ケラチン、カロチン、コラーゲン、エラスチン、皮脂、皮脂腺の活性度
、（汗及び脂肪分泌の）毛穴、水分レベル、弾力性、明度、堅さ、ファインライン、しわ
の数及び段階、毛穴サイズ、開いている毛穴の割合、肌の弾力性、肌引張線、しみ、肌色
、乾癬、アレルギー、赤色部位、一般的な皮膚疾患又は感染症、腫瘍、日焼け、発疹、擦
り傷、吹き出物、にきび、虫さされ、そう痒、出血、負傷、炎症、光損傷、色素沈着、色
調、入れ墨、火傷の割合／火傷等級、ほくろ（母斑）、皮膚損傷の態様（構造、色、寸法
／非対称性）、黒色腫、皮膚に認められる障害、皮膚病変、セルライト、腫れ物、水疱形
成疾患、皮膚の先天性の症候群、（副）皮膚真菌症、肝斑、血管の状態、酒さ、クモ状静
脈、テクスチャ、皮膚潰瘍、創傷治癒、術後跡、メラニン損傷、非メラニン損傷、基底細
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胞癌、脂漏性角化症、皮脂（油性）、爪及び／又はヘアに関連した問題、及びこれらに類
するものうちの少なくとも１つにおける構造、形状、濃度、数、大きさ、状態、及び段階
のうちの少なくとも１つである。
【００１４】
　本発明の一態様において、肌の状態を判定するための方法及びシステムには、該肌に関
する一連の主観的な質問に対する回答を取得することと、皮膚撮像デバイスを用いて客観
的な肌分析を取得することと、該主観的な結果と該客観的な結果とをアルゴリズム的に組
み合わせて、肌状態を取得することとを、含めることができる。
【００１５】
　本発明の一態様において、肌状態と、スキンケア目標とに基づいて、スキンケアのため
の推薦情報（助言、アドバイス）を提供するためのシステム及び方法には、ある個体（又
は個人）の肌状態を得ることと、肌状態によって該個体を分類することと、該スキンケア
目標を達成させることにおいて、該分類の他の個体にとって効果的な製品と処方計画とを
推薦（助言）することとを、含めることができる。該方法及びシステムにおいて、該シス
テムは、ネットワーク上において動作可能とすることができる。該方法及びシステムにお
いて、肌状態を、前記個体の肌から反射された光の偏光の度合いの分析に基づいて判定す
ることができる。
【００１６】
　本発明の一態様において、スキンケア製品か又は処方計画（管理）の有効性を追跡する
ための方法には、ベースラインの肌状態評価を得ることと、スキンケアの目標、製品、及
び処方計画のうちの少なくとも１つに基づいてある監視間隔を薦めることと、第２の肌状
態評価を得ることと、該第２の評価を該ベースラインの評価と比較して、スキンケア目標
に向けての進捗状況を判断することと、肌状態を改善させるために、該処方計画か又は製
品を、オプションで最適化することとを、含めることができる。該方法及びシステムにお
いて、該肌評価は、個体の肌から反射された光の偏光の度合いの分析に基づくものとする
ことができる。
【００１７】
　本発明の一態様において、個人専用の肌条件分析システム及び関連方法には、撮像装置
と、該装置を制御するためのユーザインターフェースとを含めることができ、該撮像装置
は、肌上に光を導くための入射光源を含む照明源と、該肌から反射された光の偏光の度合
いを検出するための検出器とを含む。該方法及びシステムにおいて、前記装置を、物理イ
ンターフェースと相互作用して、画像データをダウンロードして、施術者（開業医）、ス
パ、サロン、化粧品販売、化粧品製造業者、臨床試験のデータベース、及びサードパーテ
ィのデータベースのうちの少なくとも１つの記録を更新するよう構成することができる。
該方法及びシステムにおいて、該照明源を、選択された角度アルファに光を導くよう配置
することができる。アルファを変更することによって、該肌内の層の測定の深さを変更す
ることが可能になる。それぞれの深さには、全偏光の反射を生じさせる特定の角度をもた
せることができる。該方法及びシステムにおいて、前記入射光源は、非偏光の光の光源と
することができる。該非偏光の光は、白色光か、複数の選択された波長か、又は単一波長
とすることができる。該方法及びシステムには、反射光の画像を取り込むためのセンサを
更に含めることができる。該方法及びシステムには、肌からの反射光を検出するための光
学的な設備（機関）を更に含めることができる。該方法及びシステムには、検出した情報
を伝達するための通信設備を更に含めることができる。該方法及びシステムには、前記装
置によって収集された情報を格納するための記憶設備を更に含めることができる。
【００１８】
　本発明の一態様において、非侵襲性の撮像装置には、肌上へ光を導くための入射光源を
含む照明源と、該肌から反射された光の特性を検出するための検出器とを、含めることが
できる。該装置において、該照明源を、選択された角度アルファに光を導くよう配置する
ことができる。アルファを変更することによって、該肌内の層の測定の深さを変更するこ
とが可能になる。それぞれの深さには、全偏光の反射を生じさせる特定の角度をもたせる
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ことができる。該装置において、前記入射光源は、偏光された光の光源か、又は非偏光の
光の光源とすることができる。該非偏光の光は、白色光、単一波長の光、及び複数の単一
波長の光のうちの少なくとも１つとすることができる。該装置には、反射光の画像を取り
込むためのセンサを更に含めることができる。該装置には、肌からの反射光を検出するた
めの光学的な設備（機関）を更に含めることができる。該装置には、検出した情報を伝達
するための通信設備を更に含めることができる。該装置には、装置によって収集された情
報を格納するための記憶設備を更に含めることができる。該装置において、該反射光は、
偏光された光と、非偏光の光とのうちの少なくとも１つとすることができる。
【００１９】
　本発明の一態様において、肌の状態を判定するための方法及びシステムには、入射光源
によって肌を照らすことと、該肌からの反射光の特性を検出することと、該反射光の特性
のうちの少なくとも１つに基づいて肌の状態を判定することとを含めることができる。該
方法及びシステムにおいて、該入射光を、選択された角度アルファに向けることができる
。アルファを変更することによって、該肌内の層の測定の深さを変更することが可能にな
る。それぞれの深さには、全偏光の反射を生じさせる特定の角度をもたせることができる
。該方法及びシステムにおいて、前記入射光は、非偏光の光か又は偏光された光とするこ
とができる。該非偏光の光は、白色光、単一波長の光、及び複数の単一波長の光のうちの
少なくとも１つとすることができる。該方法及びシステムにおいて、該反射光は、偏光さ
れた光と、非偏光の光とのうちの少なくとも１つとすることができる。該方法及びシステ
ムにおいて、前記特性は、光源、光強度、光の波長、光の角度、光の電気的及び磁気的特
性、及び光の偏光状態のうちの少なくとも１つとすることができる。偏光の態様は、配向
、振幅、位相、角度、形状、度合い、及び量のうちの少なくとも１つとすることができる
。該方法及びシステムにおいて、アルゴリズムを用いて、判定を行うことができる。該ア
ルゴリズムには、人工神経回路網か、ファジー論理か、又は単一及び多重のフラクタル解
析を含めることができる。該方法及びシステムには、反射光をフィルタリングして、その
フィルタ出力によって画定された波長の光を得ることを更に含めることができる。該フィ
ルタリングされた画像に対してアルゴリズム的分析を実施することができる。該方法及び
システムにおいて、判定することには、反射された拡散光と、反射された偏光光との間の
差分の画像を作成することを含めることができる。該方法及びシステムにおいて、判定す
ることには、反射光の偏光の態様を、較正信号と比較することを含めることができる。該
方法及びシステムにおいて、判定することには、ユーザ入力とビジュアル分析とのうちの
少なくとも１つを考慮することを更に含めることができる。
【００２０】
　本発明の一態様において、非侵襲性の撮像装置には、関心のある領域上に光を導くため
の入射光源を含む照明源と、該関心のある領域から反射された光の特性を検出するための
検出器と、を含めることができる。該装置において、該照明源を、選択された角度アルフ
ァに光を導くよう配置することができる。アルファを変更することによって、該肌内の層
の測定の深さを変更することが可能となる。それぞれの深さには、全偏光の反射を生じさ
せる特定の角度をもたせることができる。該装置において、前記入射光源は、偏光された
光の光源か又は非偏光の光の光源とすることができる。該非偏光の光は、白色光、単一波
長の光、及び複数の単一波長の光のうちの少なくとも１つとすることができる。該装置に
は、反射光の画像を取り込むためのセンサを更に含めることができる。該装置には、肌か
らの反射光を検出するための光学的な設備を更に含めることができる。該装置には、検出
した情報を伝達するための通信設備を更に含めることができる。該装置には、該装置によ
って収集された情報を格納するための記憶設備を更に含めることができる。該装置におい
て、該反射光は、偏光された光と、非偏光の光とのうちの少なくとも１つとすることがで
きる。
【００２１】
　本発明における、これらの及び他のシステム、方法、目的、特徴、及び利点が、好適実
施形態及び図面の以下の詳細な説明から当業者にとって明らかになってくるであろう。本
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明細書内において言及される全ての文献は、その全体が参照により本明細書内に組み込ま
れる。
【００２２】
　本発明と、そのある実施形態の以下の詳細な説明とを、以下の図面を参照することによ
って理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】スキンヘルスの分析及び監視、並びにスキンケアの評価及び推薦（助言）のため
のスキンケアシステムを示す図である。
【図２】肌組織による光の偏光についてのメカニズムを示す図である。
【図３】スキンケア調査のための処理を示す図である。
【図４Ａ】皮膚撮像装置の前方図を示す図である。
【図４Ｂ】皮膚撮像装置の後方図を示す図である。
【図５】スキンケアシステムにおけるスキンヘルス監視ページを示す図である。
【図６】スキンケアシステムの対話型モデリングツールを示す図である。
【図７】スキンケアシステムの推薦情報のページを示す図である。
【図８】スキンケアシステムのユーザインターフェースを示す図である。
【図９】スキンケアシステムの受け入れページ（ウェルカムページ）を示す図である。
【図１０】スキンケアシステムのアンケート調査ページを示す図である。
【図１１】スキンケアシステムの肌画像取り込みページを示す図である。
【図１２】スキンケアシステムにおける棒グラフによる結果ページを示す図である。
【図１３】スキンケアシステムにおける線グラフによる結果ページを示す図である。
【図１４】スキンケアシステムにおける集計画面を示す図である。
【図１５】スキンケアシステムにおける弾力性の集計画面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
詳細な説明
　本明細書内において提供されるのは、皮膚及び非皮膚を撮像するための方法、システム
、及び装置とすることができる。本開示全体にわたって、「～のような（～など）」の語
句は、「～のような（～など）、但しこれに限定されない」を意味する。本開示全体にわ
たって、「例えば～」の語句は、「例えば～、但しこれに限定されない」を意味する。本
開示全体にわたって、「ある例において～」の語句は、「ある例において～、但しこれに
限定されない」を意味する。本開示全体にわたって、「製品」の用語は、任意の医療用の
か、非医療用のか、化粧用のか、肌のか、毛（ヘア）のか、又は爪のケア製品を指す。概
して、任意の及び全ての例示は、限定のためでなく、説明を目的とするために提供されて
いる可能性がある。
【００２５】
　図１を参照すると、スキンヘルス分析、監視、及び推薦情報（助言）のためのシステム
には、ホストハードウェア１０８と、ユーザインターフェース１０２と、ホストシステム
１０４と、該ホストシステム１０４に対する他の入力１１２と、データ記憶装置１１０と
を、含めることができる。前記ホストハードウェア１０８とは、スキンヘルス試験１６０
などにおいて、生物物理的肌特性を取り込んで、事前診断１６２を実施して、及びリモー
ト監視１６４を実施するための撮像装置１０８のようなものである。前記ユーザインター
フェース１０２は、人口学的情報、スキンヘルスに関する追加的な事例情報、現在のスキ
ンケア処方計画１１８、現在のスキンケア製品及び処方計画のランキング及び格付け１３
８を取り込んで、スキンケア棚１１４への格納（ポピュレーティング）を行って、及び、
スキンサイクルモニタ１４０、ヘルス及び／又はウェルネス情報１４２、ゲーム１４８、
ギフト案内１４４、希望リスト（ウィッシュリスト）１１９、日報１３４、シミュレーシ
ョンツール１３２、タイプ判定エンジン１３０、ショッピングカート１１３、及びこれら
に類するものにアクセスするために、前記ホストハードウェア１０８か、オンラインプラ
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ットフォーム１２０か、又はモバイルプラットフォーム１２４とインターフェースする。
前記ホストシステム１０４とは、アルゴリズム１５０を用いて、専門家相談情報１２８、
データ統合部情報１５２を取得して、及び分析ツール／ＡＰＩ’ｓ１５４を用いて、肌状
態１５８を画定すること、などによって、取り込んだ情報を処理及び分析するためのもの
である。装着可能モニタ１８２、モバイル通信装置１８４、ソーシャルネットワーク１８
８、製品情報１９０、ウェルネス情報１９２、プラグイン（ウェブ取り込み）１９４、バ
ーコード走査１９８、従来情報／アンケート回答１０１、クエリ／検索１０３、サードパ
ーティの専門家１０５、サードパーティのハードウェア１０９、サードパーティのサービ
スプロバイダ１１１、及びこれらに類するもののような、前記他の入力部１１２は、肌状
態１５８を識別すること、監視すること、及び調整することにおける追加的な精度を提供
するために、ランキング／格付けのフィードバック１３８を受け取ることができる。ハー
ドウェア１６８、脱着可能メモリ１７０、無線通信装置１７４、コンピュータ１７８、（
皮膚科医、一般の医師、美容師、スパの従業員、サロンの従業員、化粧品の販売員、及び
これらに類するもののような）施術者の記録１８０、個人専用の生成記録１７２、及びこ
れらに類するものなどの、前記データ記憶装置１１０は、ホストハードウェア１０８、ホ
ストシステム１０４、ユーザインターフェース１０２、及び他の入力部１１２からのデー
タを格納するためのものである。本開示全体にわたって、皮膚に関する実施形態が意図さ
れているが、コンテキストが禁じている場合を除いて、該実施形態は、それらに加えて、
任意の毛（ヘア）、爪、農業の、家畜の、及び体内の実施形態のような（但しこれらに限
定されない）、非皮膚の実施形態も含むことが理解されるべきである。
【００２６】
　スキンヘルス試験１６０、事前診断１６２、リモート監視１６４、及びこれらに類する
ものなどにおいて、撮像装置１０８を用いて、肌組織の画像を取り込んで、生物物理学的
肌特性を得ることができる。撮像装置１０８を、毛、爪、歯、目、体内器官及び組織、及
びこれらに類するものなどの非皮膚の組織の画像を取り込むよう構成することもできる。
肌組織上のデータを得るために、撮像装置１０８は、内部か又は外部の光源を使用して、
拡散光、白色光、単色光、複数の単一波長の光、及びこれらに類するものなどの非偏光の
光を用いて、更には偏光された光を用いて、ある特定の一連の放射を提供することができ
る。複数の実施形態において、入射光は、偏光されたものとすることができるか、又は非
偏光のものとすることができ、及び、その反射光が、偏光されたものとすることができる
か、又は非偏光のものとすることができる。該偏光された光は、皮膚上の反射の結果生じ
ることが可能であり、その光源により偏光させられない。該反射の取り込みと格納によっ
て、皮膚の損傷、並びに、全てのタイプの皮膚病、肌の問題、及び、美容問題及び指示（
兆候）の撮像と分析とが可能となる。偏光された反射の分析は、撮像した皮膚領域の熱的
、電気的、及び磁気的な特性を取得することを可能にすることができる。その画像を、分
析機関（設備）１５４、分析者、開業医（施術者）、及びこれらに類するものに伝達する
ことができ、これには、スキンヘルスの最終的な分析を決定するための、患者のアンケー
ト調査による評価を含めることもできる。重要な特徴を識別するために、該装置１０８は
また、皮膚の損傷の分光分析及び定量分析に基づいて、赤色、緑色、及び青色領域内のよ
うな特定の目標波長を用いることができる。実施形態において、該装置１０８を、偏光さ
れた光を放射するよう構成することができる。該装置１０８を、複数のタイプの光を放射
するよう構成することができ、該複数のタイプの光を、様々な光源の間で切り替えること
ができるか、又は様々な光源と組み合わせることができる。スキンヘルス分析を、以前の
ユーザのスキンヘルス分析、他のユーザのスキンヘルス分析、他のユーザの経験データ、
構成要素（要因、成分）、製品、処方計画特性と比較して、推薦情報を提供することがで
き、及び、製品か又は処方計画１１８の有効性を追跡することができる。
【００２７】
　次に図２を参照すると、一実施形態において、撮像装置１０８には、非偏光の光、拡散
光、白色光、単色光、複数の単一波長の光、偏光された光、及びこれらに類する光を、角
度アルファにおいて肌上に導くための照明源と、肌組織からの反射光を検出するためのセ
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ンサと、取り込んだ画像を格納して伝達するための画像記憶装置とを、含めることができ
る。肌組織は、皮膚内において存在する、細胞、分子、細胞グループ、分子グループ、表
皮及び副層（サブレイヤ）、基底膜、真皮、皮下組織、腺、層、小胞、毛穴、血管構成要
素、及びこれらに類するもののうちの少なくとも１つとすることができる。一実施形態に
おいて、光源は、肌における電気的な及び磁気的な構成要素を測定するための、（反射さ
れた偏光光及び／又は拡散光のような）反射光を生成するための白色光とすることができ
る。白色光を、可視光のスペクトラムにわたる光の波長の組み合わせとして放射すること
ができる。入射非偏光光を、垂線からの画定された角度「アルファ」において、その目標
（ターゲット）に導くことができる。垂線から４５度～６５度の範囲にわたるように（但
し、これらに限定されない）、アルファの値が変化すると、入射角を変更させることが侵
入の深さに影響を及ぼすので、入射非偏光光は、皮膚における異なる組織上の要素と相互
作用する可能性がある。手動によるか、リモート制御を介してか、ユーザインターフェー
ス１０２を介してか、及びこれらに類するものによってか、のいずれかにより、光源の位
置を変化させることによって、角度アルファを変更することができる。侵入の深さと、ア
ルファとの間の関係を、式すなわち、深さ＝ｆ（アルファ）によって画定することができ
る。皮膚内におけるある特定の既知の深さに対応する可能性のある各肌組織ごとに、全偏
光の反射を生じさせる特定の入射角が存在する可能性がある。偏光された及び／又は拡散
のいずれかの反射光を分析することにより、その反射の原因である、根底にある肌組織の
情報を得ることができる。偏光は、水分と相互作用する肌組織の古典物理学的な／量子力
学的な効果に起因する可能性がある。すなわち、光が肌組織に当った時には光の偏光を変
化させることが可能となるような、並びに、光が肌組織に当った時には光の波長に影響を
及ぼすような十分な磁界及び電界を、肌組織が有する。配向、振幅、位相、角度、形状、
度合い、量、及びこれらに類するものなどの、反射光の偏光の一態様は、目標にされた特
定の肌組織に関連した様々な測定に相互に関連付けることができ、そして究極的には肌状
態１５８に相互に関連付けることができる。例えば、ある特定の肌組織内に存在する損傷
が、反射光の一部に拡散を生じさせる可能性があり、その結果、部分的に偏光され且つ部
分的に拡散された反射光が生じる。例えば、コラーゲン組織は、良性のメラニン肌損傷と
、悪性のメラニン肌損傷との間の生物学的な差異の１つの指標である。コラーゲンの差異
は、反射光の偏光状態に影響を及ぼすことができ、その結果として生じた画像は、腫瘍（
腫れ）の中心の位置と腫瘍の周辺の位置とを示すことが可能である。そのような画像は、
切除マージンを可視化することにおいて、施術者（開業医）を助けることができる。表皮
のより下側の部分にメラニンは位置付けられるため、この深さに対する、並びに、様々な
タイプの母斑内における発色団に対する、適切な波長を、選択することができる。
【００２８】
　入射光が偏光されている場合、肌の電気的な特性のみが、明らかになることとなるだけ
でなく、非偏光の入射光が、肌の電気的特性と磁気的特性との両方を露呈させることがで
きる。偏光された光を用いることによって、光学的な活動の改善された誘発（誘導）を生
じさせることができるが、生成されたデータセットは、白色光、単色光、複数の単一波長
の光、及びこれらに類するもののような入射非偏光光を用いて取り込まれたデータセット
と比較すると、値がより低いものとなる可能性がある。１０－３４Ｊｓと１０－３０Ｊｓ
との間の影響を測定することによって、肌上の量子力学的及び古典物理学的効果の境界領
域において、及び、肌の生体分子の価電子における電気的な及び磁気的な力の活動の差異
として、測定を実施することができる。
【００２９】
　一実施形態において、コラーゲン、エラスチン、カドヘリン、ヘモグロビン、及びこれ
らに類するもののような特定の分子の存在を測定するために、入射光の波長及び／又は強
度を、変更することができる。ある分子は、内在蛍光の特性を有する。例えば、入射光が
、３２５ｎｍのような特定の波長に制限されている場合には、４００ｎｍ及び４０５ｎｍ
の放射（発光）波長においてコラーゲンを検出することができる。表１は、アミノ酸、構
造タンパク質、酵素及びコエンザイム、ビタミン及びビタミン誘導体、脂質、ポルフィリ
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ン、及びこれらに類するもののような、内在蛍光を示す生物学的分子の最大励起及び最大
放射の説明のための特定例を列挙している。肌（皮膚）内の特定の分子の存在を検出する
ために、ユーザは、最大励起の欄内に示されている波長のような（但しこれらに限定され
ない）、ある特定の波長の光を、肌上に照らすことができ、及び、反射光を収集して、そ
の反射内における特定の放射波長の存在を識別することができる。当業者であれば、多く
の異なる単一波長と、光の波長の組み合わせとを用いて、肌を照らすことができることが
理解されよう。
【００３０】
【表１】

　一実施形態において、光を、２８０ｎｍ～３８００ｎｍの範囲にわたるような任意の波
長において放射することができる。入射光は、青色か、黄色か、オレンジ色か、赤色か、
又は幾つかの他の光とすることができる。
【００３１】
　引き続き図１を参照すると、一実施形態において、光源は、装置１０８に統合されたも
のとすることができるか、又は関連付けられたソースから提供されることが可能である。
該光源は、２８０ｎｍか、３４０ｎｍか、３６０ｎｍか、３８５ｎｍか、４０５ｎｍか、
又は４８０ｎｍの入射励起波長のような（但し、これらに限定されない）任意の波長の発
光又はレーザダイオード（ＬＥＤ）とすることができる。紫外線領域内及び赤外線領域内
における波長を、該装置１０８によって放射することもできる。該光源は、拡散光、白色
光、単色光、複数の単一波長の光、白熱灯の光、エレクトロルミネセント光、蛍光灯の光
、ハロゲン光、紫外線の光、偏光された光、コリメート光、無線通信装置によって提供さ
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れる光、光ファイバーケーブルによって提供される光、及びこれらに類するものとするこ
とができる。一実施形態において、光源には、拡散入射光を提供するためのディフューザ
を含めることができる。
【００３２】
　一実施形態において、肌からの反射光を検出するためのセンサを、ＣＣＤカメラ、ＣＭ
ＯＳベースの撮像システム、ディジタルカメラ、ウェブカメラ、（携帯電話か又はiPhone
のような）通信装置内に組み込まれたカメラ、ＰＤＡ（個人情報端末）、腕時計か又は（
スポーツタイプの指示などで肌を連続的に監視するための）他の着用可能な装置、サード
パーティの装置１０９、スキャナ、及びこれらに類するものの中に存在する光学部品内に
おいて、具現化することができる。該センサを、ＩＲ波長又は可視波長の付近などの、任
意の波長の光を吸収するよう構成することができる。該センサを、自動的に特定の波長を
フィルタリングして取り除くように構成することができる。該センサを、（肌の小規模の
部分、フルフェイス、完全な皮膚検査、及びこれらに類するもののように）任意のサイズ
の領域を撮像するよう構成することができる。該センサを、装置１０８と、関心のある領
域との間に介在する任意の液体が無くても動作するよう構成することができるか、或いは
、油のようなアプリケーションと共にか又は関心のある領域に対する他の反射媒体と共に
用いることができる。該領域からの任意の距離からの反射光か、又は関心のある領域に接
触した時の反射光を、検出するよう該センサを構成することができ、該センサを、後続の
ビジュアル及び／又はアルゴリズム的分析のために使用することができる。この反射光か
ら生成された画像は、ビジュアルな並びに分光の画像か又は電磁気皮膚マップの両方に考
慮されることが可能である。該センサは、撮像されている領域のサイズ並びにその撮像領
域からの距離の測定を可能にする内部較正スケールを有することができる。一実施形態に
おいて、レンズが、検出光学部品からの反射光を、可視ＮＩＲ感光ＣＣＤか、ＣＭＯＳか
、又は他の検知デバイス上へと合焦させることができる。一実施形態において、該センサ
を、高フレームレートにおいて画像を取得するよう構成することができる。一実施形態に
おいて、前記装置１０８は、高倍率レンズを有することができる。
【００３３】
　一実施形態において、装置１０８は、分析のために、及び／又は、分析機関（設備）１
５４への伝達のために、取り込んだ画像を格納することができる。該分析機関１５４は、
施術者（開業医）、自動分析ツール、分析ツールを用いている施術者、及びこれらに類す
るものとすることができる。データの記憶１１０は、画像の取り込みが開始された時に手
動で行われることが可能であり、肌との接触時に自動的に行われることが可能であり、リ
モートに制御されることが可能であり、及びこれらに類するように実施されることが可能
である。データを、内部のデバイスメモリ１６８内に格納することができるか、或いは、
ＵＳＢメモリ、外部ハードドライブ、大容量記憶装置、及びこれらに類するもののような
記憶媒体１７０内に外部的に格納することもできる。前記装置１０８を、ワイヤ接続を介
してか又は無線によってのいずれかで、ラップトップコンピュータ、キオスクのコンピュ
ータ、デスクトップコンピュータ、中央サーバ、及びこれらに類するもののようなコンピ
ュータに対して、外部的に接続することができる。例えば、その接続は、直接的なＵＳＢ
接続とすることができる。装置１０８が、コンピュータに接続される時には、取り込まれ
たデータを、自動的にか又は手動による操作（イニシエーション）のいずれかによって、
該装置１０８から該コンピュータへと、ダウンロードするか又は伝達することができる。
例えば、装置１０８は、コンピュータとの接続においてクレードルを有することができる
。装置１０８が、該クレードル内に配置された時には、データは、該装置１０８から伝達
されるか又はダウンロードされることが可能である。追加的には、前記コンピュータに接
続された時に、装置１０８は、グレードルを介してなどによって、ソフトウェア更新を受
け取ることができる。複数の実施形態において、装置１０８は、内部記憶装置を持たず、
持続性の配線接続か又は無線接続を通じて外部的にデータを伝達するか又は格納すること
を可能にすることのみが可能である。データの伝達及び格納は、完全に自動化されたプロ
セスとすることができるか、又は手動による操作とすることができる。無線ネットワーク
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接続、セルラー接続、ワイヤード接続、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ接続、及びこれらに類する接
続にわたって、データを伝達することができる。装置１０８からのデータ伝達は、遠隔評
価技法を可能にすることができる。一実施形態において、音声（ヴォイス）応答、テキス
ト応答、ビデオデータ、及びこれらに類するもののような非画像データを、本明細書内に
おいて記載されているような装置１０８によって格納すること及び／又は伝達することも
また可能である。装置１０８は、音声（オーディオ）を記録する内部マイクロホンと、映
像（ビデオ）を記録するビデオカメラと、テキスト応答を記録するキーボード入力部と、
これらに類するものとを、有することができる。一実施形態において、装置１０８は、外
部的に利用可能な音声（オーディオ）及び映像（ビデオ）を使用することができる。
【００３４】
　一実施形態において、データの格納は、スキンヘルス記録１２１内とすることができる
。該スキンヘルス記録１２１は、ユーザの肌に関係した重要な医療用の、非医療用の、及
び美容用の指示に関する情報を含む、個別のオブジェクトか又はデータベースか又は収納
場所とすることができる。これには、画像か、グラフィックスか、アイコンか、書き込み
履歴か、個人に関する人口統計学上の情報か、（水分、弾力性、堅さ、質感（テクスチャ
）、色レベルのような）美容状態のレベルか、又は（炎症のような）非医療条件、及びこ
れらに類するものを含めることができる。ユーザは、任意の装置１０８か、１０９か、又
は入力部１１２からのデータを、記録１２１に、自分で入れることができる。記録１２１
には、肌問題の履歴、コメント、ユーザｂｌｏｇ、及びこれらに類するものを含めること
ができる。一実施形態において、スキンヘルスの記録１２１は、画像の取得時に自動的に
データが入れられることが可能である。例えば、分析のために、第１の画像をあるユーザ
が提示（サブミット）した時には、記録１２１が、自動的に生成されて、情報が入れられ
ることが可能であり、該情報は、編集されることが可能であり、その画像から及びその分
析から導き出されることが可能である。
【００３５】
　一実施形態において、データ記憶装置１１０を、ある施術者の記録１８０内とすること
ができる。ある施術者の記録１８０は、（背景の人口統計学上のデータ、個人情報、ダイ
エットに関する情報、スキンヘルス記録１２１、及びこれらに類するものを含む）重要な
ヘルス特徴の収納場所とすることができる。それには、画像と、他の画像データファイル
へのリンクと、（個人用の肌製品、医療製品、及びＯＴＣ製品、及びこれらに類するもの
の）追跡の有効性と、重要なパラメータに関するそれらの履歴的な影響（効果）とを組み
込むことができる。それにはまた、コミュニティデータか、或いは、患者か又はユーザに
類似している可能性のある選択された個人別のデータもまた取り込むことができ、ランキ
ング及びコメント、及びそれらに類するものを含めることもできる。
【００３６】
　一実施形態において、データ記憶装置１１０は、個人専用の生成記録１７２内とするこ
とができる。スキンヘルスの測定１６０に基づき、所望の効果を得て肌を健康にさせるた
めのための生成構成要素を、選択することができる。この構成要素の選択を、装置１０８
の使用と、個人専用化された生成記録１７２による、ある期間にわたるスキンヘルスの変
化の追跡とを通じて、様々な製品及び構成要素（成分）の提供による様々なスキンヘルス
パラメータの変化を分析して追跡することによって達成することができる。選択される生
成構成要素は、特定されると、それらが混合されて、個々の肌特性及び／又は（改善され
た湿潤などの）所望の目標に最も適合した製品が生成されることが可能である。従って、
個人専用の製品を、ユーザのためにつくり出すことができる。追加的には、この同じプロ
レスが、医療用の及び非医療用の目的及び要件のために、特定のカスタマイズされた肌製
品及び構成要素を生成するために用いられることが可能である。
【００３７】
　一実施形態において、取り込んだデータの形態は、任意の標準的な画像処理及び操作ソ
フトウェア及び技法、ワードプロセッサのソフトウェア、スライドショーのプレゼンテー
ションのアプリケーション、表計算ソフトのアプリケーション、及びこれらに類するもの
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と、互換性を有するものとすることができる。例えば、取り込んだデータは、ｊｐｅｇ、
ｔｉｆｆ、ｐｉｃｔ、ｐｎｇ、ｂｍｐ、ｇｉｆ、ｐｄｆ、及びこれらに類するもののよう
な任意の適合可能な画像フォーマットとすることができる。一実施形態において、複数の
画像を、動画として取り込むことができるか、或いは、複数の画像を組み合わせることに
よって動画を構築することができる。
【００３８】
　一実施形態において、電力プラグ、バッテリ、ソーラー電力、ＵＳＢ電力、及びこれら
に類するものなどの任意の適合可能な電源により、装置１０８を、電力供給することがで
きる。画像の取得を開始するために、ユーザは、装置１０８に対して電力供給を開始する
ことができる。取得は、自動的に開始することができ、肌に対して装置１０８が置かれた
時に開始することができ、ボタンのようなトリガが、ユーザによって動作させられた時に
開始することができ、及びこれらに類するように開始することができる。
【００３９】
　装置１０８は、撮像化されることとなる領域を視るためのディスプレイを有することが
できる。例えば、異なる日にわたって撮られる一連の画像などの、ある期間にわたる正確
な画像を取得するために、ユーザは、位置決めツールと共にディスプレイを使用すること
ができる。該ディスプレイは、装置１０８と統合したものとすることができるか、或いは
、別個のディスプレイとすることができる。例えば、有線（ワイヤード）接続か又は無線
接続を用いて、装置１０８を、コンピュータのモニタのようなモニタに接続することがで
きる。一実施形態において、装置１０８に対するユーザインターフェース１０２は、撮像
化のリアルタイムビューを表示させることができる。
【００４０】
　一実施形態において、装置１０８は、ユーザデータのプライバシーを保護するためのセ
キュリティ機能を有することができる。例えば、装置１０８は、暗号化技術による固有の
マックＩＤを有することができる。
【００４１】
　一実施形態において、装置１０８を、周辺装置か又は機能的なアタッチメントに関連付
けることができる。例えば、装置１０８を、血圧モニタ又はセンサ、心拍数モニタ又はセ
ンサ、及びこれらに類するものに関連付けることができる。例えば、装置１０８を使用し
て、皮膚損傷の事前診断１６２を実施することができる一方で、スキンヘルスに加えて健
康の他の側面を評価するために、血圧、心拍数、及びこれらに類するものなどの他の評価
項目の監視も行うことができる。
【００４２】
　一実施形態において、装置１０８を、ハンドヘルド式に装置１０８をユーザが操作する
ことを可能にするための大きさにすることができる。装置１０８を、携帯用のサイズにす
ることもできる。装置１０８を、片手操作用に構成することもできる。例えば、該装置を
、図４Ａ及び図４Ｂとして具現化することができる。しかしながら、該装置は、（鏡、広
範囲の領域を撮像するために構成された大規模装置、ＰＤＡ、スキャナ、モバイル通信装
置、及びこれらに類するものなどの）任意の形状及び／又はサイズにおける複数の他の実
施形態を有することもできる。図４Ａ内において、その照明源は、中央検出エリアの周囲
における複数ＬＥＤの環としてみることができる。両方の画像内において、サイズ、ハン
ドヘルド特質、及び携帯性が、明確に示されている。動作の容易性が、ラップトップに接
続されたホームユーザのような未経験のユーザでさえ、装置１０８を用いることを可能に
する。装置１０８は、より大きなカメラシステムの一部ではなく、自己完結型ユニットと
することができる。一実施形態において、装置１０８を、片手用の人間工学的な保持（ホ
ールティング）用に設計することができる。一実施形態において、反射媒体の提供を伴っ
てか、或いは反射媒体の提供を伴わずに、装置１０８を使用することができる。一実施形
態において、装置１０８を用いて、距離を隔てて、近寄って、直接接触して、及びこれら
に類するやり方で画像を取り込むことができる。例えば、装置１０８とインターフェース
するコンピュータ上にロードされたソフトウェアが、近距離の画像取り込みと、遠距離の
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画像取り込みとを促すことができる。
【００４３】
　一実施形態において、装置１０８は、スタンドアロン型のもの、非ハンドヘルド・バー
ジョンのものとすることもでき、その装置を用いて、画像を、すなわち特定の身体の構成
要素か又は物質を、撮ることができる。
【００４４】
　一実施形態において、腹腔鏡検査、細胞検査、尿管鏡検査、関節鏡検査、内視鏡検査、
ダーモスコピー（悪性黒色腫の顕微画像診断）、婦人科、泌尿器科、歯科、（耳、口、肛
門、鼻などを通した）自然オリフィス挿入分析、皮膚を通じた乳癌分析、及びこれらに類
するものに関連付けられた最小限に侵襲的な医療用装置の構成要素として使用するために
、装置１０８を構成することができる。例えば、システムは、データを処理して、外科に
適したか又は他の医療的なセッティングにおいてビデオモニタ上にか又は他のディスプレ
イ上に映し出すことを可能にすることができる。医療の専門家が、静止画像の取り込みか
、又はビデオの取り込みのようなビューイングモード（表示モード）を選択することを可
能にすることができ、光源、センサ、及びディスプレイのパラメータを手動で調整して、
装置１０８による観察、識別、及び監視において支援することを可能にすることができる
。一実施形態において、システムを、様々なタイプの医療手順と、医療の専門家が遭遇す
る可能性のある組織タイプとについて、様々なプロトコルで事前にプログラミングするこ
とができ、これにより、手順及び検査されている組織のタイプにおける医療の専門家の指
示に基づいて、該システムが、装置１０８を自動的に処理することが可能になることとな
る。
【００４５】
　一実施形態において、装置１０８は、スキンヘルス試験１６０を可能にすることができ
る。撮像装置１０８を用いて、スキンヘルス試験１６０を実施して、肌の特性を知って、
診断を得ることができる。このハードウェア装置は、画像を取り込むことができ、該画像
の分析を可能にする。装置１０８内における撮像構成要素は、色、年齢、ダメージ、コラ
ーゲン、エラスチン、毛穴及びタイプ、ケラチン、及びこれらに類するもののような様々
なスキンヘルス特性を測定することを可能にすることができる。スキンヘルス試験１６０
を、家庭内において、スパ内、クリニック内、病院内において、任意の位置における携帯
電話から、及びこれに類するものから実施することができる。スキンヘルス試験１６０を
、アンケート調査を通じた特定の背景情報、画像アップロード、遺伝的な試験、ＤＮＡサ
ンプル、及びライフスタイルの習慣情報と組み合わせて用いて、肌状態１５８を判断する
ことができる。該試験１６０は、肌の生物物理学的な健康に関連した特定の情報に応答す
ることとなり、該肌の一部が、ある医療的か又は非医療的か又は美容的な問題又は状態に
対して、物理的な及び遺伝的な傾向になることとなる。
【００４６】
　一実施形態において、装置１０８は、事前診断１６２を可能にすることができる。これ
は、（ユーザ、皮膚科医、医療の実践者、美容師（エステティシャン）、及びこれらに類
する者のような）施術者が、関心のある肌か又はこれに類するものの画像及び／又はアン
ケートを入手するために、ユーザからのリクエストを受け取ることが可能な、及び、既存
状況のアルゴリズム的分析に基づく事前診断を受け取ることが可能な、事前診断のシステ
ムである。ユーザは、施術者に会うことになる前に、状況の事前診断と共に、アンケート
と画像とを提示（サブミット）することができ、これによって、フォローアップを可能に
することができる。装置によって取り込まれた画像を提示して、予備の診断を得ることが
でき、最良の施術者に対して、そのケースを効果的に参照させることを可能にすることが
できる。事前診断１６２を、画像、手動分析、それらの組み合わせ、及びこれらに類する
ものにおけるソフトウェアアルゴリズムによって実施することができる。事前診断１６２
には、予備評価を含めることができ、並びに、事前診断１６２は、最終的な診断又は評価
のために必要とされる時間と、必要とされるステップとを指示することができる。この事
前診断１６２の機能は、施術者の効果的なスケジューリングを可能にすることができる。
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事前診断１６２は、特定の肌の問題を表示することを助けることもでき、並びに、ある問
題を有するユーザを識別することもできる。
【００４７】
　一実施形態において、装置１０８は、リモート監視１６４を可能にすることができる。
ユーザは、該装置を、該ユーザの自宅内で個人的にか、仕事にか、又は任意の他の場所に
おいて使用して、リモート監視１６４を実施することができ、及び、画像を提示して該ユ
ーザの肌の健康か又は医療的な状態の進展を追跡することができる。施術者が、トリート
メントにおける変更を遠隔的にガイドすることか、又は予防要因について遠隔的にガイド
することを可能にすることができる。ユーザが医師をその提供者（プロバイダ）に訪問さ
せることの必要が無くなることとなり、該提供者は、患者の変化を観察するために日中の
時間を都合良く選択することができるため、リモート診断は、進展を監視することの効率
性を大幅に向上させることができる。監視されたデータを、記録としてか又はリアルタイ
ムに視ることができる。
【００４８】
　本発明の一態様において、撮像装置１０８は、非偏光の光による既知の入射角で、関心
のある領域を照射することができる。該領域の磁気特性の分光画像を得るために、（関心
のある該領域の電気的な特性を有した）その反射された偏光光だけを、（関心のある該領
域の電磁気的な特性を有した）任意の反射された拡散光から取り去ることができる。該拡
散光及び反射された偏光光に対応する画像内のピクセルの分布を、任意の従来の手段によ
って判定及び指示することができる。既知の画像センサの場合には、電磁気信号に対応す
る拡散光画像と、電気信号画像に対応する反射された偏光光との間におけるピクセル画像
分布の一対一マッピングを、同じ領域についての分光データの強度の分布によって生成す
ることができる。前記領域の磁気的な勾配の画像を、ＡＦＭ－ＭＭＲ（磁気モードレジー
ムにおける原子間力顕微鏡）のような装置によって、生成することができ、前記一対一の
対応から、肌状態１５８は、勾配画像、拡散光画像、及び反射された偏光光の画像に基づ
くものとすることができる。
【００４９】
　一実施形態において、装置１０８は、肌のディジタル分光撮像を実施するための撮像装
置１０８とすることができる。入射非偏光光を、白色光、拡散光、単色光、複数の単一波
長の光、及びこれらに類する光などの、装置１０８に関連付けられた非偏光光源から、目
標の肌組織へと、垂直方向にか又は垂直方向からの角度アルファにのいずれかにおいて配
送することができる。電気的特性と磁気的特性との両方を有した白色光が、ある特定の角
度で肌組織上へと入射した時には、その組織の構成要素と相互作用して、偏光成分を有す
る反射光が生じる結果となる。複数の実施形態において、前記入射光を偏光させることが
できる。肌組織によって反射された非偏光の光は、少なくとも部分的に偏光されたものと
なる可能性がある。その偏光された光か又は拡散光のうちのいずれかの反射光を、装置１
０８によって取り込むことができる。そのような複数波長の（マルチスペクトルの）肌の
撮像化を用いて、電磁気肌トポグラフィーに展開することができる。配向、振幅、位相、
角度、形状、度合い、及び量、などの、反射光の偏光の態様と、反射光の波長とを測定す
ることによって、肌組織の生物物理学的な特性を取得することができる。１つか又は複数
の肌組織から取得された総計の生物物理学的データから、並びに、取り込んだ画像のビジ
ュアル分析から、及び、ついでに言えば、ユーザから得られた任意の追加的なデータから
、肌状態１５８を判定することができる。例えば、肌状態１５８には、水分、しわ、毛穴
、弾力性、明るさ、及び本明細書内において記載されているような任意の多くの測定に関
するデータを、含めることができる。白色光の入射角のアルファを変更することにより、
肌組織に対する光の侵入の深さを、変更することができる。肌内における各々の深さは、
異なる肌組織に対応する。各々の肌組織又は深さごとに、全偏光光の反射を生じさせる特
定の角度が存在する可能性がある。例えば、ある入射角を用いて、表皮内における肌組織
についてのデータを取得することができる。しかしながら、肌内における異なる深さにお
いて存在する皮下組織内における肌組織上のデータを取得するためには、該入射角を、変
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更する必要がある可能性がある。該入射角を、数ミクロンから最大で数センチメートルま
での肌の任意の場所に侵入するよう変更することができ、従って、他の非皮膚の組織から
の反射の取り込みを可能にすることができる。例えば、腫瘍、乳癌、黒色腫、及びこれら
に類するものを撮像するためなどの、非侵襲性の撮像ツールとして、装置１０８を用いる
ことができる。一実施形態において、撮像されることになる領域は、その組織内において
標準的か又は病理学的な変異（組織の複屈折特性内の変異など）を有する可能性のある任
意の生物学的組織とすることができる。例えば、傷跡、ケロイド、異常肥大瘢痕、及び条
痕は、全て、正常な皮膚とは異なるコラーゲン繊維の組織を有する。コラーゲンは、皮膚
の傷の修復における主要な決定要因であるため、コラーゲン組織及び濃度における変化を
監視することに関心を示すことができる。例えば、治癒が進行するにつれて増加する可能
性のあるコラーゲン塊の大きさによって、及び、治癒が進行するにつれて増加する可能性
のある分子又は小原繊維レベルにおけるコラーゲン組織の組成によって、及び、複屈折の
戻りか又は増加によって、及びこれらに類するものによって、治癒の段階を判定すること
ができる。コラーゲン組織は、偏光された光に敏感なので、本明細書内においてこれまで
説明してきたように、及び、更にこれから説明されることとなるように、偏光ベースの技
法を用いて、傷の編成中、治癒プロセス中、及び傷のトリートメント中に、その組織内に
生じた変化を監視することができる。
【００５０】
　様々な肌組織の電気的及び磁気的特性を測定することができることは、健康な肌組織と
、健康でない肌組織との間の差別化を可能にすることができる。正常なすなわち健康な肌
組織は、不健康なすなわち異常な時の等価な組織によって示される構造とは異なるある特
有の構造を示す。これらの構造上の変化を、反射光の偏光の一態様などの、皮膚から反射
された光の一態様における差異によって検出することができる。偏光の該態様は、光の波
長、配向、振幅、位相、角度、形状、度合い、光の偏光の量、及びこれらに類するものと
することができる。マクスウェルの方程式によれば、波として振舞う２つのベクトル、す
なわちＥ及びＢとして記載することが可能な電界と磁界とを含むものとして、光を説明す
ることができる。これらのベクトルは、光の伝搬方向に対して垂直であり、互いに直交し
ている。更には、電界Ｅが与えられると、マクスウェルの方程式によってＢを決定するこ
とができ、その逆の場合もまた同様である。従って、肌組織によって反射された光の電気
的な成分を測定することによって、磁気的な成分か、又は偏光の度合い／偏光状態を、決
定することができる。反射光及び非偏光の白色光における偏光成分からのこれらの電気的
及び磁気的な読み取り値を、同じか又は類似の角度における光による正常なすなわち健康
な肌組織の入射における読み取り値と比較することによって、肌組織内における、及びそ
の組織の分子内か又は組織の構造内における、変化を検出することができる。測定値の各
範囲は、ある特定の問題のある構造に対応する可能性があるので、電気的決定と磁気的決
定との両方の量か又は他の態様に基づいて、癌、皮膚病、美容のための指示、及びこれら
に類するものなどの特定の問題（異常）を検出することができる。任意の他の分子か、細
胞か、又は組織が、次に、同じ角度での同じタイプの光で入射した場合には、反射成分に
おけるある波長の強さは、測定された成分の構造状態内における差異の強度の測定を可能
にすることができる。反射光の偏光状態を、多くのパラメータによって説明することがで
きる。偏光楕円の観点から、具体的には偏光楕円の配向及び伸長から、偏光状態を説明す
ることができる。偏光状態を説明するために使用されることが可能なパラメータには、（
楕円の半・長軸とｘ軸との間の角度である）方位角（ψ）、（２つの半・軸の比率である
）楕円率（ε）、（楕円率のアークタンジェントである）楕円率角、偏心、振幅、偏光面
内の電界ベクトルにおける２つの成分の振動の位相、及びこれらに類するものを含めるこ
とができる。例えば、零の楕円率は、直線偏光に対応し、１の楕円率は、円偏光に対応す
る。反射光の偏光は、楕円偏光、直線偏光、円偏光、左円偏光、右円偏光、及びそれらの
可能性のある任意の組み合わせ、のうちの少なくとも１つとすることができる。
【００５１】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定することには、ビジュアル分析及び分光分析



(65) JP 2014-64949 A 2014.4.17

のための画像を得るために、反射光を処理すること及び分析すること（１５４）を含める
ことができる。反射光の波長と他の特性とを調査することによって、分析１５４を容易に
することができる。例えば、入射光が白色光である場合には、その反射光を、フィルタリ
ングして、複数波長の集まり（コレクション）か又は単一波長、及び最終的には特定の肌
組織蛍光を調査することができる。別の例では、ＬＥＤによって提供されるような単色光
か又は半単色光を用いて、目標の蛍光色素分子（フルオロフォア）及び発色団を励起させ
ることができる。この例では、より深い層の蛍光を、抽出することができる。この例にお
ける反射光もまた、フィルタリングして、ある特定の蛍光を分離させることができる。別
の例では、照明光の波長を変更することによって、皮膚内における様々な深さからの生物
物理学的特性の検出を可能にすることができる。追加的には、血液内にみられるヘモグロ
ビンの様々な形態のような、ある発色団は、特定の吸収帯を有しており、従って、異なる
色の光によって生成されたデータを処理することは、偏光光に敏感な可能性のある発色団
分布についての情報をもたらすことができる。波長の依存性（依存関係）を、幾つかのや
り方で取得することができる。すなわち、１）単一波長の光か又は複数の単一波長の光を
連続的に照射して、結果として生じたそれぞれの画像を別々に収集するか、或いは、２）
白色光を照射して、検出中か又は処理中のいずれかにおいて、個々の波長についてか又は
個々の波長の集まり（コレクション）について反射光を調査する。分光、偏光ベースの画
像を形成するために１つか又は複数の波長の光を処理すること及び分析することによるい
ずれかの方法によって取得されたデータからの情報を、アルゴリズム１５０を用いて得る
ことができる。一実施形態において、両方の技法の組み合わせは、肌の表面からの反射の
排除を可能にすることができる。
【００５２】
　一実施形態において、フィルタリングを用いて、紫外線、赤外線、赤外線付近、可視光
、及びこれらに類するものに属している範囲の波長のようなある範囲の波長を取り除くこ
とができる。該フィルタは、ディジタルフィルタか又はアナログフィルタとすることがで
きる。例えば、取り込んだ画像を、ソフトウェアによって処理することができ、該ソフト
ウェアは、ディジタルフィルタ技法を用いて、分析のために、画像を処理することを可能
にすることができる。例えば、ソフトウェアを用いて、特定のカットオフ波長、１セット
の単一波長、サンプリング間隔、及びこれらに類するもののような任意のディジタルフィ
ルタパラメータを選択することができる。例えば、ディジタルフィルタを用いて、４０５
ｎｍ、４５８ｎｍ、４８８ｎｍ、５３２ｎｍ、５８０ｎｍ、及び６３３ｎｍの波長の反射
を分離することができる（但し、これらに限定されない）。他の例では、（装置１０８の
光学部品に一体化されたフィルタなどの）アナログフィルタを用いて、画像を、それら画
像が取り込まれるようにフィルタリングすることができるか、或いは、それら画像が格納
され、伝達され、操作され、処理され、及びこれらに類することを実施されるように（外
部のアナログフィルタなどによって）フィルタリングすることができる。画像をフィルタ
リングすることは、結果として、下部組織の画像、及び／又は、特定パターンの偏光光の
画像を取得することができる。画像をフィルタリングすることは、結果として、反射光の
電気的成分と磁気的成分との分離を生じさせることができる。フィルタリングされた画像
に対して、アルゴリズム的分析を実施することができる。特定波長の光を分離させること
によって、フィルタリングは、皮膚表面の反射に起因した反射を削減することができる。
例えば、分析のために、ある波長の光だけが分離される時には、画像内において、皮脂腺
が、明るいスポットとして現われることができる一方で、異なる波長の光の分離は、撮像
された領域内の全ての毛穴の可視化を可能にする。従って、より深い層からの蛍光を分離
させることができる。
【００５３】
　本発明の一態様において、ホストシステム１０４には、アルゴリズム１５０、データ統
合部１５２、分析ツール／ＡＰＩ’ｓ１５４、肌状態１５８、専門家相談部１２８、及び
これらに類するものを含めることができる。肌状態１５８は、装置１０８、ユーザ入力、
専門家相談部１２８、他の入力部１１２、分析１５４、アルゴリズム１５０、及びこれら
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に類するものによって実施された試験１６０、事前診断１６２、及び監視１６４に基づく
、データオブジェクトか又は肌の特徴付けとすることができる。肌状態１５８を、全ての
下部データ及びユーザ情報と共に、スキンヘルス記録１２１内に格納することができる。
一実施形態において、ホストシステム１０４には、サーバのアーキテクチャを含めること
ができる。ホストシステムは、技術にとらわれないもの（技術的に不可知論）とすること
ができる。ホストシステム１０４には、１つか又は複数のクラウドコンピューティング、
サービス指向型アーキテクチャ、分散オブジェクト、及びこれらに類するものを含めるこ
とができる。
【００５４】
　一実施形態において、専門家相談部１２８は、分析、推薦情報、評価アドバイス、及び
これらに類するものを提供することができる。事前診断と同様に収集された肌画像データ
は、医師の診断、保険、血液分析、及びこれらに類するもののような任意の他の同類のデ
ータも加えて、ユーザか又は施術者によってか、或いは、他のユーザによってのいずれか
によって、専門家に参照されて、分析か推薦情報か又は評価アドバイスを得ることが可能
である。複数専門家が、地理的に遠く離れた場所に配置されることが可能であり、非常に
様々なスキルを有することができる。例えば、肌画像データ及び分析を、他のユーザの要
求に応じて、インド内のハーブの専門家と共有することができるか、或いは、ユーザは、
フランス内の老齢化の専門家と、画像データが共有されることとなるように要求して、該
専門家の経験から、最も適したスキンケアトリートメントを学ぶことができる。該専門家
の相談分析情報を、肌の履歴記録１２１の一部として、ホストシステム１０４上において
保持することができ、該専門家の相談分析情報を、ユーザの都合の良い時に、該ユーザに
よってアクセスすることができるか、或いは、他のユーザと共有することができる。
【００５５】
　一実施形態において、システム１０４は、肌分析を不連続に及び正確に及び低コストで
、素早く、及び安全なやり方で実施するための、自宅ベースのもの、臨床のか又は医療の
セッティングにおけるもの、スパ及びサロンにおけるもの、化粧品カウンタにおけるもの
、化粧品セールにおけるもの、及びこれらに類するものにおけるものとすることができる
。複数の実施形態において、装置１０８は、ユーザインターフェース１０２、オンライン
プラットフォーム１２０、モバイルプラットフォーム１２４、及びこれらに類するものと
統合させて、分析１５４、肌状態１５８の記録保持を実施することができ、遠隔施術者か
又はアルゴリズム１５０からの推薦／分析情報を取得することができ、及びこれらに類す
ることを実施することができる。自宅ベースのシステム１０４によって、（アドバイスを
提供するための任意の資格が与えられたか又は与えられていない者とすることができる）
施術者が、（撮像装置１０８か又はサードパーティ装置１０９によって捕捉されることが
可能な）美容か又は非美容の状況を分析して、（アンケート調査、アップロードされた画
像、及びこれらに類するものからの）入力に基づき、（製品、処方計画、ダイエット、ラ
イフスタイル、及びこれらに類するものに関する）アドバイスと推薦情報とを提供するこ
とを、可能にすることができる。該システムは、個人のビジネス用にカスタマイズ可能な
、開始者（スターター）のウェブサイトから成るものとすることができる。該ウェブサイ
トにおいて、施術者は、クライアントの美容スキンヘルスを、編成することができ、彼ら
の処方計画を追跡することができ、製品を推薦することができ、彼らのオンラインアドバ
イザーとなることができ、及びこれらに類することを実施することができる。このことは
、分析と装置プラットフォームとを利用することによって、施術者が、コメント、画像、
質問、及び／又は、関心事及びこれらに類することを分析して、アドバイス、ライフスタ
イル改善に関する相談、及び追跡を提供することが可能になることとなる。スパ／サロン
ベースのシステムは、個人専用の（個人別の）肌の資産化を可能にすることができる。例
えば、スパは、該装置を所有することができ、該装置は、画像を取り込んで、肌状態を提
示するよう構成された大規模ディスプレイに提供することができ、次いで、施術者が、ト
リートメントの効果をシミュレートすることを可能にすることができる。ユーザは、肌状
態１５８を、対等者か又は他のスパ常連客と比較することができ、何が彼等にとって効き
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目があったか又は彼らが何を購入したかに基づいて、推薦情報を生成することができる。
所望の改善を、構成要素（要因）と、ユーザの肌にとって最も効果のある製品／処方計画
１１８とに相互に関連付けることができる。スパ／サロンベースのシステム１０４は、肌
状態１５８に基づき、製品／サービスの推薦情報を生成することができ、推薦情報に基づ
き、ワンクリックのショッピングを提供することができ、ｓｋｕ追跡を可能にすることが
でき、契約上の関係などを通じてウェルネス・パッケージを提供することができ、スパか
らスパへと、自宅からスパへと、及びこれらに類するように、処方計画を移植させる能力
を提供することができ、手続き（又は医療手当）の長さを施術者が調整するのを助けるな
どの処方計画／アドバイスの最適化を可能にすることができ、目標とする治療（セラピー
）の発展を可能にすることができ、クライアントに対する明確なビジュアル伝達を可能に
することができ、製品／サービスのレポートの有効性を生成することができ、及びこれら
に類することを実施することができる。レポートは、他のユーザとの相関関係、処方計画
１１８のフィードバック、処方計画１１８の変更、スキンサイクルの監視、及びこれらに
類するものに基づくものとすることができるか、又は、レポートには、他のユーザとの相
関関係、処方計画１１８のフィードバック、処方計画１１８の変更、スキンサイクルの監
視、及びこれらに類するものを含めることができる。皮膚科医、一般の医師、メタボリス
ト、及びこれらに類するものなどの医療的な施術者（開業医）ベースのシステムは、事前
診断を可能にすることができ、施術者のスケジューリングシステムにリンクすることがで
き、サービスの事前・価格付けを可能にすることができ、追跡をフォローアップすること
を可能にすることができ、及びこれらに類することを実施することができる。化粧品セー
ルか又は小売りベースのシステム１０４は、製品の在庫表を組み込むことを可能にするこ
とができ、これにより、在庫を明確にすることができる。ハンドヘルド型の／携帯型の装
置１０８を、化粧カウンタにおいて、ドラッグストア内において、自宅か又は顧客の化粧
ショー／パーティにおいて、及びこれらに類するところで、使用することができる。ユー
ザは、ホルスター、充電器、及びこれらに類するものなどの、装置のための周辺機器／ア
クセサリを購入することができる。ユーザは、スキャンされるごとに支払を行うことがで
きるか、或いは、スキャンニングサービス及びこれに類するものに申し込むことができる
。システム１０４は、ヘルスクラブ内、ジム内、リゾート内、及びこれらに類するものに
基づくものとすることができる。化粧品の製造／試験ベースのシステムは、肌状態ベース
の製品設計を可能にすることができ、スキンケアサンプルを特定の消費者に目標付けるこ
とができ、及びこれに類することを可能にすることができる。獣医学的な皮膚の及び非皮
膚の問題を監視するために、システム１０４は、獣医学ベースとすることができる。医療
的な状態の評価を繰り返すこと、緊急のスキンケアの順序をトリアージ方式で決めること
、及びこれらに類することを可能にするために、システム１０４は、病院内、ＥＲ内、軍
事セッティング、及びこれらに類するものをベースとすることができる。果物、野菜、及
び他のそのような農産物に対するアプリケーションを可能にするために、システム１０４
は、農業ベースとすることができる。外傷の管理、戦場診断及びトリアージ、及びこれら
に類することを可能にするために、システム１０４を、宇宙戦内、空中戦内、水中内、潜
水艦内、及びこれらに類するものなどの、戦場の状況（シナリオ）内においてか又は厳し
い環境内において、用いることができる。システム１０４は、任意の材料と、それらの特
定組成とを比較可能にすることに基づいて、調査を行うことができる。光の電気的な特性
の読み出しを利用することに基づいて、ユーザは、撮像された材料間の類似性か又は差異
を判別することを可能にすることができる。
【００５６】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定することには、分析１５４を用いることを含
めることができる。一実施形態において、取得したデータを、医師、皮膚科医、スパ従業
員、臨床試験実践者、エステティシャン、美容師、栄養士、化粧品販売員、及びこれらに
類する者のような施術者によって、分析することができる。該施術者は、取得に関するデ
ータを、アルゴリズム１５０、専門家相談部１２８、データベース１１５、及びこれらに
類するものの支援によって、視覚的に分析することができる。一実施形態において、施術
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者は、データを取得する場所から遠く離れることが可能である。一実施形態において、ア
ルゴリズム１５０を用いて、自動的にか、或いはユーザ、施術者、及びこれらに類するも
のの制御下におけるかのいずれかにおいて分光画像を得るために、反射光の処理及び分析
１５４を行うことができる。例えば、領域の磁気特性の分光画像を得るために、アルゴリ
ズム１５０のみを使用して、関心のある領域の電気的特性を有する反射された偏光光と、
関心のある該領域の電磁気的特性を有する反射された拡散光との間の差分を用いて、関心
のある該領域の画像を生成することができる。アルゴリズム１５０は、１）画像証拠を分
析してスキンヘルスを取得するための、２）決定されたスキンヘルスにとって最適である
可能性がある構成要素（要因）、薬剤、及び／又は製品に、スキンヘルスを相互に関連付
けるための、３）スキンヘルスを、スキンヘルス・コミュニティ内の対等者に相互に関連
付けるための、及び、４）スキンヘルス及び／又は他の類似のユーザの利用経験に基づい
て個人専用の製品を推薦し且つ設計するための、５）スキンヘルスにおける、及びこれに
類するものにおける測定可能な変化を観察するための、ルールベースのソフトウェア及び
プロセスとすることができる。アルゴリズム１５０は、自動化されたものとすることがで
きる。アルゴリズム１５０を用いて、癌の疑いの程度、発疹の分析、及びこれらに類する
ものなどの医療問題を分析すること（１５４）ができる。アルゴリズム１５０を用いて、
医療的か、非医療的か、又は美容の処方計画１１８、ニキビを回避する処方計画１１８の
有効性、日焼け防止の有効性、かゆみ防止クリームの有効性、及びこれらに類するものな
どの非医療問題を分析すること（１５４）ができる。ユーザのスキンヘルスを改善するた
めか又は維持するために、アルゴリズム１５０は、所望の改善を、構成要素及び最も効果
的な製品に相互に関連付けるのに有効なものとすることができる。アルゴリズム１５０は
、入射角、波長、光源の強度、反射光の一態様、フィルタのパラメータ、及びこれらに類
するものに基づいて、撮像された肌組織を判別するために較正スケールを利用することが
できる。アルゴリズム１５０は、皮膚検査の効果、ルミネッセンス効果、分光効果、及び
これらに類するものを判定するのに役立つものとすることができる。全てのアルゴリズム
１５０に関して、アルゴリズム１５０を調整するための、入力、出力、及び機能パラメー
タが存在することが可能である。一実施形態において、分析１５４には、拡散白色光を用
いて、材料の物理データ及び／又は画像を調べることと、単一波長か又は複数の単一波長
の光を用いて、材料の物理データ及び／又は画像を調べることと、偏光されある角度で反
射された光を用いて、材料の物理データ及び／又は画像を調べることと、拡散白色光と、
偏光されある角度で反射された光との間の差分を用いて生成された材料の物理データ及び
／又は画像を調べることと、単一か又は複数の波長の光と、偏光されある角度で反射され
た光との間の差分を用いて生成された材料の物理データ及び／又は画像を調べることと、
及びこれらに類することと、のうちの少なくとも１つを含めることができる。アルゴリズ
ム１５０を、装置１０８か又はサードパーティのハードウェア１０９によって生成された
データ及び画像と共に使用することができる。アルゴリズム１５０を、任意の画像取り込
み装置か又は技法を用いて、（非偏光の光、偏光された光、単色光、拡散光、白色光、複
数の単一波長光、及びこれらに類するものなどの）任意の種類の入射光を用いて、取り込
まれたデータ及び画像と共に使用することができる。複数の実施形態において、任意の取
り込んだデータか又は画像に対して、本明細書内において説明されるような、アルゴリズ
ム的分析を実施することができる。
【００５７】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、人工神経回路網、及びファジー論理に基
づくものとすることができる。例えば、アルゴリズム１５０を、分類のための確率論的枠
組みに基づいて、皮膚損傷診断において使用することができる。２種類のデータは、いず
れも神経回路網に対する入力とすることができ、すなわち、（強度、サイズ、数、及びこ
れらに類するものなどの）数値データと、（白色、灰色、暗い、及びこれらに類するもの
などの）記述データである。ファジー論理は、確率論的枠組み内において、構造化された
記述データを、直接的にエンコードすることができる。関連した記憶（メモリ）、学習ア
ルゴリズム１５０、及び適応制御システムの挙動に基づいて、神経及びファジーマシンの
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インテリジェンスは、収集した画像から取得した入力データと、生物物理学的な肌状態１
５８との間の対応付けを可能にすることができる。
【００５８】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、生物物理学的及び時空間的なデータに基
づく画像の単一及び多重のフラクタル解析に基づくものとすることができる。肌における
ディジタル画像データと分光データとの両方を、ハウスドルフ次元（フラクタル特性）と
、コルモゴロフのエントロピー（Ｋ－エントロピー）とを用いて分析することができる。
従って、分光データを、時空間セルへと分割することができ、多重フラクタル・オブジェ
クトとして分析することができ、（表皮の及び皮膚の）肌組織の機能的な不調和のレベル
に関する情報がもたらされる。これらの２つの分析における構造上のデータを、相互に関
連付けて、それらの間の一対一対応を確かめることができる。肌のディジタル画像データ
と分光データとの間におけるフラクタルの相関性が確立されると、ディジタル画像データ
の多重フラクタル解析を介して、肌組織の機能的な状態についての情報を得ることを可能
にすることができる。
【００５９】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、データの完全性の分析１５４のためのも
のとすることができる。例えば、アルゴリズム１５０は、後続する分析を信頼可能にレン
ダリングするのに十分なほど高詳細に画像が取り込まれたか否かを判定することを、可能
にすることができる。
【００６０】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、肌特性を分析するのに有効なものとする
ことができ、肌の生物物理学的な特性を取得して、肌状態１５８を判定することができる
。肌状態１５８は、時間ベースの変動による、下部の肌組織の組み合わせを取り込む。あ
る変動は予測可能である可能性があるが、ある変動は、（感染症、日焼け、ホルモンの失
調、及びこれらに類するもののような）過渡的な状態に基づくものである可能性がある。
アルゴリズム１５０は、メラニン細胞／メラニン、ヘモグロビン、ポルフィリン、ケラチ
ン、カロチン、コラーゲン、エラスチン、皮脂、皮脂腺の活性度、（汗及び脂肪分泌の）
毛穴、しわ、水分、弾力性、明度、（誘導体、塩、合成物、及びこれらに類するものなど
の）上述の全ての形態における構造、形態、濃度、数、サイズ、状態、段階、及びこれら
に類するもののような態様を測定することを可能にすることができる。アルゴリズム１５
０を用いて、水分レベルか、堅さか、ファインライン、しわの数及び段階か、毛穴サイズ
か、開いている毛穴の割合か、肌の弾力性か、肌引張線か、しみか、肌色か、乾癬か、ア
レルギーか、赤色部位か、一般的な皮膚疾患又は感染症か、或いは、（腫瘍、日焼け、発
疹、擦り傷、吹き出物、にきび、虫さされ、そう痒、出血、負傷、炎症、光損傷、色素沈
着、色調、入れ墨、火傷の割合／火傷等級、ほくろ（母斑）、皮膚損傷の態様（構造、色
、寸法／非対称性）、黒色腫、皮膚に認められる障害、皮膚病変、セルライト、腫れ物、
水疱形成疾患、皮膚の先天性の症候群の管理、（副）皮膚真菌症、肝斑、血管の状態、酒
さ、クモ状静脈、テクスチャ、皮膚潰瘍、創傷治癒、術後跡、メラニン損傷、非メラニン
損傷、基底細胞癌、脂漏性角化症、皮脂（油性）、爪及び／又はヘアに関連した問題、及
びこれらに類するものなどの）ユーザにとっての他の皮膚関連の問題などの、臨床的な、
医療的な、非医療的な、及び美容的な指示の定量的な評価を実施することができる。手動
でか、或いは、アルゴリズム１５０によって決定されたものとしてかのいずれかで、目標
とされる１つか又は複数の波長を、特定の評価項目（エンドポイント）の測定のために用
いることができる。本明細書内において説明されているように、特定の１つか又は複数の
波長のいずれかを入射光について選択することができるか、或いは、特定の１つか又は複
数の波長を、フィルタリングによって分離させることができる。アルゴリズム１５０は、
反射光の特性に基づいて、特定の肌組織の存在、不在、構造、形態、及びこれらに類する
ものを判別することができる。例えば、アルゴリズム１５０は、どの座標軸／角度で光が
偏光されるのかを検出することができ、これを、個々のタンパク質／下部の皮膚組織のシ
グニチャ発光スペクトルと比較することができる。各々の肌組織は、肌組織内に存在する
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分子（複数可）の電気的及び磁気的な寄与に基づいて、固有のシグニチャパターンを有す
るものとすることができる。本明細書内において説明されるように、アルゴリズム１５０
は、固有の偏光信号の電気的及び磁気的成分を識別し、分析し、及び分離することができ
る。該信号は、肌組織内における分子の集まった構造状態と相互に関連付けられることが
可能である。この信号を、標準の較正信号と比較することによって、下部の肌組織の態様
を、判別することができる。該標準の較正信号を、観測結果における肌組織／分子及びそ
れらの特定の波長のカタログ（目録）によって提供することができる。該カタログを、本
明細書内に記載された技法によってか又は任意の他の分光技法によって、発展させること
ができる。例えば、皮膚内の水分レベルを判別するために、アルゴリズム１５０は、反射
された偏光光と、反射された拡散光との比率を判別することができ、該比率を、水分レベ
ルと相互に関連付けることができる。理想的には、１００％に近い偏光光を、反射から生
成することができるが、９５％の偏光、５％の拡散のように、反射光の一部分が拡散光で
ある場合には、拡散光の量を、水分のレベルと相互に関連付けることができる。入射非偏
光の光は、肌組織と相互作用する可能性があり、反射光か又は屈折光の偏光の量が変化さ
せられる結果となる。この偏光された反射光か又は屈折光の強度を、測定することができ
る。この偏光光は、１００パーセントと同程度となる可能性があるが、反射された偏光光
の強度は、幾つかのケースでは１００％未満となる可能性がある。入射角と、撮像した材
料とが、反射光の偏光について実現可能な最大強度を決定することを助けることとなる。
ある特定の入射角の場合に、最大１００％での偏光光の最大量があり得るが、０から１０
０％の偏光までの範囲における任意の量の偏光光を、任意の肌組織によって反射された光
から期待することができることを理解すべきである。反射における差異の原因となる下部
は、皮膚内において取り込まれた且つ自由な水分の比率に起因する可能性がある。弾力性
を判定するために、アルゴリズム１５０は、関心のある領域に対する、エラスチンの濃度
を判定することができる。明度を判定するために、アルゴリズム１５０は、水分レベルと
肌色とを組み合わせて、単一の目標の評価にすることができる。目標のメジャー（評価基
準）を、専門家の等級スケールか又は他の外部のメジャー（評価基準）に相互に関連付け
ることができる。堅さ／張り具合を判別するために、アルゴリズム１５０は、関心のある
領域内のコラーゲンとエラスチンの濃度の評価を、（腺の数、開かれたもの／閉じられた
ものの割合、詰まり／充填のレベルによって測定されるものとしての）皮脂腺の活性度と
共に組み合わせることができる。アルゴリズム１５０は、変動する波長及び強度、及び（
反射率、励起／発光などの）分光技法、及びこれらに類するものを重ね合わせること（オ
ーバーレイ）を可能にすることができる。アルゴリズム１５０は、非偏光の光か、偏光さ
れた光か、又はこれらの組み合わせを用いて、装置１０８か又は任意の他の撮像装置によ
って収集された画像を処理及び分析１５４することを可能にすることができる。アルゴリ
ズム１５０は、熱電磁気（ＴＥＭ）画像か又は電磁気（ＥＭ）画像、入射偏光光によって
収集された画像、伝統的な皮膚検査画像、分光画像、従来型の画像、整合化した（ハーモ
ナイズド）光画像、及びこれらに類する画像などの多くの様々なタイプの画像を処理及び
分析１５４することを可能にすることができる。アルゴリズム１５０は、ある期間にわた
って肌状態１５８の分散測定値を計算することを可能にすることができる。肌状態１５８
を判定することにはまた、本明細書内に記載されているような様々なメジャー（評価基準
）及び評価項目に関する肌の画像を処理及び分析することに加えて、画像のビジュアル分
析、（ライフスタイル、喫煙歴、運動する習慣、ダイエット、アレルギー、及びこれらに
類するものなどの）ユーザが入力した情報及びサードパーティの情報もまた含めることが
できる。例えば、ユーザは、ユーザが摂取している可能性のある薬物、最近あった日光の
当たり過ぎ、月経周期の段階、及びこれらに類するものなどの事例情報を入力することが
できる。
【００６１】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定するためのアルゴリズム１５０は、肌状態１
５８を、並びに、処方計画１１８、局所の及び／又は全身のセラピー、回避ルーチン、ダ
イエット、及びこれらに類するものの有効性を、測定すること、追跡すること、及び監視
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することを容易にすることができる。例えば、肌状態１５８を、間隔をおいて測定するこ
とができ、及び、現在の測定値を、以前の測定値と比較して、スキンヘルスの変化を判別
することができる。本明細書内において更に説明されることとなるように、アルゴリズム
１５０によって生じる結果は、処方計画１１８の態様に対して、フィードバックと変更と
を提供するために、推薦エンジンに提供されることが可能である。
【００６２】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定するためのアルゴリズム１５０は、診断を可
能にすることができる。該診断は、重大な兆候と、重大ではない兆候とを見分けることに
より、早期診断とすることができる。例えば、アルゴリズム１５０は、軽微な日焼けと、
医療的な注意を要する３度の日焼けとを区別することを可能にすることができる。画像を
取り込む装置１０８を使用することによって、ユーザが、該画像を、遠隔評価のために任
意の施術者に容易に伝達して、肌の状況の進行を追跡して、迅速に画像を、（皮膚検査の
データベース１１５内及びこれに類似のものにおける画像などの）以前の画像か、他のユ
ーザ画像か、又はサードパーティの画像と比較して、過去の知識、及びそれに類するもの
を必要とせずに、即座の評価を行うことが可能となる。過去のデータ及びモデリングツー
ル１３２の結果を、アルゴリズム１５０によってか、施術者によってか、又はアルゴリズ
ムを用いている施術者によってか、のいずれかで、分析における支援のために、画像と比
較することができる。更にまた、撮像することに加えて、音声か、映像か、又は（痛みの
レベル、暑さの感覚、かゆみ、及びこれらに類するもののような）由来を説明するテキス
トの逸話の形態におけるユーザ入力が、診断を決定するために画像を分析することにおい
て役立つものとすることができる。アルゴリズム１５０は、主成分分析（ＰＣＡ）を可能
にすることができる。該主成分分析（ＰＣＡ）は、医療的な及び健康の状況を分析するた
めの、分光分析と共に用いられる生物医学的な分析とすることができる。アルゴリズム１
５０は、診断のための単純（シンプル）パターン分析を可能にすることができる。アルゴ
リズム１５０は、皮膚損傷における熱の及び導電率の状況を判定することを可能にするこ
とができる。ポルフィリンでなくコラーゲンにおける変化が、通常の損傷から異形損傷へ
の変化を指示することが可能であるため、一実施形態において、アルゴリズム１５０は、
コラーゲン及びポルフィリンにおける変化の関係についての画像を調査することによって
、メラニン細胞損傷を診断することを可能にすることができる。様々なタイプの損傷を指
示する表によって、肌状態１５８を、比較することができる。一実施形態において、アル
ゴリズム１５０は、ＵＶ損傷を診断することを可能にすることができる。ＵＶ損傷は、し
わの無い肌でさえ存在する可能性があるので、従来の表面的な眺めから、ＵＶ損傷を評価
することは困難である可能性がある。しかしながら、メラニン生成物が増加する場合の肌
組織と、表面の血管の広範囲な（グローバルな）分散、ダメージ、及び数と、ヘモグロビ
ンの数における変化、すなわち、表皮の厚みにおける変化と、コラーゲンの量及び広範囲
（グローバル）な分散における変化と、及びこれらに類似のものと、を調査することによ
って、ＵＶ損傷を評価することができる。一実施形態において、診断は、損傷の境界の処
理を必要としない場合がある。何故ならば、肌損傷の最終的な分析において、それが重要
な要因にはならない場合があるからである。一実施形態において、アルゴリズム１５０は
、口腔の癌を診断することを可能にすることができる。
【００６３】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定するためのアルゴリズム１５０は、化粧品の
製造の検証か又は皮膚の臨床的な試行（トライアル）を可能にすることができる。例えば
、肌状態１５８を、医療的か、非医療的か、スキンケアの製品又は化粧品の適用（プリケ
ーション）の前に、判定することができ、時間が経過した一連の画像を取得して、医療的
な、非医療的な、スキンケアの製品及び化粧品の有効性を追跡することができる。
【００６４】
　一実施形態において、肌状態１５８を、格納し、処理し、統合し、及び分析するための
方法が有り得る。肌状態１５８を、装置１０８自体の中に、ＰＣ上に、中央サーバ内に、
サロン記録内に、電子医薬記録内に、医療的な収納場所の中に、美容的な臨床知識データ
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ベース１１５内に、モバイル装置内に、及びこれらに類するものの中に、格納することが
できる。画像、分析１５４、肌状態１５８、ユーザプロフィール、及びこれらに類するも
のをアップロードする、配信する、共有する、及び／又は移植するために、装置１０８は
、ユーザインターフェース１０２、オンラインプラットフォーム１２０、モバイルプラッ
トフォーム１２４、及びこれらに類するものと伝達し合うことができる。例えば、ユーザ
は、肌の画像を取り込んで、分析１５４のためにモバイルプラットフォーム１２４にそれ
をアップロードして、肌状態１５８を判定するために、携帯電話内に組み込まれた装置１
０８を使用することができる。それに応答して、ユーザは、該ユーザの肌状態１５８に鑑
みて、日焼け防止のための個人専用の処方計画１１８を受け取ることができる。処方計画
１１８を決定するために用いられることが可能な他の要因（ファクター）は、現在のＵＶ
指数、時刻、位置、ユーザ好みの日焼け防止製品のようなもの、及びこれらに類するもの
とすることができる。同じ例において、ユーザは、肌状態１５８の判定を既に取得してし
まっており、ユーザは、既に判定されて格納された肌状態１５８に鑑みて、モバイルプラ
ットフォーム１２４から処方計画１１８の推薦情報を単にリクエストするだけで、新たな
画像をアップロードする必要がない。肌状態１５８が判定されると、ユーザインターフェ
ース１０２、オンラインプラットフォーム１２０、モバイルプラットフォーム１２４、及
びこれらに類するものの任意の要素によってそれをアクセスすることができる、及び／又
は、それをユーザインターフェース１０２、オンラインプラットフォーム１２０、モバイ
ルプラットフォーム１２４、及びこれらに類するものの任意の要素と統合させることがで
きる。ユーザは、施術者の記録１８０の一部として肌状態１５８を共有することを選択す
ることができる。
【００６５】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定するためのアルゴリズム１５０は、対等者と
の間の差異及び類似点の分析を可能にすることができる。アルゴリズム１５０は、肌状態
１５８か又は（性別、年齢、民族のような）他の基準、（喫煙、屋外の仕事、及びこれら
に類するもののような）習性、ダイエット、処方計画１１８、及び任意の他の識別要素の
観点で、最もユーザに似かよっているユーザの対等者を判別することができる。アルゴリ
ズム１５０は、オンラインプラットフォーム１２０か、サードパーティのデータベース１
１５か、又はサードパーティのサービスプロバイダ１１１とインターフェースして、比較
のために、肌状態１５８及びデモグラフィック情報にアクセスすることを可能にすること
ができる。例えば、同じ肌の色の３０代半ばにおける、他のどの女性が、ファンデーショ
ンについて使用しているのかを、知ることを、ユーザが望むことができる。アルゴリズム
１５０を用いることによって、ユーザ自身の肌色を判定して、検索基準に従って対等者を
識別して、該ユーザの対等者の処方計画１１８の詳細事項を見るか又は特定検索クエリー
１０３の結果を見ることをユーザは可能にすることができる。アルゴリズム１５０は、対
等者グループと比較して肌の格付けを行うことを可能にすることができる。アルゴリズム
１５０を用いて、ある期間にわたって肌状態１５８を監視するために、ユーザの肌状態１
５８を、以前に画定した肌状態１５８と比較することができる。ユーザの肌状態１５８を
また、他の個体（個別）のか又は個体（個別）のグループの肌状態１５８と比較して、肌
状態１５８がユーザに最も近い対等者を識別することもできる。類似の個体か又はグルー
プのような対等者が識別されると、システムは、該対等者にとって効果的なスキンケア製
品及び／又はスキンケア処方計画を表示することができる。同様に、（年齢、性別、位置
、環境、肌色、民族性、及びこれらに類するもののうちの少なくとも１つの比較のような
）ユーザ間の任意の比較を、システムによって実施して、対等者を識別することができる
。一実施形態において、装置１０８がユーザからのデータを取り込んで、肌状態１５８を
判定すると、その情報を、アルゴリズム１５０内へとフィードバックして、対等者識別処
理と、製品推薦処理とを更に高めることができる。
【００６６】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定するためのアルゴリズム１５０は、予測／シ
ミュレーションツール１３２を可能にすることができる。判定された肌状態１５８を有す
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ることによって、アルゴリズム１５０は、老化の進行をシミュレートすることと、スキン
ケア・トリートメント効果、スキンケア及び化粧品の処方計画１１８をシミュレートする
ことと、肌状況の進行をシミュレートすることと、及びこれらに類するものをシミュレー
トすることとを可能にすることができる。図６を参照すると、ユーザは、ユーザインター
フェース１０２を用いて、シミュレーションツール１３２にアクセスすることができる。
この例では、顔全体の画像を使用することができるが、シミュレーションツール１３２を
用いて、任意のサイズの関心のある領域についてのシミュレーション情報を生成すること
ができることを理解すべきである。開始画像を選択するか又は取り込んだ後に、ユーザが
実施したいと思うようなシミュレーションを、該ユーザは指示することができる。例えば
、ユーザは、老化（加齢）だけのシミュレーションか、又は老化（加齢）及びトリートメ
ント効果のシミュレーションを実施することを望むことができる。シミュレーションツー
ル１３２は、全体的な外観（出現）、しわの数、弾力性、明度、水分、製品利用のシミュ
レーション、及びこれらに類するものに関するデータを返すことができる。例えば、出力
には、一方の半分における元の顔と、他方の半分における新規にシミュレートされた出力
とを有した分割画像を含めることもできる。
【００６７】
　一実施形態において、肌状態１５８を判定するためのアルゴリズム１５０は、スキンサ
イクルの監視（モニタリング）１４０を可能にすることができる。決定された間隔で、肌
を監視することによって、周期的な性質を有する肌状況を、監視すること、予測すること
、及び先手を打つこと、及びこれらに類することを、実施することができる。例えば、季
節、気候、花粉数、ホルモンレベル、環境条件、及びこれらに類するものに関連付けられ
た肌状態を、スキンサイクルモニタ１４０によって識別する及び監視することができる。
【００６８】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０を用いて、画像に関連付けるための検索可能
な及び／又はインデックス付け可能なタグを生成することができ、該アルゴリズム１５０
は、画像のタグ付けを利用することができる。画像を、肌状態、肌条件、性別、民族性、
年齢、処方計画、トリートメント、及びこれらに類するものに関連する情報のような、画
像のコンテンツに関連する情報と共にタグ付けすることができる。該情報を、アルゴリズ
ム的分析、ユーザ入力、画像のビジュアル検査、及びこれらに類するものによって集める
ことができる。アルゴリズム１５０を使用して、検索項目として画像に関連した情報を用
いた検索１０３を実施することができる。複数の実施形態において、情報を、ユーザプロ
フィール内のエントリのように、画像とは別個に格納することができるか、或いは、画像
に関連付けて格納することができる。一実施形態において、検索１０３を、他のユーザの
ものからか又はサードパーティのデータベース１１５からの、情報か又は画像に対して実
施して、画像内か又は情報内における類似性か又は差異を識別することができる。例えば
、進行する条件として期待されるものを決定するために、ユーザは、情報を用いて、類似
した肌条件を有した対等者を検索することができる。別の実施形態において、専門家から
のアドバイスか又は推薦情報のための検索１０３か又はクレリー（問い合わせ）を、製品
情報１９０、ウェルネス情報１９２、スキンケア処方計画１１８、サードパーティの専門
家１０５、及びこれらに類するものに対して実施することができる。例えば、ユーザは、
情報を使用して、ユーザの肌状況に対する製品の有効性を示す製品情報１９０を検索する
ことができる。一実施形態において、検索１０３を実施して、製品の利用可能性、製品の
在庫、製品の価格、及びこれらに類するものを決定することができる。例えば、ユーザは
、該情報を使用して、該ユーザに対して効果がある可能性のある特定の製品を求めて、店
のカタログを検索することができる。この例において、該ユーザが、青白い肌である場合
があり、青白い肌用に特別に考案されたセルフ・タンニング製品の在庫を確認することに
興味を持つ可能性がある。一実施形態において、画像自体を、検索クレリー１０３として
用いることができる。例えば、画像自体を用いて、皮膚画像のデータベース１１５を検索
することができる。一実施形態において、システム１０４内へと入力された画像及び情報
を活用して、強化された診断のための新たなアルゴリズム１５０を開発することができる
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。例えば、アルゴリズム１５０を、関節リウマチのような、皮膚の症状を有した非皮膚の
特定の病気のために、発展させることができる。
【００６９】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、製品特性を分析するのに役立てることが
できる。例えば、アルゴリズム１５０は、製品構成要素を取り出して、その製品を、ある
特定の肌状態１５８における計画された有効性に一致させることを可能にすることができ
る。
【００７０】
　一実施形態において、施術者、ユーザ、サービスプロバイダ１１１、及びこれらに類す
るものによる新たなアルゴリズム１５０の開発を、ソフトウェア開発キットによって可能
にすることができ、該ソフトウェア開発キットを、装置１０８のための新たなアルゴリズ
ム１５０及びＡＰＩｓ１５４を開発するために誰でも使用することができる。
【００７１】
　次に図３を参照すると、一実施形態において、画像を収集するための、肌分析を実施す
るための、見出したものを伝達するための、及び、フォローアップをスケジューリングす
るためのプロセスは、もしも必要とされるのあれば、装置１０８を用いているユーザよる
画像取り込みと共に、開始することができる。該ユーザはまた、質問に答えることができ
るか、又は（ユーザが入力した画像、化粧品の処方計画、関心のある領域か、又はこれら
に類するものに関する）追加的な詳細情報を提供することができる。ユーザインターフェ
ース１０２を用いて、（ネットワーク上にわたって、インターネット上にわたって、無線
上にわたって、及びこれらに類するような）任意の伝達方法によって、データを、アナリ
スト３０４か又は分析１５４用のコンピュータに伝達することができる。ある複数の実施
形態において、データが収集されるか又は伝達されると、支払いシステム３０２は、ユー
ザによってアクセスされることが可能である。示された例では、保険会社が、そのデータ
にアクセスすることができるが、支払いは、（ユーザによる一時支払い、ユーザによる定
期支払い、サードパーティのサービスプロバイダ１１１、プラットフォーム１２０、１２
４、施術者、及びこれらに類するものなどの）任意の関与したエンティティによって、達
成されるか又は要求されることが可能である。アナリストによって、リアルタイムにソフ
トウェアによって、ソフトウェア援助によって支援されたアナリストによって、及びこれ
らに類するものによって、入力されたデータを分析することができる。初期の分析は、デ
ータの完全性を判定するためのものとすることができる。データが完全性の試験をパスし
なかった場合の例では、それを、ユーザに戻すように伝達することができる。アナリスト
の評価を、状況、及び／又は推薦されたケア／トリートメントのタイプを判別するアルゴ
リズムを用いるソフトウェアによって支援することができる。履歴的な分析及びデータ、
及びモデリングツールを用いて、アナリストの評価を支援することができる。関連性のあ
る（会社職員、支払いプロバイダ、施術者、医療関係の職員、ユーザ、他のものの中の者
の）パーティが、フォローアップのためか又は他の必要とされる可能性のあるアクション
のために、分析及び／又はユーザの特定の詳細情報を受け取ることができる。分析情報１
５４を、システムによって格納することができ（３０８）、及び／又は、承認３１０のた
めに施術者に提示（サブミット）することができる。複数の実施形態において、記憶装置
３０８は、施術者の承認３１０を要求することができる。重大性３１２の試験は、ユーザ
との伝達の適切な方法の選択を決定することができる。試験３１２の結果が、肯定的なも
のである場合には、ユーザは、（電話、インスタントメッセージ、及びこれらに類するも
のなどの）好適な伝達方法によって即座に通知を受けることができる。試験３１２の結果
が、否定的なものである場合には、ユーザは、同様に通知を受けることができるが、その
通知には、（電子メールによってか又は郵送メールによってなどの）緊急でない手段を取
ることができる。任意のイベントにおいて、ソフトウェアツールは、評価に基づいて、適
切な伝達方法及び媒体を薦めることができ、伝達されることとなる情報／メッセージを有
したプリセットテンプレートをポピュレートする（データを読み込む）ことができる。追
加的には、任意の手段による通知には、施術者の利用可能性の通知もまた含めることがで
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きる。分析１５４が、施術者の利用可能性／スケジューリングツールを誘発させることが
できる。例えば、重大性３１２の結果をユーザに対して伝達する前に、施術者の利用可能
性を評価して、同時に伝達することができる。ユーザは、予約時間を取得するため及び確
認するために、利用可能性及びスケジューリングツールにアクセスすることができる。
【００７２】
　一実施形態において、肌分析システム１０４のためのユーザインターフェース１０２を
用いて、装置１０８とインターフェースすることができ、画像を格納することができ、ア
ルゴリズム１５０を展開することができ、任意の数の関心のある領域からの画像と、画像
取り込み間の間隔（インターバル）と、計画された次の画像取り込み日付とを追跡するこ
とを維持することによって、肌状態１５８を追跡することができ、見出したものを施術者
に伝達することができ、シミュレーションツール１３２、肌タイプ判定ツール１３０、ス
キンサイクルモニタ１４０、施術者の利用可能性／スケジューリングツール、及びこれら
に類するものと相互作用することができる。
【００７３】
　複数の実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、装置１０８上、コンピュ
ータ上、サーバ上、キオスク上、及びこれらに類するものにおいて動作しているアプリケ
ーションとして、オンラインプラットフォーム１２０上において、モバイルプラットフォ
ーム１２４上において、及びこれらに類するもの上において、動作可能とすることができ
る。本明細書内において説明されるユーザインターフェース１０２の任意の及び全ての態
様は、任意の環境内において動作しているユーザインターフェース１０２に対して適用可
能とすることができる。
【００７４】
　一実施形態において、本明細書内において更に説明されることとなるような、装置のた
めのユーザインターフェース１０２は、（通信装置のキーパッドか又は一連のボタン、ス
イッチ、キー、及び装置１０８上に配置されたこれらに類するものの中に組み込まれるよ
うに）装置１０８と一体化されることが可能であるか、或いは、（コンピュータ上、イン
ターネット上、イントラネット上、モバイル通信装置上、オンラインプラットフォーム１
０２上、モバイルプラットフォーム１２４上、及びこれらに類するものの上で動作してい
るソフトウェアのように）装置１０８の外部とすることができる。ユーザインターフェー
ス１０２を用いて、装置１０８の設定（倍率、光源、光強度、光の波長、光の角度、光の
電気的及び磁気的特性、センサの配置、画像取り込みの継続期間、画像サイズ、データ記
憶装置、データ伝送、及びこれらに類するものなど）を変更することができる。
【００７５】
　次に図５を参照すると、ユーザインターフェース１０２は、日付、関心のある領域、肌
状態、及びこれらに類するものによって、取り込んだ画像を編成すること及びインデック
ス付けることができる。例えば、図５内に見られるように、関心のある同じ領域から取り
込まれた４つの画像は、そのシリーズ内におけるそれらの番号によってインデックス付け
られている（但し、これに限定されない）。一実施形態において、ユーザインターフェー
ス１０２は、撮像されている肌上の視界をリアルタイムに表示することができ、並びに、
一度取り込まれたか又は一度ユーザによって提示（サブミット）された画像を、該ユーザ
インターフェース１０２にポピュレートする（データを読み込む）ことができる。ユーザ
インターフェース１０２は、最初の画像、最新画像、次の画像、及びこれらに類する画像
を、追跡し続けることができる。本明細書内において説明されるように、ユーザインター
フェース１０２によって、ユーザが、画像をシャッフルすることと、シミュレーション１
３２に基づくように画像を使用することとを可能にすることができる。ユーザインターフ
ェース１０２を用いて、次の画像取り込みに対するリマインダを設定することができる。
ユーザインターフェース１０２を用いて、画像及び肌状態１５８のレポートを作成するこ
とができる。ユーザインターフェース１０２を用いて、該レポートを施術者に伝達するこ
とができる。一実施形態において、ユーザインターフェース１０２を用いて、肌タイプの
試験を起動（ランチ）することができる。一実施形態において、ユーザインターフェース
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１０２は、身体の形状を描写することができる。ユーザが、指示デバイスなどによって、
身体の描写に作用すると、撮像された該身体の一部分が、その画像にリンクされることが
可能である。これにより、該画像が、ポップアップすることが可能になることとなるか、
或いは別様にはアクセスされることが可能になることとなる。ユーザインターフェース１
０２を、プロンプトに応答してユーザからデータを収集するよう構成することができる。
ユーザインターフェース１０２は、アルゴリズム１５０を用いて、取り込んだ画像の完全
性をチェックすることができる。ユーザインターフェース１０２は、画像を取り込むこと
において、及び、該画像に関連してユーザ入力を提供することにおいて、ユーザをガイド
することができる。
【００７６】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、ホストハードウェア１０８か
又はサードパーティのハードウェア１０９とインターフェースすることができる。ハード
ウェア１０８、１０９には、ユーザインターフェース１０２を介して、コンピュータ、オ
ンラインプラットフォーム１２０、モバイルプラットフォーム１２４、及びこれらに類す
るものに結合させることが可能な撮像装置を含めることができ、様々なスキンヘルス、状
態、及びタイプパラメータの測定を可能にする画像を、ユーザインターフェース１０２に
よって、ユーザが取り込むことが可能になる。ハードウェア装置１０８、１０９は、スタ
ンドアロンの装置とすることができるか、又は、医療用か又は非医療用のいずれかのコン
ピューティングデバイスを介して結合されることが可能であるか、又は、医療用か又は非
医療用のいずれかのコンピューティングデバイス内に組み込まれることが可能である。ユ
ーザインターフェース１０２は、ハードウェア１０８、１０９に対する接続処理を導くこ
とができる。該ハードウェア１０８、１０９は、画像、レポート、及び生成された推薦情
報を格納することができ、該画像の保存場所を全て、スキンヘルス記録１２１の一部とし
て保持することができる。スキンヘルス記録１２１の体系的な格納を可能にすることがで
きる。サードパーティのハードウェア１０９には、水分センサ、美容分析マシン、皮膚ス
コープ、カメラ、ｘ線マシン、ＭＲＩｓ、医療的な記録プロバイダ及びソフトウェア、ウ
ェブカメラ、通信装置、及びこれらに類するもののような装置を含めることができる。サ
ードパーティのハードウェア１０９は、ユーザがより良い分析を得ることを可能にするよ
うシームレスにシステム１０４に対して結合することが可能であり、そのようなデータの
セットを、他の専門家か又はユーザと共有することができる。
【００７７】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、タイプ判定１３０を可能にす
ることができる。特徴を取り込んで、ユーザの肌の肌特性と肌状態１５８とを判定するこ
とができる。民族性、肌色、位置要因、（花粉数、気候、などの）環境要因、及びライフ
スタイル要因のような、広範囲の遺伝パラメータを、画像及びスキンヘルスデータに加え
て収集して、ユーザの肌状態１５８を決定することができる。この肌状態１５８を、製品
体験ランキング及び格付け１３８と相互に関連付けて、最も効果的な製品についての推薦
情報を提供することを可能にすることができる。
【００７８】
　ユーザインターフェース１０２は、処方計画１１８を表示することができる。該処方計
画１１８は、スキンケア評価１６０、及び／又は、タイプ判定１３０、及び、ランキング
及び格付け１３８により共有する製品体験、及び／又は、製品の有効性及び（におい、味
、感覚、触感、色、及びこれらに類するものなどの）経験に関するコメントに基づいて、
どの製品と製品利用パターンとが、該ユーザの肌にとって最良に働くことになるかを、ユ
ーザが学ぶことを可能にする機能とすることができる。処方計画１１８は、ユーザの収集
入力に基づく、並びに、ユーザの個々のニーズに最も適合するであろう製品に関する専門
家の入力に基づく、動的な推薦情報とすることができる。
【００７９】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、シミュレーションツール１３
２を可能にすることができる。ユーザは、画像をアップロードして、様々な肌パラメータ
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（皮膚内の水分レベル、コラーゲンレベル、年齢、及びこれらに類するものなど）をモデ
ル化して、該画像における変化を観察することを可能にすることができる。追加的には、
ユーザは、様々な製品の影響と、画像上の処方計画１１８（スキンケア、美容のケア、医
療的なケア、爪のケア、毛髪ケア、及びこれらに類するもの）とをモデル化することを可
能にすることができる。シミュレーションツール１３２は、ユーザが、全体画像か又は分
割した半分の画像における変化を見て、モデル化した変化と現在の画像との比較を表示す
ることを可能にすることができる。ユーザの画像を、最良の容貌（眺め、観察）のために
、自動的にか又は手動で最適化することもでき、その容貌を得るための製品か又は処方計
画１１８を提供することができる。シミュレーションツール１３２はまた、消費者が、有
名人、著名人、平均ユーザ、及びこれらに類する者などの、他の選択したユーザ又は非ユ
ーザの肌特性か又は肌状態１５８をモデル化することを可能にすることもできる。
【００８０】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、日報（デイリーレポート）１
３４を可能にすることができる。日報１３４は、ユーザの肌状態１５８に基づいて、大部
分がカスタマイズされた、且つ、ユーザに最も関連性のあるユーザ情報を、提供するレポ
ートとすることができる。日報１３４は、ユーザに関連する環境及びライフスタイル要因
に基づいて、継続されることになるスキンケア処方計画１１８をリスト表示することがで
き、新製品情報１９０を指示することができ、現在のスキンケア棚１１４及びランキング
１３８か又はランキング１３８における変化、ユーザに最も関連性のある製品に関するユ
ーザか又は専門家１０５からのフィードバック、及びこれらに類するものを示すことがで
きる。日報１３４には、臨床的な試行（トライアル）及び次回の結果、新製品リリース及
びステータス、イベント、（日中の天気予報、ＵＶ指数、温度、花粉数、及びこれらに類
するもののような）肌に影響を及ぼす様々な要因、及び、ユーザに対して値を提供する他
のデータについての情報を含めることができる。日報１３４は、推薦された利用プロトコ
ルに基づいて、製品が、その在庫製品の有効期限に近づいているか否かを伝えることがで
きるか、或いは補充を要求することができる。日報１３４を、ユーザインターフェース１
０２か、紙か、電子メールか、ＳＭＳか、ＲＳＳか、映像か、又は任意の他の伝達媒体に
よって、ユーザに提供することができる。
【００８１】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、希望リスト（ウィッシュリス
ト）１３４を可能にすることができる。希望リスト１３４は、他の人々がその希望リスト
１３４を見ることができるように、ユーザが製品を選択して及び追加する機能とすること
ができる。従って、他のユーザは、該製品を選択して希望リスト１３４からはずして、購
入して、該製品を該ユーザに送ることができる。
【００８２】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、ランキング及び格付け１３８
を可能にすることができる。ランキング及び格付け１３８を、様々な製品特徴について、
並びに、様々な評価者及びランク付け者において、実施することができる。製品体験を、
単純なランキング及び格付け１３８フォーマット内のユーザから、並びに、データベース
内に格納されることとなるテキストのコメントデータから収集することができる。このラ
ンキング及び格付け１３８は、リアルタイムとすることができ、ユーザに似たものか又は
対等者に基づいて、ユーザにとって最も関連のあるものを示すために総合的に扱われるこ
とが可能である。一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、スキンサイク
ルモニタ１４０を可能にすることができる。スキンサイクルモニタ１４０は、最後の画像
が収集された時を指示することができ、並びに、（肌に活気を与える必要がある時間か、
又は任意の他のインターバルなどの）時間間隔に基づいて、次のスキャンに対するカウン
トダウンを指示することができる。現在、肌は、２８日毎に、肌自身に活気を与える（補
給を行う）ことが信じられている。スキンサイクルモニタ１４０は、年齢、環境的な変化
、及び他の要因を考慮に入れて、次回のスキャンスケジュールを指示することができる。
【００８３】
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　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、ウェルネス／ヘルス１４２を
可能にすることができる。ユーザインターフェース１０２は、ライフスタイルデータを収
集することができ、ユーザの特定の肌状態１５８及び肌特性に基づいて、（睡眠、休息、
運動、及びこれらに類するものなどの）ライフスタイル及び（ビタミン、食物、製品利用
、及びこれらに類するものなどの）ヘルスの推薦情報を提供することもできる。ウェルネ
ス及びヘルスモジュール１４２は、ユーザが、個人専用の最適なヘルス及びウェルネスス
ケジュール及び処方計画１１８を得ることを可能にすることができる。
【００８４】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、ゲーム１４８を可能にするこ
とができる。ユーザが、ゲーム１４８を楽しむことを可能にすることができる。ゲーム１
４８は、ユーザが、様々な製品をモデル化することを、様々な髪型を試してみることを、
様々な髪型及び服装をモデル化することを、及びこれらに類することを、可能にすること
ができる。ユーザは、他のユーザか又はコンピュータと相互作用して、製品選択を、楽し
みのプロセスにさせることができる。このプロセスをまた用いて、ユーザの好み及びルッ
クスに関する情報を収集することもできる。
【００８５】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、ギフト案内１４４を可能にす
ることができる。ユーザの肌状態１５８に基づいて、個人専用のギフトのアドバイスを、
ユーザに対して提供することができる。
【００８６】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２を、タッチスクリーンのユーザナ
ビゲーションにおいて具現化することができる。タッチスクリーンのシステムを用いて、
ユーザが、ビジュアルな容貌と、ユーザインターフェース１０２の様々な部分に対するナ
ビゲート（シミュレーションツール１３２、図の配向の変更、ドラッグアンドドロップ、
及びこれらに類するものに対するナビゲートなど）とを得ることを可能にすることができ
る。タッチスクリーンのナビゲーションは、ハードウェア装置１８０がコンピューティン
グプラットフォームに結合されている時には、具体的に役立つものとすることができる。
ユーザインターフェース１０２はまた、皮膚スコープ、血液レポート、生体検査レポート
、及びこれらに類するものなどの、他の装置１０９及び／又は評価からの情報を、収集し
及び調整して、スキン記録１２１のための追加的な情報を提供することを可能にすること
ができる。
【００８７】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、購入／サンプルポータルを可
能にすることができる。ユーザインターフェース１０２には、ユーザが、製品を選択して
購入を完了するか、又は予め入力したアドレスにサンプルが配送されることになるよう要
求することを可能にすることができる、購入／サンプルポータルを含めることができる。
様々なソーシャルネットワーキングプラットフォーム１８８内において、並びに、（オン
ラインプラットフォーム１２０、モバイルプラットフォーム１２４、コンピュータ、ラッ
プトップ、携帯電話、及び他のモバイル装置、医療用の装置、及びこれらに類するものな
どの）様々なコンピューティングプラットフォーム上にわたって、該ポータルは利用可能
とすることができる。
【００８８】
　一実施形態において、ユーザインターフェース１０２は、スケジューリングとデータ共
有の機能を可能にすることができる。ユーザは、オンラインで、特定の専門家か又は施術
者とのミーティングをスケジューリングすること可能にすることができ、及び、その気が
あるのであれば、肌状態１５８か又はスキン記録１２１の特定部分と、履歴の一部分か又
はその全体とを、該専門家か又は施術者と共有することができる。格付けされた専門家及
び施術者、利用可能性、及び選択とスケジューリング処理とを助けるための他の基準を、
ユーザに対して指示することができる。専門家は、（施術者間、医師と、別の医師との間
、医師とスパとの間、スパとスパとの間、及びこれらに類するもののように）かれら自身
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の間においてデータの特定セットを、共有することを可能にすることもできる。
【００８９】
　装置、機能、及びデータなどの他の入力部１１２を用いて、ユーザによって送られたか
又は主要データとしてのデータを、増大させて、ユーザの美しさか、美容か、或いは（肌
、毛、爪、及びこれらに類するものに関連した）医療的な問題に関する個人専用の評価を
得ることができる。例えば、ある装置は、商業的に容易に入手して、購入して、所有して
、及びこれらに類することを実施して、利用可能とすることができる。
【００９０】
　一実施形態において、装着可能モニタ１８２を、システム１０４及びユーザインターフ
ェース１０２に対する入力１１２とすることができる。装着可能なスキンヘルスモニタ１
８２は、環境内における及びスキンヘルスにおける変化をリアルタイムに追跡することを
可能にすることができる。これらの装置を、身体上に直接着用することができるか、或い
は、装身具内に、衣服内に、及び／又はユーザによって持ち運ばれるアクセサリ内に統合
させることができる。一例は、ＵＶレベルを監視して、ユーザにより使用される製品によ
って提供される日焼け防止レベルが、設定した目標レベル未満に下がった場合に警告を与
える装置を有するユーザであろう。これらの装着可能モニタ１８２は、独立したユーザイ
ンターフェース１０２を有することができるか、又は、他の入力装置を用いて個人専用の
パラメータについてプログラムされることが可能である。装着可能モニタ１８２はまた、
心拍数、血圧、運動の割合、水の消費量、ファットカウンタ、カロリーメータ、及びこれ
らに類するものなどの様々な物理的なパラメータを取り込むこともできる。
【００９１】
　一実施形態において、製品情報１９０を、システム１０４及びユーザインターフェース
１０２に対する入力１１２とすることができる。製品情報１９０のデータベースには、製
品情報、名称情報、クレーム情報、製造業者情報、ランキング及び格付け１３８情報、パ
ッケージング情報、画像、使用パラメータ、製品開発履歴又は見通し情報、特別な取り扱
い情報、次回の変更情報、安全情報、有効性情報、におい情報、味情報、色情報、触感（
テクスチャ）情報、価格情報、製造の地理情報、銘柄（ブランド）情報、消費者フィード
バック情報、及び経験情報、及び、（ユーザの個々の好みか又は状態に適合する最良の製
品の選択を支援するために得られ及び／又は保持されて、最良の美しさ（ビユーティ）か
又はユーザの肌、毛、爪、及びこれらに類するもののための医療的な成果を得ることが可
能な）他のそのようなパラメータを含めることができる。追加的には、マッサージ、美顔
術、毛染め、及びこれらに類するものなどのサービス中心の製品に関する同様の情報を、
取り込むこともでき、並びに、脂肪吸引術、ボトックス療法、レーザ除毛、及び、（ユー
ザの容貌を良好にすることを助けること、肌状態１５８を改善するか又は維持すること、
及びこれらに類することに関する）他のビューティ、美容、及び／又は医療処置、などの
処置に関する情報も取り込むことができる。製造業者は、製品情報１９０を記録すること
ができ、手続き（処置）、流通ルート（パイプライン）内の製品、臨床的な試行（トライ
アル）における製品、及びこれらに類するものに関する情報を提供することができる。ユ
ーザは、製品をランク付け及び格付けることができる（１３８）。データベース更新ユー
ティリティが、新製品情報１９０、店の在庫リスト、及びこれらに類するものと共に、デ
ータベースを更新することができる。
【００９２】
　一実施形態において、ウェルネス情報１９２を、システム１０４及びユーザインターフ
ェース１０２に対する入力１１２とすることができる。様々な製品の影響、主として（但
し、これらに限定されないが）非処方薬、サプリメント、及び、ヘルスとウェルネスとを
支援し且つ維持する（ビタミン、プロテインシェイク、サプリメント、及びこれらに類す
るものなどの）他の消耗品の影響などのヘルス及びウェルネス情報１９２を取り込むこと
ができる。追加的には、（特定の年齢のグループ／民族のための睡眠、休息、ダイエット
、及び運動の推薦情報などのような）ライフスタイル推薦情報に関する情報を、収集して
、ユーザの好み及び特徴に相互に関連付けて、総体的なヘルス、ウェルネス、及びビュー



(80) JP 2014-64949 A 2014.4.17

ティ／美容の最適な個人専用の解決策及びサービスを可能にすることができ且つ提供する
ことができる。
【００９３】
　一実施形態において、プラグイン・ウェブ取り込み１９４を、システム１０４及びユー
ザインターフェース１０２に対する入力１１２とすることができる。インターネットウェ
ブブラウザ及びバスケットか又は保存場所のためのソフトウェア構成要素のプラグインは
、任意のブラウジングされたウェブページ上のグラフィックオブジェクトを認識すること
ができ、ユーザが、該グラフィックオブジェクトを選択して、バスケット上にか、或いは
（スキンケア棚１１４を含むページなどの）ウェブブラウザのページ上への保存場所上に
、ドラッグ・アンド・ドロップすることを可能にすることができる。グラフィックオブジ
ェクトは、標準的な参照テーブルを通じて認識されることとなる。該標準的な参照テーブ
ルは、リモートにアクセスされることとなるか、或いは、プラグインモジュール１９４の
一部としてか、又はコンピューティングプラットフォーム上の常駐ソフトウェアプログラ
ムの一部として、ユーザのＰＣ上に常駐することとなる。グラフィックオブジェクトには
、スキンケア製品又はクリームなどの、商業的な製品のための画像を含めることができる
か、或いは、任意のウェブ電子取引サイトの一部である他のオブジェクトを含めることが
できる。認識されると、プラグイン１９４は、その図を強調させて、それが認識されたこ
とをユーザに通知することができるか、或いは、追加的な情報か又は参照を提供すること
ができる。プラグイン１９４は、銘柄（ブランド）名、商取引上の名称（トレードネーム
）、ジェネリック薬の名称、商標、及びこれらに類するものを認識することもできる。
【００９４】
　一実施形態において、バーコード走査１９８を、システム１０４及びユーザインターフ
ェース１０２に対する入力１１２とすることができる。様々な製品上のバーコード情報を
取り込んで、追跡すること、識別すること、価格を決定すること、及び（他の関連したデ
ータセット間における、類似の代替の製品か、或いは、他の同類の製品情報、利用推薦情
報、他のユーザ体験情報、価格付け情報、及び配送情報を識別するために）他の製品情報
１９０と相互に関連づけることを、支援することができる。バーコードスキャナー１９８
は、ハンドヘルドユーザ装置１０８、スタンドアロンのシステム、手入力機構、及びこれ
らに類するものの、一部とすることができる。
【００９５】
　一実施形態において、従来の情報／アンケート１０１を、システム１０４及びユーザイ
ンターフェース１０２に対する入力１１２とすることができる。ユーザ及び製品に関する
情報１０１を、動的な及び静的な質問を介して取り込むことができる。年齢、性別、位置
、個人のライフスタイルの特徴、喫煙の習慣、睡眠パターン、肌の乾燥度合い／油っぽさ
及び水分レベル、製品の好き嫌い、（におい、味、吸収性、染色の傾向、及びこれらに類
することのなどのパラメータに従った）他の製品による体験、などの情報を、質問及び回
答、ゲーム、及び、（サービス製品かシステム１０４か又はユーザインターフェース１０
２とのユーザの相互作用の様々な点において所々に割り込ませた）他の相互作用ツールを
用いて、楽しむ手法で取り込むことができる。ユーザから直接的にか又は仲介手段を介し
て情報１０１を取り込んで、アルゴリズム１５０の出力としてか、或いは、それらの評価
に基づいて専門家によって、コンピュータデータ母集団（ポピュレーション）を介して自
動的に増大させることができる。情報１０１を、クイズによって、バッジ及びウィジェッ
トベースの形式で、オンザフライ式に、順応可能な調査質問を通じて、及びこれらに類す
ることによって、取得することができる。情報１０１を、あなたはどれくらいの頻度で買
い物に行きますか？、あなたは化粧品をいつ買い求めますか？、あなたは典型的にはどこ
に行きますか？、何故そこの場所なのですか？、あなたは誰と一緒に買い物に行きますか
？、何故ですか？、アドバイスを求める時にあなたの友達に何を尋ねますか？、あなたは
化粧品についての新たな製品／情報を求めてどこに行きますか？、あなたがオンラインで
買い物をすることに対して、あなたがデパートに行く必要があるのはいつですか？、あな
たの友達たちから何かをすぐに知りたいとあなたはいつ思うでしょうか？、あなたはあな
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たの友達たちから何を求めますか？、携帯電話をあなたはどのようにして選んでいますか
？、携帯電話上のメニューに関してあなたは何を気にしますか？、新たな携帯電話をあな
たはいつ入手しましたか？、及びこれらに類すること、などのアンケートを通じて取得す
ることができる。
【００９６】
　一実施形態において、サードパーティの専門家１０５を、システム１０４及びユーザイ
ンターフェース１０２に対する入力１１２とすることができる。システム１０４は、施術
者、医師、医療専門家、エステティシャン、スケジューラ、製品構成要素の専門家、美容
師、ハーブ、アユルベーダ、及びホメオパシー療法の専門家、ヘルス及びウェルネスの専
門家、メディアの専門家、写真強調の専門家、及びこれらに類するものなどの様々な専門
家を、ユーザに接続させることができ、及び互いに接続させることができる。システム全
体にわたって地理的に異なる場所に配置されることが可能なそのような専門家１０５に対
して、ユーザが直接質問して、個人専用のアドバイスを取得することを可能にすることが
できる。専門家１０５には、ユーザのデータと収集された特徴とが提供されることが可能
であり、専門家の評価の記録を、記録１２１内に保持することができる。専門家によって
提供された推薦情報を、購入／サンプル要求のため、及びこれらに類することのために、
ユーザに対して提供することができる。あるケースか、或いは、専門家コミュニティ内に
おけるか又はユーザ達による話し合いか又は推薦のためのデータセットに、専門家はまた
、警告の合図を出すことを可能にすることもできる。
【００９７】
　一実施形態において、サードパーティのハードウェア１０９を、システム１０４及びユ
ーザインターフェース１０２に対する入力１１２とすることができる。システムは、既存
の撮像解決法、カメラ装置、コンピュータ、照明システム、歩数計などのスポーツデバイ
ス、及びこれらに類するものなどの様々なサードパーティのハードウェア１０９と接続す
ることができる。
【００９８】
　一実施形態において、サードパーティのサービスプロバイダ１１１を、システム１０４
及びユーザインターフェース１０２に対する入力１１２とすることができる。サードパー
ティのサービスプロバイダ１１１をシステム１０４内へと統合して、医療的か又は美容／
ビューティのニーズのため、及びこれらに類することのために、ユーザが、該ユーザの毛
、肌、爪、及びこれらに類するものについての最良の個人専用の製品又はサービスの選択
を行うことを可能にすることができる。サードパーティのサービスプロバイダ１１１には
、病院、医師、スパ、サロン、エステティシャン、美容師、化粧品カウンタ、薬局、化粧
品セールの代理人及びウェブサイト、ランキング及び格付けサービス、製品情報データベ
ース、試験研究所、雑誌及び情報提供者、保険会社、ソーシャルネットワーキングサイト
、ヘルス及びウェルネスサービス、写真強調サービス、及びこれらに類するものを含める
ことができる。例えば、皮膚問題に基づいて、医師のためのスケジューリングシステムを
統合することができ、オンラインでユーザに提供されるオプションをスケジューリングす
ることができる一方で、該ユーザによる補償範囲を確認するために、保険プロバイダに接
続することもできる。追加的には、状況の事前評価、店頭（カウンタ）においてか又は医
療処方箋によってのいずれかにおいて処方された、過去に使用された医療的及び／又は美
容的な製品の利用可能性、及び／又は、推薦されたサービスを、取り込んで、ユーザの利
便性のために及び容易に、選択処理を行うことができる。
【００９９】
　図７を参照すると、肌状態１５８、スキンケア目標、及び、肌に影響を及ぼす環境的な
要因に基づいて、スキンケアのための推薦情報を提供するためのシステムには、個体（個
人）の肌状態１５８を取得することと、肌状態１５８ごとに該個体を分類することと、ス
キンケア目標を達成することにおいて効果がある可能性のある製品及び処方計画を推薦す
ることと、を含めることができる。システムは、コンピュータベースの、インターネット
ベースの、ネットワークベースの、及びこれらに類するものとすることができる。一実施
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形態において、類似の肌状態を有する他のユーザを識別することと、彼らにとって効果的
な製品及び処方計画を識別することとに基づいて、推薦情報を生成することができる。一
実施形態において、製品情報１９０、ウェルネス情報１９２、サードパーティのデータベ
ース１１５、専門家１０５、サービスプロバイダ１１１、及びこれらに類するものに基づ
いて、推薦情報を生成することができる。図７において見られるように、ユーザは、初期
画像を取得することができ、（このケースでは水分などの）特定の評価項目についての分
析を実施することができる。効果的な所与の水分レベルとすることが可能な水分レベル、
スキン状態１５８、及びこれらに類するものに基づいて、システムは、ある製品を自動的
に推薦することができる。追加的には、最大ケアか、標準ケアか、又はプア（貧弱な）ケ
アのような様々なスキンケア処方計画１１８に基づいて、システムは、肌状態１５８の予
測を実施することができる。一実施形態において、装置１０８か、又はサードパーティの
ハードウェア１０９を用いて、画像を取り込むことができる。任意の画像取り込み装置か
又は技法を使用して、非偏光光、偏光光、単色光、拡散光、白色光、複数の単一波長光、
及びこれらに類するもののような任意の種類の入射光を用いて、画像を取り込むことがで
きる。任意の取り込んだ画像を用いて、肌状態１５８を取得することができる。
【０１００】
　スキンケアシステムのスキンケア推薦情報ページの一実施形態には、ユーザが現在使用
している製品のレポート、肌状態１５８を取得するためのユーザ入力、推薦情報のリクエ
スト、及びこれらに類するものを含めることができる。ユーザが現在使用している製品に
関するレポートには、ランキングか又は格付け１３８を含めることができる。例えば、ユ
ーザが、ユーザインターフェース１０２にアクセスする時には、彼らは、適応可能な（順
応可能な）アンケートにアクセスして、彼らの現在の処方計画１１８か、使用している現
在の製品又はセラピーか、或いは、過去に使用した任意の製品か又は処方計画１１８によ
る彼らの経験を判定することができる。例えば、その効果のほどはどうですか？、その香
りはどうですか？、吸収はどうですか？、それは吹き出物を生じさせますか？、それをど
のように感じますか？、あなたはこの製品が値打ちがあるものだと思いますか？、及びこ
れらに類する質問などの質問に応答するようユーザが尋ねられることが可能である。勿論
、ランキング及び格付けは、質問によって促される必要がなく、単なる事例とすることも
でき、質問とは言えない（非質問の）フォーマットに展開されることが可能であり、ドロ
ップダウンメニュー内に展開されることが可能であり、及びこれらに類するものとするこ
とができる。肌状態１５８を取得するために、性別、年齢、民族性、位置、肌色、環境要
因、及びこれらに類するものなどの態様に関するデータをユーザは入力することができる
。複数の実施形態において、装置１０８か又はサードパーティのハードウェア１０９から
取得した画像の分析１５４を用いて、肌状態１５８を判定することもできる。ユーザ入力
か、画像の分析か、又はこれらの組み合わせのうちのいずれかから導き出された肌状態１
５８に基づいて、ユーザは、ウェルネス１９２、処方計画１１８、専門家１０５、サービ
スプロバイダ１１１、及び製品情報１９０を含むデータベースに繋がることによって、該
ユーザの肌状態１５８にとって最良に働く可能性がある製品及び処方計画１１８を決定す
ることを可能にすることができる。該製品情報には、製品構成要素、製品クレーム、製品
指示、製品の組み合わせ、製品使用プロトコル、製品の格付け及びランキング１３８、及
びこれらに類する情報を含めることができる。ランキング及び格付け１３８を含めること
によって、推薦情報が、年齢、肌色、位置、民族性、環境要因、及びこれらに類するもの
に合うように調整された肌関連製品について生成されることが可能である。一実施形態に
おいて、ユーザは、推薦情報リクエストを実施することができ、該推薦情報リクエストに
は、潤いを与えること、保護すること、洗浄すること、調整を変えること、美化すること
、若返らせること、しわを防ぐこと、肌を引き締めること、奥深く洗浄すること（ディー
プクレンジング）、毛穴を小さくすること、酒さの処理、肌角質の除去、肌を明るくする
こと、日焼け保護、日光の保護、セルフタンニング、にきび処理、吹き出物の回避、明度
の改善、肌の活性化（若返り）、しみの処理、目尻のしわの処理、除毛、傷跡処理、及び
これらに類することなどの、肌の目標を選択することを含めることができる。複数の実施
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形態において、肌の目標を、システム１０４によって自動的に選択することができる。自
動的な選択は、肌状態１５８の一態様に基づくものとすることができる。例えば、肌がひ
どく乾燥していることを分析１５４が明らかにした場合には、システムは、ひどく乾燥し
た肌に対して潤いを与える製品を薦めることができるか、或いは、システムは、製品内に
おいて探し出す構成要素を薦めることができる。電子ショッピングカート１１３内に製品
を置くことなどによって、ユーザは、推薦情報ページから製品を直接購入することを可能
にすることができるか、或いは、ユーザは、購入のための別のサイトに導かれることが可
能である。一実施形態において、ユーザは、推薦されたか又は非推薦の製品のサンプルを
、推薦情報ページから直接的に取得することを可能にすることができる。ショッピングカ
ート１１３は、スキンケア棚１１４と統合させる機能性のあるものとすることができる。
ユーザは、個人専用の推薦情報を使用することを可能にすることができ、購入のためにか
又はサンプルの配送のためにのいずれかのために製品を選択することを可能にすることが
できる。ユーザを、住所、出荷方法、クレジットカード番号、及びこれらに類するものな
どの個人的な情報について促すことができ、その情報を、ショッピングカート１１３によ
って保持することができる。
【０１０１】
　図８を参照すると、スキンケアシステム１０４のユーザインターフェース１０２のホー
ムページ８００が、図示されている。名前、性別、年齢、職業、ＩＤ、住所、電話番号、
電子メールアドレス、支払い情報、新規の関連ユーザ、及びこれらに類するものなどの人
口統計学上の情報を入力するようにユーザを促すことができ、これらの情報を、ユーザプ
ロフィール内か又はスキン記録１２１の一部として格納することができる。ホームページ
は、スキン記録１２１か、或いは、撮像した領域、撮像した日付、及び分析のステータス
のリストを、示すことができる。スキン履歴／記録１２１内の、あるタスクが完了すると
、そのステータスの付近にアイコンが表示されることが可能である。ユーザは、新規のス
キンヘルス試験を、ホームページ８００から起動（ランチ）させることか、又は、新規の
肌問題を提示（サブミット）することを可能にすることができる。ユーザは、関心を持っ
たパーティに分析１５４を転送することを可能にすることができ、肌の態様、スキン履歴
／記録１２１、画像分析、及びこれらに類するものに関する質問を専門家に尋ねることを
可能にすることができ、支払い情報及び履歴を表示することを可能にすることができ、及
びこれらに類することを可能にすることができる。
【０１０２】
　図９を参照すると、スキンヘルス試験のウェルカムページ９００が、図示されている。
該ウェルカムページは、スキンヘルス試験に関する情報、（弾力性、しわ／ファインライ
ン、日焼けによる損傷、輝き／明度、及びこれらに類するものなどの）どの評価項目が試
験されることとなるかに関する情報を提供することができる。スキンヘルス試験の分析を
用いて、システムは、ユーザの肌の処方計画１１８の個人専用の評価を提供することがで
きる。ユーザは、ウェルカムページ９００からスキンヘルス試験を開始することができる
。
【０１０３】
　図１０を参照すると、スキンケアシステムのアンケート調査ページ１０００が、図示さ
れている。該アンケート調査は、後続の画像分析にとって役立つ可能性のある関連性のあ
るスキン履歴を取り込むことができる。その質問を、複数の選択様式においてか、又は制
約のない質問として、実施することができる。例えば、ある質問は、顔、両手、首、脚、
胴、及びこれらに類するところを含む応答を伴う「あなたの製品をあなたはどこに使用し
ますか？」とすることができる。別の質問は、保護するため、治療するため、潤いを与え
るため、及び任意の他のスキンケア目標のため、ということを含む応答を伴う「何故あな
たは、あなたの製品を使用しているのですか？」とすることができる。別の質問は、しわ
／ファインラインを低減させるため、輝き／明度を増加させるため、柔軟性／弾力性を向
上させるため、及び任意の他のスキンケア目標を達成させるため、ということを含む応答
を伴う「何故あなたは、あなたの製品を使用し続けることに／今後使用することになるの
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ですか？」とすることができる。他の質問には、定期的な応答を含む応答を伴った、「あ
なたは、あなたの製品をどのくらい長く使用しているのですか？」、「あなたは、あなた
の製品をどのくらいの頻度で利用しますか？」、「あなたは、あなたの製品をいつ利用し
ますか？」、及びこれらに類する質問を、含めることができる。他の収集情報は、製品が
購入された場合に、ユーザが、季節ごとの製品利用、及びこれに類することを行った場合
には、どの程度ユーザが通知を好むかの情報とすることができる。アンケート調査ページ
１０００から、ユーザは、スキンヘルス試験を起動（ランチ）することができる。
【０１０４】
　図１１を参照すると、スキンケアシステムの肌画像取り込みページ１１００が、図示さ
れている。この例において、画像を取り込むために、ユーザインターフェース１０２は、
装置１０８にアクセスすることができる。しかしながら、システム内において他の装置１
０９を都合良く利用することもできることを理解すべきである。ページ１１００は、撮像
されている領域のリアルタイムビューを表示することができる。ユーザは、以前に撮像し
た領域の正確な画像を取得することを可能にするために、位置決めツールを使用すること
を可能にすることができる。ある画像が撮像されて提示されると、アルゴリズム１５０は
、その画像の完全性を検証することができる。分析に適合可能な画像が取り込まれると、
ユーザは、分析ページ１２００に進むことができる。
【０１０５】
　図１２を参照すると、スキンケアシステムの結果ページが、棒グラフと共に図示されて
いる。本明細書内において以前に説明したように、アルゴリズム１５０を用いて、画像を
分析して、しわ、弾力性、明度、堅さ、張り具合、及びこれらに類するものの測定値を提
供することができる。一実施形態において、該測定値を、定量的な測定値とすることがで
きる。第１の分析を、追跡することを目的とするためのベースラインと考えることができ
る。各測定ごとに、ユーザは、ユーザの年齢か、肌状態か、性別か、民族性か、又は任意
の他のカテゴリについてのベースラインに対して比較されることが可能である。例えば、
前記グラフは、各グラフにおける第１の棒グラフにおけるユーザと、第２の棒グラフにお
ける同年齢の人々についての平均ベースラインとを、読み取ることを示している。このケ
ースでは、ユーザが、平均よりも良好であることが、視覚による検討から明らかである。
これらの結果を、解釈を容易にするために色分けすることもできる。結果ページ１４００
には、各測定の説明を含めることができる。何故ある状況が生じたのか、及び、肌の状況
をいかに改善するかについてのヒント及び助言というような、より多くの情報を、ユーザ
が、各測定ごとにリクエストすることを可能にすることができる。ユーザには、領域を再
スキャンする時に関する、どの製品を使用するかに関する、どの処方計画１１８を用いる
かに関する、及びこれらに類することに関する命令（指示）が与えられることが可能であ
る。所望の改善を、構成要素に相互に関連付けることができ、ユーザの肌にとって最も効
果的な製品を推薦することができる。ユーザは、スキン記録１２１にアクセスすることが
でき、及び／又は、スキン記録１２１を編集することができる。該スキン記録１２１には
、ユーザ、画像、画像の時系列表、該画像から導き出された情報、推薦情報、製品、処方
計画１１８、及びこれらに類するものについての情報を含めることができる。ユーザは、
レポート機関（施設）にアクセスして、レポートを取得することができる。
【０１０６】
　図１３を参照すると、スキンケアシステムの結果ページが、トレンド分析と共に図示さ
れている。スキンケア製品又は処方計画の有効性を追跡するための方法には、ベースライ
ンのスキンヘルス評価を取得することと、スキンケア目標、製品、及び処方計画のうちの
少なくとも１つに基づいて、ある監視間隔を推薦することと、第２のスキンヘルス評価を
取得することと、該第２の評価を、該ベースライン評価と比較して、スキンケア目標に対
する進展を判定することと、及び、オプションで、スキンヘルス評価を改善するために処
方計画１１８か又は製品を最適化することと、を含めることができる。後続の画像が取得
されてシステム１０４に提示（サブミット）された時には、トレンド分析を実施すること
ができる。後続の画像を用いて、製品及び／又は処方計画１１８の有効性を追跡すること
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ができ、最終的には、ユーザの肌の処方計画１１８、製品、及び／又は状況に関して、ユ
ーザにアドバイスすることができ、且つ、ユーザの肌の処方計画１１８、製品、及び／又
は状況を最適化することができる。トレンド分析は、処方計画１１８を実施中の、中間の
肌状態１５８を判定するのに役立つものとすることができる。ある期間にわたって進展を
表示することができる。（２８日のスキンサイクルにわたる、あるトリートメント時間枠
にわたる、季節的な、１年にわたって周期的な、及びこれらに類するもののような）ある
時系列の画像を、肌状態１５８の進展を追跡するために取り込むことができる。そのデー
タを、写真上、グラフィカルな表示上、トレンド表示上、数値表示上、テキスト表示上、
及びこれらに類するものと共に、絵で表した表示内において提示することができる。進展
を、その関心事／肌ケア目標ごとに、格納することができ、該関心事／肌ケア目標は、試
験の開始時にユーザが指示したものとすることができる。次の画像を撮る時と、処方計画
１１８をどれだけ長く続けるのかと、処方計画１１８をいかにして変更するかと、製品か
又は処方計画１１８の有効性についていかにして再保証されるのかと、役立つ助言の受け
取りと、及びこれらに類するものとを、ユーザは告げられることが可能である。ユーザは
、スキン記録１２１を、表示する及び／又は編集することができる。ユーザは、過去の画
像を表示することを可能にすることができ、未来の進展のシミュレーション１３２を実施
することを可能にすることができる。ユーザは、レポート機関（施設）にアクセスして、
レポートを取得することができる。
【０１０７】
　図１４を参照すると、スキンケアシステムの集計画面が、図示されている。ある期間に
ついての総合的な分析には、現在の測定値、スキンケア目標へ到達することに対する進展
（経過）、製品評価、処方計画１１８の評価、（処方計画１１８か又は製品の利用を継続
することか、変更することか、又は終結することに関する）アドバイス、及びこれらに類
するものが表示されることが可能である。ユーザは、段階的な分析を見ることができるか
又は全レポートを取得することができる。提示された処方計画１１８の終了時などの、あ
るインターバルにおいて、レポートには、ユーザの肌が、ユーザが処方計画１１８を開始
した時よりも、より健康である場合に、ある期間にわたっていかにユーザの肌状態１５８
が変化したかに関する情報と、製品か又は処方計画１１８が、ユーザの初期の目標に到達
した場合における、処方計画１１８／製品の有効性に関するフィードバックと、これらに
類するものとを含めることができる。現在の肌状態１５８を鑑みて、新規の製品又は処方
計画１１８を、薦めることができる。例えば、システムは、現在の肌状態１５８を鑑みて
ユーザの明度を増加させるために探し出す特定の構成要素を薦めることができる。レポー
トは、画面上のもの、印刷されたもの、特注のもの、及びこれらに類するものとすること
ができる。治療（トリートメント）と相談とを進めるために、レポートを施術者と共有す
ることができる。
【０１０８】
　図１５を参照すると、スキンケアシステムにおける弾力性の集計ページ１５００が、図
示されている。各指標の段階的な分析を実施することができる。例えば、弾力性の測定値
の段階的な分析が、図１７に示されている。集計ページ１５００は、個々の集計ページ１
５００上の各指標ごとの棒グラフにおけるように、あるインターバル（間隔）にわたって
取り込んだデータの全てを図示することができる。スキンケア目標に到達することに向け
ての進展を、データ及びその分析によってか又はユーザ入力から、指示することができる
。スキンケア目標に到達することにおける、ユーザの製品又は処方計画１１８の評価を実
施することができる。将来のニーズを満足させることを可能にすることができる製品又は
処方計画１１８を指示することができる。システムはまた、規定されたスキンケア目標に
一致させることにおいて他のユーザによって用いられた処方計画１１８か又は使用された
製品を指示することもできる。
【０１０９】
　複数の実施形態において、肌状態１５８、スキンケア目標、及び肌に影響を及ぼす環境
要因に基づいて、スキンケアのための推薦情報を提供するためのシステムには、製品及び
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処方計画の推薦情報を受け取り、且つ、製品及び処方計画１１８の有効性を追跡するため
の、（オンラインプラットフォーム１２０上の、モバイルプラットフォーム１２４上の、
ソーシャルネットワーキングインターフェース上の、及びこれらに類するものの上の）ツ
ール及びアルゴリズム１５０による相互作用を含めることができる。ユーザインターフェ
ース１０２は、オンラインプラットフォーム１２０上にか、モバイルプラットフォーム１
２４上にか、又はソーシャルネットワーキングインターフェース上に常駐することができ
、ユーザをガイドすることができる一方で、スキン記録１２１を保持するためのデータ収
納場所として及び履歴追跡ツールとして機能することもでき、及び、論理的なやり方で、
ユーザの状態に関連した情報をユーザが編成（整理）することを助けることもできる。
【０１１０】
　以下に、本発明の種々の構成要件の組み合わせからなる例示的な実施態様を示す。
１．皮膚上に光を導くための入射光源を含む照明源と、
前記皮膚からの反射光の偏光の度合いを検出するための検出器
とを備える、非侵襲性の撮像装置。
２．選択された角度アルファにおいて光を導くよう前記照明源が配置されている、上項１
に記載の撮像装置。
３．前記アルファを変更することが、前記皮膚内の層の測定の深さを変化させる、上項２
に記載の撮像装置。
４．全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有している、上項３に記
載の撮像装置。
５．前記入射光源が、非偏光の光の光源である、上項１に記載の撮像装置。
６．前記入射光源が、偏光された光の光源である、上項１に記載の撮像装置。
７．前記非偏光の光が、白色光と、単一波長の光と、複数の単一波長の光とのうちの少な
くとも１つである、上項５に記載の撮像装置。
８．前記反射光の画像を取り込むためのセンサを更に備える、上項１に記載の撮像装置。
９．前記皮膚からの反射光を検出するための光学的な設備を更に備える、上項１に記載の
撮像装置。
１０．前記検出した情報を伝達するための通信設備を更に備える、上項１に記載の撮像装
置。
１１．前記装置によって収集された情報を格納するための記憶設備を更に備える、上項１
に記載の撮像装置。
１２．入射光源によって皮膚を照らし、
前記皮膚からの反射光の偏光の度合いを検出し、及び、
前記反射光の偏光の態様に基づいて、肌状態を判定する
ことを含む、肌状態を判定する方法。
１３．選択された角度アルファにおいて、前記入射光が導かれることからなる、上項１２
に記載の方法。
１４．前記アルファを変更することが、前記皮膚内の層の測定の深さを変化させることか
らなる、上項１３に記載の方法。
１５．全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有していることからな
る、上項１４に記載の方法。
１６．前記入射光が、非偏光の光であることからなる、上項１２に記載の方法。
１７．前記非偏光の光が、白色光と、単一波長の光と、複数の単一波長の光とのうちの少
なくとも１つであることからなる、上項１６に記載の方法。
１８．前記入射光が、偏光された光であることからなる、上項１２に記載の方法。
１９．前記偏光の態様が、配向、振幅、位相、角度、形状、度合い、及び量、のうちの少
なくとも１つであることからなる、上項１２に記載の方法。
２０．前記判定することが、アルゴリズムを用いて実施されることからなる、上項１２に
記載の方法。
２１．前記アルゴリズムが、人工神経回路網を含むことからなる、上項２０に記載の方法
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。
２２．前記アルゴリズムが、ファジー論理を用いることからなる、上項２０に記載の方法
。
２３．前記アルゴリズムが、単一の及び多重のフラクタル解析を含むことからなる、上項
２０に記載の方法。
２４．フィルタの出力によって画定される波長の偏光された光を取得するために、前記反
射光をフィルタリングすることを更に含むことからなる、上項１２に記載の方法。
２５．前記フィルタリングされた画像において、アルゴリズム的分析が実施されることか
らなる、上項２４に記載の方法。
２６．前記判定することが、反射された拡散光と、反射された偏光光との間の差分の画像
を生成することを含むことからなる、上項１２に記載の方法。
２７．前記判定することが、前記反射光の偏光の態様を、ある較正信号と比較することを
含むことからなる、上項１２に記載の方法。
２８．前記判定することが、ユーザ入力と、ビジュアル分析とのうちの少なくとも１つを
考慮することを更に含むことからなる、上項１２に記載の方法。
２９．関心のある領域上に光を導くための入射光源を含む照明源と、
前記関心のある領域からの反射光の偏光の度合いを検出するための検出器
とを備える、非侵襲性の撮像装置。
３０．選択された角度アルファにおいて光を導くよう前記照明源が配置されている、上項
２９に記載の撮像装置。
３１．前記アルファを変更することが、前記関心のある領域の層の測定の深さを変化させ
る、上項２９に記載の撮像装置。
３２．全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有している、上項３１
に記載の撮像装置。
３３．前記入射光源が、非偏光の光の光源である、上項２９に記載の撮像装置。
３４．前記非偏光の光が、白色光である、上項３３に記載の撮像装置。
３５．前記非偏光の光が、単一波長の光である、上項３３に記載の撮像装置。
３６．前記非偏光の光が、複数の波長の光である、上項３３に記載の撮像装置。
３７．前記入射光源が、偏光された光である、上項２９に記載の撮像装置。
３８．前記反射光の画像を取り込むためのセンサを更に備える、上項２９に記載の撮像装
置。
３９．皮膚からの反射光を検出するための光学的な設備を更に備える、上項２９に記載の
撮像装置。
４０．前記検出した情報を伝達するための通信設備を更に備える、上項２９に記載の撮像
装置。
４１．前記装置によって収集された情報を格納するための記憶設備を更に備える、上項２
９に記載の撮像装置。
４２．皮膚内の水分レベルを判定する方法であって、
皮膚組織に向って入射光を放射し、
前記皮膚組織による反射光の偏光及び拡散の度合いを検出し、及び、
偏光された及び拡散された反射光の量に基づいて、水分レベルを判定する
ことを含む、方法。
４３．前記水分レベルの評価を、肌色の測定値と組み合わせて、明度を判定することを更
に含むことからなる、上項４２に記載の方法。
４４．前記入射光が、非偏光の光であることからなる、上項４２に記載の方法。
４５．前記非偏光の光が、白色光であることからなる、上項４４に記載の方法。
４６.前記非偏光の光が、単一波長の光であることからなる、上項４４に記載の方法。
４７．前記非偏光の光が、複数の波長の光であることからなる、上項４４に記載の方法。
４８．前記判定することが、アルゴリズムを用いることを含むことからなる、上項４２に
記載の方法。
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４９．前記水分レベルを判定することが、偏光された光と、拡散光との比率に基づくこと
からなる、上項４２に記載の方法。
５０．肌の弾力性を判定する方法であって、
皮膚組織に向って入射光を放射し、
前記皮膚組織によって反射された光の偏光の態様を検出し、
前記偏光の態様を、エラスチンの濃度に相互に関連づけて、及び、
前記エラスチンの濃度に基づいて、弾力性レベルを判定する
ことを含む、方法。
５１．前記判定することが、アルゴリズムを用いることを含むことからなる、上項５０に
記載の方法。
５２．前記入射光が、非偏光の光であることからなる、上項５０に記載の方法。
５３．前記非偏光の光が、白色光であることからなる、上項５２に記載の方法。
５４．前記非偏光の光が、単一波長の光であることからなる、上項５２に記載の方法。
５５．前記非偏光の光が、複数の波長の光であることからなる、上項５２に記載の方法。
５６．肌の堅さを判定する方法であって、
皮膚組織に向って入射光を放射し、
前記皮膚組織によって反射された光の偏光の態様を検出し、
前記偏光の態様を、エラスチンと、コラーゲンと、皮脂腺の活性度とのうちの少なくとも
１つの濃度に相互に関連づけて、及び、
エラスチンと、コラーゲンと、皮脂腺の活性度とのうちの少なくとも１つの濃度に基づい
て、堅さを判定する
ことを含む、方法。
５７．前記皮脂腺の活性度が、腺の数、開かれた／閉じられた腺の割合、及び詰まり／充
填のレベルのうちの少なくとも１つによって示されることからなる、上項５６に記載の方
法。
５８．前記相互に関連づけることが、アルゴリズムを用いることを含むことからなる、上
項５６に記載の方法。
５９．皮膚の生物物理学的な特性を得るための方法であって、
入射光の皮膚組織からの反射の偏光の度合いから取得した画像データのスペクトル分析を
実施することを含み、
前記特性が、
メラニン細胞、メラニン、ヘモグロビン、ポルフィリン、ケラチン、カロチン、コラーゲ
ン、エラスチン、皮脂、皮脂腺の活性度、（汗及び脂肪分泌の）毛穴、水分レベル、弾力
性、明度、堅さ、ファインライン、しわの数及び段階、毛穴サイズ、開いている毛穴の割
合、肌の弾力性、肌引張線、しみ、肌色、乾癬、アレルギー、赤色部位、一般的な皮膚疾
患又は感染症、腫瘍、日焼け、発疹、擦り傷、吹き出物、にきび、虫さされ、そう痒、出
血、負傷、炎症、光損傷、色素沈着、色調、入れ墨、火傷の割合／火傷等級、ほくろ（母
斑）、皮膚損傷の態様（構造、色、寸法／非対称性）、黒色腫、皮膚に認められる障害、
皮膚病変、セルライト、腫れ物、水疱形成疾患、先天性の皮膚症候群、（副）皮膚真菌症
、肝斑、血管の状態、酒さ、クモ状静脈、テクスチャ、皮膚潰瘍、創傷治癒、術後跡、メ
ラニン損傷、非メラニン損傷、基底細胞癌、脂漏性角化症、皮脂（油性）、爪及び／又は
毛に関連した問題
のうちの少なくとも１つの構成、形状、濃度、数、サイズ、状態、及び段階のうちの少な
くとも１つであることからなる、方法。
６０．肌状態を判定するための方法であって、
前記肌に関する一連の主観的な質問に対する返答を取得し、
皮膚の撮像装置を用いて、客観的な肌分析を取得し、及び、
前記主観的な結果と前記客観的な結果とをアルゴリズム的に組み合わせて、肌状態を取得
する
ことを含む、方法。
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６１．肌状態とスキンケア目標とに基づいてスキンケアのための推薦情報を提供するため
のシステムであって、
ある個体の肌状態を取得し、
肌状態によって前記個体を分類し、及び、
前記スキンケア目標を達成することにおいて、前記分類における他の個体にとって効果的
な製品と処方計画とを推薦する
ことを含む、システム。
６２．前記システムが、ネットワーク上にわたって動作可能である、上項６１に記載のシ
ステム。
６３．前記個体の前記肌から反射された光の偏光の度合いの分析に基づいて、前記肌状態
が判定されることからなる、上項６１に記載のシステム。
６４．前記個体の前記肌から反射された拡散光と、前記個体の前記肌から反射された偏光
光との間の差分の分析に基づいて、前記肌状態が判定されることからなる、上項６１に記
載のシステム。
６５．スキンケア製品か又は処方計画の有効性を追跡するための方法であって、
ベースラインの肌状態評価を取得し、
前記スキンケアの目標、製品、及び処方計画のうちの少なくとも１つに基づいて、監視間
隔を推薦し、
第２の肌状態評価を取得し、
前記第２の評価を、前記ベースラインの評価と比較して、スキンケア目標に対する進展を
判定し、及び、
オプションで、肌状態を改善するために前記処方計画か又は前記製品を最適化する
ことを含む、方法。
６６．前記肌の評価が、個体の前記肌から反射された光の偏光の度合いの分析に基づくこ
とからなる、上項６５に記載の方法。
６７．前記肌の評価が、個体の前記肌から反射された拡散光と、該個体の該肌から反射さ
れた偏光光との間の差分の分析に基づくことからなる、上項６５に記載の方法。
６８．個人専用の肌状況分析システムであって、
撮像装置であって、
光を皮膚上に導くための入射光源を含む照明源と、
前記皮膚から反射された光の偏光の度合いを検出するための検出器
とを含むことからなる、撮像装置と、
前記装置を制御するためのユーザインターフェース
とを備える、肌状況分析システム。
６９．前記装置が、物理的なインターフェースと相互作用して、画像データをダウンロー
ドして、施術者、スパ、サロン、化粧品販売、化粧品の製造業者、臨床試験のデータベー
ス、及びサードパーティのデータベースのうちの少なくとも１つの記録を更新するよう構
成されている、上項６８に記載の肌状況分析システム。
７０．選択された角度アルファにおいて光を導くよう前記照明源が配置されている、上項
６８に記載の肌状況分析システム。
７１．前記アルファを変更することが、前記皮膚内の層の測定の深さを変化させる、上項
７０に記載の肌状況分析システム。
７２．全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有している、上項７１
に記載の肌状況分析システム。
７３．前記入射光源が、非偏光の光の光源である、上項６８に記載の肌状況分析システム
。
７４．前記非偏光の光が、白色光である、上項７３に記載の肌状況分析システム。
７５．前記非偏光の光が、単一波長の光である、上項７３に記載の肌状況分析システム。
７６．前記非偏光の光が、複数の波長の光である、上項７３に記載の肌状況分析システム
。
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７７．前記皮膚からの反射光を検出するための光学的な設備を更に備える、上項６８に記
載の肌状況分析システム。
７８．前記反射光の画像を取り込むためのセンサを更に備える、上項６８に記載の肌状況
分析システム。
７９．前記検出した情報を伝達するための通信設備を更に備える、上項６８に記載の肌状
況分析システム。
８０．前記装置によって収集された情報を格納するための記憶設備を更に備える、上項６
８に記載の肌状況分析システム。
８１．皮膚上に光を導くための入射光源を含む照明源と、
前記皮膚からの反射光の特性を検出するための検出器
とを備える、非侵襲性の撮像装置。
８２．選択された角度アルファにおいて光を導くよう前記照明源が配置されている、上項
８１に記載の撮像装置。
８３．前記アルファを変更することが、前記皮膚内の層の測定の深さを変化させる、上項
８２に記載の撮像装置。
８４．全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有している、上項８３
に記載の撮像装置。
８５．前記入射光源が、偏光された光の光源である、上項８１に記載の撮像装置。
８６．前記入射光源が、非偏光の光の光源である、上項８１に記載の撮像装置。
８７．前記非偏光の光が、白色光と、単一波長の光と、複数の単一波長の光とのうちの少
なくとも１つである、上項８５に記載の撮像装置。
８８．前記反射光の画像を取り込むためのセンサを更に備える、上項８１に記載の撮像装
置。
８９．前記皮膚からの反射光を検出するための光学的な設備を更に備える、上項８１に記
載の撮像装置。
９０．前記検出した情報を伝達するための通信設備を更に備える、上項８１に記載の撮像
装置。
９１．前記装置によって収集された情報を格納するための記憶設備を更に備える、上項８
１に記載の撮像装置。
９２．前記反射光が、偏光された光と、非偏光の光とのうちの少なくとも１つである、上
項８１に記載の撮像装置。
９３．入射光源によって皮膚を照らし、
前記皮膚からの反射光の特性を検出し、及び、
前記反射光における少なくとも１つの特性に基づいて、肌状態を判定する
ことを含む、肌状態を判定する方法。
９４．選択された角度アルファにおいて、前記入射光が導かれることからなる、上項９３
に記載の方法。
９５．前記アルファを変更することが、前記皮膚内の層の測定の深さを変化させることか
らなる、上項９４に記載の方法。
９６．全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有していることからな
る、上項９５に記載の方法。
９７．前記入射光が、非偏光の光であることからなる、上項９３に記載の方法。
９８．前記非偏光の光が、白色光と、単一波長の光と、複数の単一波長の光とのうちの少
なくとも１つであることからなる、上項９７に記載の方法。
９９．前記入射光が、偏光された光であることからなる、上項９３に記載の方法。
１００．前記反射光が、偏光された光と、非偏光の光とのうちの少なくとも１つであるこ
とからなる、上項９３に記載の方法。
１０１．前記特性が、光源、光強度、光の波長、光の角度、光の電気的及び磁気的特性、
及び、光の偏光状態のうちの少なくとも１つである、上項９３に記載の方法。
１０２．前記偏光の態様が、配向、振幅、位相、角度、形状、度合い、及び量、のうちの
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少なくとも１つであることからなる、上項１０１に記載の方法。
１０３．前記判定することが、アルゴリズムを用いて実施されることからなる、上項９３
に記載の方法。
１０４．前記アルゴリズムが、人工神経回路網を含むことからなる、上項１０３に記載の
方法。
１０５．前記アルゴリズムが、ファジー論理を用いることからなる、上項１０３に記載の
方法。
１０６．前記アルゴリズムが、単一の及び多重のフラクタル解析を含むことからなる、上
項１０３に記載の方法。
１０７．フィルタの出力によって画定される波長の光を取得するために、前記反射光をフ
ィルタリングすることを更に含むことからなる、上項９３に記載の方法。
１０８．前記フィルタリングされた画像において、アルゴリズム的分析が実施されること
からなる、上項１０７に記載の方法。
１０９．前記判定することが、反射された拡散光と、反射された偏光光との間の差分の画
像を生成することを含むことからなる、上項９３に記載の方法。
１１０．前記判定することが、前記反射光の偏光の態様を、ある較正信号と比較すること
を含むことからなる、上項９３に記載の方法。
１１１．前記判定することが、ユーザ入力と、ビジュアル分析とのうちの少なくとも１つ
を考慮することを更に含むことからなる、上項９３に記載の方法。
１１２．関心のある領域上に光を導くための入射光源を含む照明源と、
前記関心のある領域からの反射光の特性を検出するための検出器
とを備える、非侵襲性の撮像装置。
１１３．選択された角度アルファにおいて光を導くよう前記照明源が配置されている、上
項１１２に記載の撮像装置。
１１４．前記アルファを変更することが、前記関心のある領域の層の測定の深さを変化さ
せる、上項１１２に記載の撮像装置。
１１５．全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有している、上項１
１４に記載の撮像装置。
１１６．前記入射光源が、非偏光の光の光源である、上項１１２に記載の撮像装置。
１１７．前記非偏光の光が、白色光である、上項１１６に記載の撮像装置。
１１８．前記非偏光の光が、単一波長の光である、上項１１６に記載の撮像装置。
１１９．前記非偏光の光が、複数の波長の光である、上項１１６に記載の撮像装置。
１２０．前記入射光源が、偏光された光である、上項１１２に記載の撮像装置。
１２１．前記反射光が、偏光された光と、非偏光の光とのうちの少なくとも１つである、
上項１１２に記載の撮像装置。
１２２．前記特性が、光源、光強度、光の波長、光の角度、光の電気的及び磁気的特性、
及び、光の偏光状態のうちの少なくとも１つである、上項１１２に記載の撮像装置。
１２３．前記偏光の態様が、配向、振幅、位相、角度、形状、度合い、及び量、のうちの
少なくとも１つであることからなる、上項１２２に記載の撮像装置。
１２４．前記反射光の画像を取り込むためのセンサを更に備える、上項１１２に記載の撮
像装置。
１２５．皮膚からの反射光を検出するための光学的な設備を更に備える、上項１１２に記
載の撮像装置。
１２６．前記検出した情報を伝達するための通信設備を更に備える、上項１１２に記載の
撮像装置。
１２７．前記装置によって収集された情報を格納するための記憶設備を更に備える、上項
１１２に記載の撮像装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非侵襲性の撮像装置であって、
　　皮膚上にか又は他の材料表面上に光を導くための入射光源を含む照明源と、
　　前記皮膚か又は前記他の材料表面からの反射光及び屈折光を検出するための光学的な
設備と、
　　前記皮膚か又は前記他の材料表面からの反射光の偏光の特性を検出するための検出器
と、
　　前記検出器に結合されたホストシステムであって、前記偏光の特性に少なくとも部分
的に基づいて、個人専用の肌状況評価を生成することが可能なホストシステム
とを備え、
　前記入射光が、非偏光の光を含むことからなる、撮像装置。
【請求項２】
　ある選択された角度アルファにおいて光を導くよう前記照明源が配置されている、請求
項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記アルファを変更することが、前記皮膚か又は前記他の材料表面の内部の層の測定の
深さを変化させることからなる、請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有している、請求項３に記
載の撮像装置。
【請求項５】
　偏光された光の光源を、前記照明源が更に含む、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項６】
　物理インターフェースと相互作用して、前記検出した光と、前記検出した偏光の特性と
のうちの少なくとも１つに関する情報をダウンロードして、施術者、スパ、サロン、化粧
品販売、化粧品の製造業者、臨床試験のデータベース、及びサードパーティのデータベー
スのうちの少なくとも１つにおける記録を更新するよう前記撮像装置が構成されているこ
とからなる、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記検出した光と、前記検出した偏光の特性とのうちの少なくとも１つを伝達する通信
設備を前記撮像装置が更に備え、
　前記伝達することが、ネットワーク上にわたって実施されることからなる、請求項５に
記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記偏光の特性は、前記光の偏光状態、前記偏光の配向、振幅、位相、角度、形状、度
合い、及び量のうちの少なくとも１つから成るグループから選択される、請求項１に記載
の撮像装置。
【請求項９】
　ある個体の前記皮膚か又は他の材料表面の状態に関する情報を、他の個体か又は個体ク
ループの状態と比較して、前記個体に最も近い状態である対等者を識別して、及び、前記
個体にとって有効なスキンケア製品とスキンケア処方計画とのうちの少なくとも一方を表
示するよう前記ホストシステムが動作可能であることからなる、請求項１に記載の撮像装
置。
【請求項１０】
　前記ホストシステムは、ルールベースのアルゴリズム、人工神経回路網、ファジー論理
、単一フラクタル解析、及び多重フラクタル解析から成るグループから選択されたアルゴ
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リズムを使用して、前記皮膚か又は他の材料の少なくとも画像に関する前記情報と前記偏
光の特性とを分析して、前記個体のスキンヘルスに適合した構成要素、薬剤、及び製品の
うちの少なくとも１つを推薦することからなる、請求項９に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記アルゴリズムが、少なくとも２つの異なる角度から前記皮膚か又は他の材料から反
射された光の前記偏光に基づいて、前記皮膚か又は他の材料の状態に関する情報を分析す
ることからなる、請求項１０に記載の撮像装置。
【請求項１２】
　撮像システムによって第１の個体の肌状態を判定する方法であって、
　　前記撮像システムの撮像装置の入射光源によって皮膚を照らし、
　　フィルタの出力によって画定される波長の偏光光を得るために、前記撮像システム内
の該フィルタによって前記皮膚からの反射光をフィルタリングし、
　　前記撮像装置内の検出器によって、前記皮膚からの反射光の偏光の特性を検出し、
　　前記反射光の前記偏光の特性に基づいて、前記撮像システム内のホストシステムによ
って肌状態を判定し、
　　前記ホストシステムを用いて、前記第１の個体の前記肌状態のデータを、他の個体か
又は個体グループの前記肌状態と比較して、前記第１の個体に最も近い肌状態である対等
者を識別し、及び、
　　前記第１の個体にとって有効なスキンケア製品とスキンケア処方計画とのうちの少な
くとも一方をディスプレイ表示する
ことを含み、
　前記入射光が、非偏光の光を含むことからなる、方法。
【請求項１３】
　ある選択された角度アルファにおいて、前記入射光が導かれることからなる、請求項１
２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記アルファを変更することが、前記皮膚内の層の測定の深さを変化させることからな
る、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　全偏光の反射を生じさせる特定の角度を、前記深さの各々が有していることからなる、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記撮像システムにおける追加的な光源によって皮膚を照らすことを更に含み、
　前記追加的な入射光が、偏光された光であることからなる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記偏光の特性が、配向、振幅、位相、角度、形状、度合い、及び量のうちの少なくと
も１つを含むことからなる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　前記データを分析するための、及び、前記第１の個体のスキンヘルスに適合可能な構成
要素、薬剤、及び製品のうちの少なくとも１つを推薦するためのアルゴリズムを用いて、
前記判定することが実施されることからなる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１９】
　前記アルゴリズムが、人工神経回路網、ファジー論理、単一フラクタル解析、及び多重
フラクタル解析のうちの少なくとも１つを含むことからなる、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記アルゴリズムが、少なくとも２つの異なる角度から前記皮膚から反射された光の前
記偏光の特性に基づいて、前記皮膚か又は他の材料の状態に関する前記データを比較する
ことからなる、請求項１８に記載の方法。
【手続補正書】
【提出日】平成26年1月9日(2014.1.9)
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非侵襲性の撮像装置であって、
　　皮膚上にか又は他の材料表面上に光を導くための入射光源を含む照明源と、
　　前記皮膚か又は前記他の材料表面からの反射光及び屈折光を検出するための光学的な
設備と、
　　前記皮膚か又は前記他の材料表面からの反射光の偏向の特性を検出するための検出器
と、
　　前記検出器に結合されたホストシステムであって、前記偏向の特性に少なくとも部分
的に基づいて、個人専用の肌状況評価を生成することが可能なホストシステム
とを備え、
　前記入射光が、非偏向の光を含み、
　前記個人専用の肌状況評価は、色、年齢、日焼けによる損傷、コラーゲン、エラスチン
、毛穴、及びケラチンからなるグループから選択される少なくとも１つの項目に関するデ
ータを含むことからなる、撮像装置。
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